
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設

系  統

名 :原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設

名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設)

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610072号 2-06

令和 元年 10月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名   .関 西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請

4 検査期日

5 検査場所

6 検査筆E囲

使用前検査申請番号

関原発第 3´21号
関原発第 435号
関原発第 47号
関原発第 203号
関原発第 260号
関原発第 416号
関原発第 505号
関原発第 513号
関原発第  4号
関原発第 69号
関原発第 116号
関原発第 205号

0月  7日 )
3月 20日 )
4月 20日 )
7月  4日 )
8月 20日 )
2月  5日 )
2月  1日 )
2月  6日 )
4月  4日 )
5月 16日 )
6月 24日 )
8月 23日 )

(平成 2

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(平成 3

(201
(201
(201

8年 1
0年
0年
0年
0年
0年 1
1年

1年
1年
9年
9年
9年

白 令和 元年 10月 18日

至 令和 元年 1.0月 18日

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設) 一式

7 検査実施者   検査実施者一覧表のとおり



9 添付資料

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり

使用前検査記録

1検査前確認事項    _

2材料検査記録        |

3寸法検査記録          セ
′

4外観検査記録        |

5組立て及び糖付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

2



検査実施者‐覧表

∞

特記事項

づ L

検査立会責任者 印

耳堵つ″,9″ぜン 主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

名鴨 ス.本移

検査年月日

!冷術ぬ 年

床)戸 憂必日

月

年

日

月

年

日



検査結果一覧表
‐

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備) 主配管 (常設)

卜にヽ

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

で療も酌年
rO tt c談 日

R
年

月

=

年

目月

組立て及び据付け

状態を確認する検査

留 諄D亀 年
tott rttr日

碓
年

月 日

、年

月   日

外観検査

やれ 亀 年
rOtt r9白

腱
年

月 日

年

日月

寸法検査

乗顔わ花よ年

+0月 1殿日

碓
年

日月

年

材料検査

為れ 砲 年

+0月 rみ日

稚
年

日月

年

日月

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含むも)が準備されてい

ること。

記録確認

を酌ぬ年

!o月「予
日 碇

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月  日ノ

月   日

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認

や岳島年

10月 十p日 碓

年

月 日ノ

月   日

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認

儡 ぬ年

どD月 食争日 艶

年

月   日/

月   日
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添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

眸認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

牟っ配年

ro月

`θ

日 R
年

月  メン

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

駕駆ど
ヽ

腱
年

月  メ
年

月   日

6



添付資料 1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

やFDお年

Ю月は日 R
年

月  メン

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図ヽ面等確認

榮勇も凸年

rも 月13日 k
年

月  身

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有しィ

ていること。

記録確認

禾テわれ年

十も月t彦日 た
年

F  夢ン

月   日

7



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

仲 離

rOtt rd日 発

年

月  歩ン

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

牽る印年
,ё 月ど浄日 薙

年 |

月  夢″

月   日

8



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

零頚ゎ心年
ro月 偽争日 F＼と
年

月  〉シ

月   日

必要な図面等が準備さ

れていることき
図面等確認

綱 f'日
匙

年

月  夕

月   日

9



添付資料 1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

琴源もぬ牢

10月 海G日 R
年

月  )イ

月   日

必要な隠面等が準備さ

れていること。
図面等確認

蕉頚訪乙 年

+0月 1浄 日 驚
年

月  身

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

年

月 日

年

月

年

月   日

系統構成が完了してい

ること。

立会/

記録確認

f澪も心年
,0 月+9 日亀

立会/
記録確認

年

月  >″

立会/

記録確認

年

月   日

10



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):―式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁 (2MOV-6400A、 B)

SUS304TP れ 込年

,()月 r子 日 碓
記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2下 1~0202

11



検査範囲 I原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

N

検査方法

記録確認

検査

結果

｛走

検査年月日

雲叛あ亀年
「も月rp日

/

測定値
×3

許容値
※2

9.7以上

/
9.7以上

/
7.1以上

厚さ (mml

主要
※1

寸法

1

2

l

/
1

/
8.

/

測定値
2

許容値
※

352.4～ 359.6

/
852.4～ 359。 6

/
214.7-218.7

外径 lmml

主要
※1

寸法

355.6

/
355.6

/
216.3

管
継
手

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。  ※3:最小値
・記録確認はヽ申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査歳績書の識別番号 :T2-1二・0202

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

燃料取替用水タンク

チ書(2MOV-6400A、  B)

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

郭
尊
澪
華

∞
―
牌



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

1   
圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁 紀MOV-6400A、 動

聟秀b患 年
rO月 /μ日 た

/
記録確認

備 考

0

13



添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

1 主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

燃料取替用水タンク

弁紀MO卜 6400A、 Bl

蕉澪もF~4年

10tt P白
碓
記録確認

備 考

0

14



査
法
検
方

り
記録確認

検査
結果

魔ヽ

検査年月日

絲
,0月 は日

水圧、気圧
区分

水圧

肺えい

検査時圧カ
(MPa)

検査時
保持時間
(分 )

||

規定
保持時間
(分 )

01

耐圧検査
時圧力
(卜lPお

耐圧検査
規定圧力
(MPa)

0※
l

0

最高便用
圧カ
(MPa)

検査対象

燃料取替用水タンク

ゲギ(2MOV… 6400A、  B)

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

備考
釦

※ 1:静水頭圧 (燃料取替用水タンクのオーバーフローレベルからの水頭圧)とする。

・                       0            

フ

郭
韓
述
華

ｏ
15



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表

添付資料7

rδ

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備

/
/

/

/

/

/
/

16



工事計画本文

(以下、

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 主配管 (常設)

「工事計画本文」は申請者の情報を基に作成したものである。)

¬ 検査対象□

の を イよ ン

(注 2)SI単位に換算したものである。
(注 3)公称値
(注4)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、記載内容は、設計図
書による。   _

(注 5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火災防護設備)のうち消火設備と
, 兼用

」

凝
華

Ｐ
Ｉ
畔

変 更 前 変 更 後

一局最
　
圧

使用 最高使用

温  度

1最高使用 1最高使用

名 称 カ 外   径 厚  さ 材  料 名 称 圧   カ 温  度 外 径 厚  さ 材  料

(MPa)  (℃ ) (lllHl) (Hlul) (MPお (℃ ) (Ilull) (ll1ll)

(注 1)

|

|

|

|

|

変更なし

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

(注 3) 〈注3)

(注 3)

355.6

(注 3,4)

11.1

11.1

/

1111

/
(注0

8,2

燃料取替用水

タンク

SUS27TP 燃料取替用水

タンク
は 2)

SUS304TP
0 95 変更なし

/

(注 6)

21613

チ|(2MOV-6400

A、  B)

チ辞(2MOV-6400

A、 B)

は 3) (注 3, (注 11)

SUS304TP35516 l ll 変更なし



∞

(注 6)

(注 7)

(注 8)

(注 9)

(注 10)

(注 11)

(注 12)

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注 22)

(注 23)

(注 24)

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

重大事故等時に使用
既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うと記載内容はこ設計図書による。
エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。
記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンクん弁 (2-8926)」 と記載
計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用
記載の適正化を行う。既工事計画書には「SUS27TPJと記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8926)～弁 (2-LCV― H5B、 D)」 と記載

肇塾8選壬牝姦毎ヨ:肇義粛慰罹言饒呈撃欝響響稼1筈軍幕霧示基繋ll祢 堆年岳語融基器本体」による志
重大事故等時における使用時の値
記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-88HA、 B)～弁 (2‐ 8812A― B)」 と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (2-8958)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8958)ん 弁 (2-8809A、 B)」 と記載                ′

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ入口母管～弁 (2-5400)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口集合母管～弁 (2-8803At B)および弁 (2-8816)(2-FE943取付部を除く)」
と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日集合母管～弁 (2-8815)及び弁 (2-8814)(2-FE940取 付部を除く)」 と記
載                  |
記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8815)～分岐点」と記載
記載の適正化を行うと既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2=8942A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (2-8942A、 B、 C)～余除去クーラ出口合流点」と記載
エルボを示す。
記載の適正化を行う。既工事計画書には「2-FE943および2-FE940取付部 (レジューサ4× 3～ レジューサ4× 3)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8803A、 B)～レジューサ (6× 3)」 と記載
記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (6× 3)～ほう酸注入タンク」と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「ほう駿注入タンク出ロレジューサ (6× 3)～弁 (2-8801A、 B)」 と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8801A、 B)～分岐点」と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には

/「

分岐点～逆止弁 (2-8944A(B、 C)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8944A、 B、 C)～主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載
記載の適正化を行う。員元工事計画書には「 (最小)9,5」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/― /(最小)9.5」 と記載(注 34)

(注35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注 44)

(注 45)

公称値は既工事計画書に記載がないた

記載の適正化を行うと既工事計画書に

記載の適正化を行う。既工事計画書に

記載の適正化を行う。既工事計画書に

記載の道正化を行う。既工事計画書に

記載の適正化を行う。既工事計画書に

記載の適正化を行う。既工事計画書に

記載の適正化を行う。既工事計画書に

記載の適正化を行うと既工事計画書に

め記載の適正化を行う。
は「弁 (2-8816)～分岐点」と記載
は「分岐点～逆止弁 (2-8987A、 B、 C)」 と記載     '
は「弁 (2-8814)～分岐点」と記載
は「分岐点～逆止弁 (2-8939A、 B、 C)」 と記載
は「弁 (28937C)及び弁 (2-8989C)～弁 (2=8940C)」 と記載
は「 (最小)9.5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載
は「逆止弁 (2-8937A、 B)及び逆止弁 (2-8939A、 B)～余熱除去クーラ出日合流点」と記載
は「弁 (2-8973A、 Bt C)～弁 (2-8945A、 B、 C)」 と記載

滞
輩

Ｐ
Ｉ
Ю

余熱除去設備と兼用
余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう駿注入機能を有する設備と兼用



(注46)

(注47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ク‐ラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点～弁 (2-8818A、 B)及び弁 (2-8819)」 と記
載             ‐

肇談8彊壬1怯姦辱ヨ:談王憂票留重|こ患:奮ど;ラ繋ザ壕)'と鞘 坪ヴ(滑赤踏てで亀勇尋〒tと式卜爺|レ「て,肯為異垂象
⌒の分岐点1と喜載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-8819)～分岐点」と記載                   '
記載の適正化を行うと既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (2-8985A、 B)」 と記載
記載の適正化を行う心既工事計画書には「弁 (2-8935A、 B)～弁 (2-8940A、 B)」 と記載
記載の適正化を行う。既工事計画書には「アキュムレータA、 B、 C～弁 (2-8808A、 B、 C)」 と記載              i
記載の適正化を行う。既I事計画書には「弁 (2-8808A、 B、 C)～逆止弁 (2-8948A、 B、 C)」 と記載
本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用
蒸気夕とビンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と兼用

ヽ〇

溢
華

解
ｌ
ω



資料 1-4

工事計画添付図面の抜粋

(以下は申請者の情報を基に作成したものである。)

1.許容範囲の根拠

(1)主配管

出典 :日 本工業規格 JIS B 2312 「配管用鋼製突合せ溶接式管継手」

(注 1)T継手

外径 (剛 ) 厚さ (lm)

非常用炉心

冷却設備

その他

原子炉

注水設備

8B

14B

名 称

管継手 l洋 1)

20



Cや

＼向

葬3228囲

原子～
‐
'冷却系統施設の系統図

(非常用炉心冷却設備その他

原子炉注本設鶴)(16真 S)

(重人事故等対処設鈴)

ぶ
軍

囀



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉冷去「系統施設

系 統 名  :原子炉補機冷却設備

ろ過装置

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-07

冷紳2年 ∂月
原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏えいに係 る使用前検査

3検 査申請

4検 査期 日

5検 査場所

使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月  4日 )
R鳳為兆?bο tt C子嵐30年 か民2つ 日)
FA魚荼猟宰′

`堵

(千武30年 r2AS日 )

(〉X下 .み

'名

欠I参要1)

自再街碗
'o年
/月 ぎ0日

至冷約 2年 3月 2ξ 日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

みすず精工株式会社 信州工場

長野県小諸市大字滋野甲

4個

6検 査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去,系統施設

原子炉補機冷却設備

ろ過装置

' 
海水ス トレエナ

7検 査実施者 検査実施者一覧表のとおり

検査結果一覧表のとお り

/

8検 査結果



別紙 1

√
エ

3検査申請    使用前検査申請番号

関原発第 50
関原発第 51

関原発第

関原発第 6
関原発第 11

関原発第 20
関原発第 51

関原発第 54
関原発第61
関原発第 2

5号(平成 31年

3号 (平成 31年

4号 (平成 31年

9号(2019年
6号(2019年
5号(2019年
1号(2020年
3号(2o20年
8号(2020年
3号(2020年

2月  1日 )
2月  6日〉
4月  4日 )
5月 16日 )

6月 24日 )
8月 23日 )
1月 31日 )
2月 26日〉
3月 24日 )
4月  7日 )

J2



9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項

2材 料検査記録
3t寸法検査記録 、

4外観検査記録
5組立て及び据付け状態を確認する検査記録
6耐庄検査、漏えい検査記録
7検査用計器一覧表  下

r

3



検査実施者一覧表

ヘ

特記事項

/7ぃ

T(

必 t

検査立会責任者 印

T」 Tラ
イヽ
夕
,ぜy 主任技術者

珂Jイ ラ́ , tyソ  主任技術者

耳堵ぅ/・ ,f tiゾ 主任義術者

原子力施設検査官 印

浄 々4ヽ

ネ ″ 狛菰■
飛■ヤヽ 司ヽ

カ マ

乾永を■

検査年月日

鞘 30年

/月ごテ日

▼裁滑♂年
/2月 ノ

'Z/S
日

ぞ釉
=年z月 4日



検査実施者一覧表

崎

特記事項

森(ジ

検査立会責任者 印

ギイ:脅″い タデヽ
い
ィ 主任♯術者

主任技術者

主任技術者

原子力義譲検査官 印

イテR

検査年月日

浴和2年
3月必1目

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置

約
ふ
　
世
猛
舒
ｅき
ど
Ｐ
慧
ヽ
ャ報
を

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

日

▼パθ∂年
ノ2 月 /さ 日

株
年

組立て及び据付け

状態を確認する

検査

年

月   日

年

月 日

今 約 Z年
2月 4日

我

外観検査

平 成 拘 年

7月
'/日

た

:″J単Fチ:日

旅
ノ?約 2年
z月 軍 日

災

寸法検査

キ病 静 年

7月 ぎ0日

R

マ黙 θ゙年|
/2月 ノ2日

旅
令和 2年
z月 十 日

食

材料検査

斉第鷲ど0年
夕月εo日

良

年

月

年

検査項目

検査口

結果

検査日

結果

検査日

結果



ゝ
‐
‘

検査結果一覧表

系統名 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置

低

ミ

勘
掛

群
ぜ

§

辞

憩

彗

越

備  考
耐圧検査 t

漏えい検査

年

月

年

月 日
才

年

月 日

組立て及び据付け

状態を確認する

検査  ヽ

舟 浄 2年

F月 な 日

粂
年

月   日

年

月   日

外観検査

ガネO Z年
3月 な 日

灸
年

月   日

月   日

寸法検査

年

月

年

月   日

年

1月
ぅ″″嘉孝

材料検査

年

月

年

月 日

年

月   日

検査項目

検査日

結果

検査日
,

結果

検査日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備

されていること。

記録確認

千歳う。年,

/2月′P,'3日 た
使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む3)を記載す

る。

年

月  夢″

月   日

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

ことを確認する。

記録確認

今嵐39年

/Z ttZ,′ 3日 た
年

月   炉レ

月   日

μ



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備

されていること。

記録確認

今紳 Z年

2月 4日 甍
使用前検査成績書の 「8検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。̀

β斥92年
θ月 2争 日 代
年 /

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお り.で ある

ことを確認する。

記録確認

今和 7年
z月 4日 災
崩o2年
き月 2ξ 日 倹

年 /

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

冷和 2年

2月 牟 日 費

だ界D2年
,月 2● 日 虫

日

9



2
添付資料-1す 基

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平残θο年

/月 ぎり日 灘
年

月 日

年

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

斉告梶ぎ0年
7月 JO日 薇
年

月   日

午 イ

/0



3
添付資料-1工争

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

キ病静年
7月 ヨ0 日 誕

▼ぷ耐?年
ノ2月 ノZ日 ヌ

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平成
=ο
年

/月 θ9日 風

ィぷ惑`沙年
ノ2月 ノ2日 旅

年

一

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限丙

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

第狼30年

7月 0゙日 震

ギぷOθ年
ノ2月 ノZ日 旅

年

一

//



添付資料下 1~3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方券 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

今
～
2年

2月 ク 日 R
年

月   日

年 イ

必要な図面等が蜂備

されていすること。
図面等確認

塔》許2年

2月 孝 日 職
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

堵瘍砕Z年

2月 7日 食

年

月   日

年 イ

/Z



“
添付資料 -1-S

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

軌 釣 年

7月 ま′日 疑
▼パ●∂年
ノ2月 チぎ日旅
冷稗 フ年

2月 ν 日 拠

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

軌
'ο

年

7月 す/日 童

▼鷲 ,沙 年
Z
0ク:字月チ日 殊

弁和 Z年

z tt χ 日

ヽ

費

/じ



添付資料 -1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

′?弁nノ年
B月 2ζ日 資
年

月

年 イ

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

だ?雰けノ年

移月2ξ 苗 徽
年

月   日

年

/奪



添付資料 -1‐ 5

企 ;

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

経立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

吟羽仲2年

z月 V日

ヽ

負
舟神 Z年

8月 2'日 へ
年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

ゎ 檄 z年
「

z月 7日
｀
貴

β令翅2年

ひ月 2ξ 日 く
年

一

/ξ



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

千武 S。 年

/2月 /5 日 た

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

千嵐3θ 年
/2月 /3 日 た

年

月   日

年 /

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

千氏 30年

/2月 /3 日 た

年

月   日

年 /

系統構成が完了 して

いること。

〇 /'

延録確謂

千武 39年

/2月 /J 日 父

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

オ 月   日

=

応



添付資料-2-1

高浜発電所第 2号機 |

材料検査記録
検査場所 :

みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ

胴板 SGV480
剤 ユ。年
7月 θo日 貴

記録確認

鏡板 SGV480
平成どo年
7月 すo日 え

ふた

フランジ
SGV480 平成すo年

7月 0゙日 誕

月同

フランジ
SGV450

紛
'0年7月ど0日 費

Ab海 水ス トレーナ

胴板 SGV480
級 9。 年
7月ヨ0日 R

記録確認

鏡板 SGV480 子残●o年
7月ヨ。日 良

ふた

フランジ
SGV480 斉守戒静年

7月θ。日 R
月同

フランジ
SGV450

紺
=°
年

7月 デ0日 及

備 考
i記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2'F― r9b/

/ク



添付資料 -2-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場頭 :・降舜零寿株式会牲蕎浜発電所

みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレ=ナ

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Ba海水ス トレーナ

胴板 SGV480 子戒
'。

年
7月 静 日 更

記録確認

鏡板 SGV480
坪ぶ滑。年
7月 θo日 寅

ふた

フランジ
SGV480

千裁
'0年7月ぎo日 R

月同

フランジ
SGV450 現穂 貿

Bb海水ス トレーナ

胴板 SGV480
子戒ヨο年
7月θO日 史

記録確認

鏡板 SGV480 坪耕け。年
/月 θう日 訳

ふた

フランジ
SGV480

キ戒さ。年
7月 ご∂日 潔

月同

フランジ
SGV450 紺 ユ。年

7月 す0日 訳

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合柱確認検査歳績書の識別番号 :T2-I… れ
'o/

/,



０ヽ

検査方法

記録確認

検査

結果

/

R
R
/

痛

年

日

年

月

検査年月日

聯

年

月

日

年

月

日

年

月

千残静 午
7月ヨう日

平成
'o年7月 PO口

(Hlm)

測定値

子/。

/2ど、/― /″る、/

(dl14)

許容値
※2

1,592-1,608

20.0-23.25

19.0-23,25

1,592-1,608

390-420

123´し127.5

909.828-918.972

20.0か↓23.25

1,600※ 1

20 (22※り

19 (22※ |)

1,600※
1

400※
1

123 (125※ 1)

91414※ 1

20(22※ 1)

主要寸法

(■lm)

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

入口管台厚さ

検査場所 :号諄噸諄錦棒埓撃簿裁瑠警専衆 みすず精工株式会社 信州工場、

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ストレ土ナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することど

検査対象

Aa海水ス トレマナ

備 考
※ 1:公称値  ※ 2と 許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合

'性
確認検査成績書の識別番号 :・ア 2-′ … r夕o/

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

郭
傘
が
華
ｌ
ω
ｌ
Ｐ



】
０

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :堰騨騨肇朝集鍵斜笛轟農発毛藤寺みすず精工株式会社 信州工場、鋼部華湘釧騨鵡種覇特翠野韓墜鴎弟

検査範囲 :原子炉冷却系統施誠 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ストレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合↑生絶認検査成績書の識別番号 :丁Z― F― r?う /

検査

結果

父

k

た

k

k
魔

検査年月日

千武3つ 年
/2月 /2日

千嵐j9年

′2月 /Z日

千武39年
/Z月 ′Z日

千麒εο午
′Z月 /2日

月  日

月  日
千氏39年
rZ tt rZ日

千駅39年
ザ2月 r2日

測定値

(mm)

み朗早～ r,丁,7

Z2と 3～ 及
`

2/・ぢ～ 2/`?

/,評F～ん098

?/′、ジヘ/P/5,3

″ゑす′v22ぢ

許容値
※2

(HHl)

1,592-1,608

20,0-23.25

19。 0-23。 25

1,592-1,608

390-420

123-127,5

909,828-918。 972

20.0-23;25

主要寸法

(mm)

1,600※
1

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※
【

123 (125※ 1)

914.4※ l

20(22※ 1)

検査対象

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

の内面における

長径
の形状に係る寸法

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

入口管台厚さ

Aa海水ス トレーナ

郭
車
埒
華
―
∞
―
岸
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検査方法

記録確認

査

果

検

結

k

及

え

資

た

検査年月日

拍颯3つ 年
十Z tt r´ 日

千戯0つ 年
′Z月 ′Z日

千鼠3θ年
′Z月 ′2日

千鼠3ο 年
/7月 /Z日

平鼠 3ο年
′Z月 /Z日

月  日

測定値

(コBコn)

?rす。|′ψ9,7.つ

22甲 Дυ Zゑ b

2“・7△ノZどスづ

aξ～λο

/′∫k'～ /2o、 0

許容値
※2

(llm)

909.828-918。 972

20,0-23.25

265.2608-
269。 5892

7.6875-10。 4625

117-120。 5

2,690-2,735

(mm)

主要寸法

914.4※
と

20 (22※ 1)

267.4※ 1

7.6 (9。 3※
1)

117(119※ 1)

2,708※ 1

出日管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査対象

Aa海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2}許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)によるも ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-|― ノ7θ / 郭

奪
蛉
華
―
∞
Ｉ
Ю



Ｗ
時

検査方法

記録確認

検査

結果

柔ヽ

検査年月日

日

年

月

落
月
/ 年

日

日

年

月

月

年

日

弁れ 72年

B月 ″ 日

測定値

(mm)

/

2″
'S″

W2タニ/

(mm)

許容値
※2

909.828-918.972

20.0-23.25

265.2608-
269。 5392

7.6375-10.4625

117-120.5

2,690-2,735

主要寸法

(mm)

914,4※ I

20 (22※り

267.4※ 1

7,6 (9,3※ 1)

117 (119※り

2,708※
1

出日管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

月同みランジ厚さ

高 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Aa海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-ノヤ/7p/ 郭

草
賤
華
―
∞
―
〕



悩

検査方法

記録確認

検査

結果

/

潔

虞
イ

斌

検査年月日

月

年

し

月

年

日

月

年

日

千痕鈍年
夕月デ9日
弾 年

7月 どo日

年

月

年

日

(mm)

測定値

字ο浄

/2長今～/2ど↓0

1,592-1,608

390-420

123-127.5

909.828-918。 972

20.0-23.25

許容値
※2

(mm)

1,592-1,608

20,0-23.25

19.0-23.25

123(125※ 1)

914.4※
1

20 (22※ 1)

主要寸法

(mm)

1,600※ k

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※
1

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚さ

八日管台外径

入口管台厚さ

備 考
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識男Ⅲ番号 :T2-十

一/%/

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :退期嘩登胡恭轟鉾由尋降発電所、みすず精工株式会社 信州工場、_

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

検査対象

Ab海水ス トレーナ

郭
奪
浴
華
卜
ω
ｌ
∞



〕
ヘ

検査方法

記録確認

枕

魔

掟

流

検査

結果

欠

掟

検査年月日

千戯30年

'Z月

′′日

常歳″ 年
/2月 /Z日
千ADO年
/2月 rZ日

千鼠う。年

'2月

/2日

月  日

月  日

千ぶ30年
アタ月/Z日
千鼠39年
′2月 /2日

2Z、 7/し zスち

測定値

(■ lil)

ちひ??～ r,丁汚

2Z、γ～Zゑび

2′・F～ 〃A?

んす?′′したす?,

7/♂ュr～ P/J,7

(mm)

許容値
※2

1,592-1,608

20,0-23,25

19.0ハ▼23.25

1,592-1,608

390-420

123-127.5

909.828-918.972

20,0-23。 25

主要寸法

(mm)

1,600※ |

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※
l

123 (125※ 1)

914.4※ 1

20 (22※ 1)

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

入口管台厚さ

検査対象

Aも 海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
,記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 8:適合性確認検査成績書あ識別番号 :TZlr… ′,σ /

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :撃韓輝鞍却騨瑳棄蘇秘浮割覇盛 みすず精工株式会社 信州工場、

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

郭
奪
蛤
華
―
∞
―
∞



時
埒

検査方法

記録確認

検査

結果

k
資

た

資

た

検査年月日

千A30年
′Z月

'2日千氏5'年
,2月 ,2日

希武3o年
FZtt r2日

千戯う。年

,z月 ′z日
千武∂σ年
/Z月 /Z日

日月

?′′、0ん ?r3LT

ZZ、キ
～
Ź、す

2♭♭心θへZ7と 2

♂、丁～兄ο

′,R?/し /′♂、z

測定値

(■lm)(mm)

許容値
※2

909,828-918.972

20.0-23.25

265,2608-
269.5392

7.6375-10.4625

117-120。 5

2,690-2,735

主要寸法

(nlm)

914.4※ 1

20 (22※ 1)

267。 4※
1

7.6 (9.3※ 1)

117 (119※ 1)

2,708※ l

出口管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :欄遷重銚琳掌拳潔筆幹響禦郭尊 みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Ab海水ス トレーナ

備 考                    下

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査事績書の識別番号 :丁 z tt r― ′7θ / 郭

草
が
華
―
∞
―
ト



時
鋏

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所、

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検査方法

記録確認

備‐考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
し記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※3:適合性確認検査成績書の識別番号:Tz i/■ /'θ /

検査

結果

我

検査年月日

年

月 日

落
/ 年

日月

年

月 日

月

年

日

今栞 2年
之月 夕 日

測定値

(mm)

/

2タノタマ2タノβ

許容値※〔
(mm)

909.828-918.972

20。 0-23。 25

265。 2608-
269i5392

7.6375-10,4625

117-120。 5

2,690-2,735

主要寸法

(面m)

914.4※ 1

20 (22※り

267.4※
I

7.6 (9,3※ り

117 (119※
1)

2,708※ l

検査対象

出口管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

Ab海水ス トレエナ

郭
爺
蛉
華
１
０
１
ト



噌
や

検査方法

記録確認

検査

結果

/

イ

皮

風

日

検査年月日

B′

年

月

日

年

月

日

年

月

平減すo年

7月どo日

ギ痕,ao年
7月すo日

日

年

月

測定値

(mlll)

字oア

虐ぢ.争 ～/2ど。'

(mm)

許容値
※2

1,592-1,608

20.0-23.25

19`0-23.25

1,592-1,608

390-420

123-127.5

909.828-918,972

20,0-23.25

主要寸法

(mm)

1,600※
1

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※
1

123 (125卜 1)

914,4※ 1

20 (22※
1)

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚さ

八日管台外径

十
入口管台厚さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレエナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Ba海水ストレーナ

備 考
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※3:適合性確認検査成績書の識別番号:ア2_/こ ′9o/

郭
草
が
華
ｌ
ω
ｌ
枷



］
∞

検査方法
検査

結果

資

た

滝

k

た

え

検査年月日

rZ月 /′ 日
3o年

2日,2月

じ9年

′2月 /2日
30年

′2月 /=日
年

月  日

月  日

'P月 '2日

J9年

日2月

30年

測定値

(mm)

ぇ
`P卒

″しんσθ3

ゼゑJ′し2?Lb

2ア、?ノし″、「

′,ず 77～ /,す P'

ワ/σ・7/し ワん、ど

ZZ、♂/しノZ、す

許容値
※2

(mm)

1,592-1,608

20.0-23.25

19.0-23.25

1,592-1,608

123-127.5

909,828-918。 972

20.0-23.25

主要寸法

(Hll■ )

1,600※ 1

29 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※
I

123 (125※ 1)

914.4※
1

20 (22※ 1)

鏡板の内面における

長径

短径の 2分の 1
の内面における

胴内径

鏡板厚さ

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

備 考         |
※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 適合性確認検査成績書の識別春号 :手ぞ―/― /7θ r※ 8

琳
車
が
華
＝
∞
―
∽



⇔
０

検査方法

記録確認

査

果

検

結

父

充

k
災

た

検査年月日

楓 ∂,年
′Z月 ′Z日

千鼠3o年
′2月 /2日

千咸3o年
′2月 /Z日

千鼠3ο年
/Ztt rZ日

千嵐う。年
,2月 /Z日

月  日

〃戌υ/し〃P,7

測定値

(mm)

?rr、 2～ P/J.3

ZZ3/し Zゑ宇

Zκ Lι・～Zあ 7ら 7

デ、P～ 7、

“

(mm)

許容値×
2

909.828ハこ918,972

20.0-23,25

265。 2608-
269.5392

7.6375-10.4625

117-120.5

2,690-2,735

主要寸法

(■ lm)

914,4※ 1

20 (22※ 1)

267.4※ 1

7.6 (9,3※ l)

117 (119※ 1)

2,708※ 1

出日管台外径

出口管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

胴フランジ厚さ

高 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :欄題蓮銑潮ぎ華葉甲認零警酢衆 みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷去Π系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

検査対象

Ba海水ス トレーナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 T,ュ tr_/Pυ / 郭

奪
埒
華
―
∞
ｌ
⑤



儀
Ｏ

検査方法
検査

結果

礎ゞ

日

日

年

月

日

年

月

冷和 z年
月 宅 日

検査年月日

日

年

月

日

年

月

涙1定値

(mm)

2タノ′～ぞ夕/7

(mm)

許 容

909.828-918.972

20,0-23.25

265。 2608-
269。 5392

7.6875-10.4625

117-120,5

2,690-2,735

主要寸法

(mm)

914。 4※
J

20 (22※ 1)

267.4挙 I

7.6 (9,3※ り

117 (119※り

ドレン管台厚さ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 TZ↓ノヤノタつ/

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

琳
奪
浴
華
ｌ
ω
ｌ
③



』
＼

高浜発電所第 2号磯

寸法検査記録

検査場所 :痩願薦就贈鎖蓬難癖記零群専永 みすず精工株式会社 信州工場、

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)によると ※3:適合性確認検査成績書の識別番号:T2〒 ′―′9ο r

検査

結果

/

寅

良
才

検査年月日

年

月 B″

斌
年

月 日

年

月 日

柳 ,つ年
7月 ぎ9日
キ戒 θo年
7月デo日

年

年

月 日

測定値

(mm)

字οタ

′ぢ .'～ /2r`0

許容値
※2

(mm)

1,592-1,608

20.0-23.25

19.0-23,25

1,592-1,608

390-420

123-127.5

909.828-918,972

20.0-23.25

主要寸法

(mm)

1,600※
l

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※ 1

400※
1

123´ (125※
1)

914,4※ 1

20 (22挙 1)

検査対象

胴内径

胴板厚さ
f

鏡板厚さ

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の 1

ふたフランジ厚さ

入口管台外径

入口管台厚さ

鏡板の形状に係る寸法Bb海水ス トレーナ

郭
草
が
華
―
∞
Ｉ
Ｎ



も
Ｎ

検査方法

記録確認

検査

結果

た

た

充

愛

淀

魔

検査年月日

千武どo年
/Z月 ′Z日

キ磁JO年
/Z月 ′Z口

千颯30年

,P月 ,z日

れ磯3つ年
,Z月 ザZ日

月  日

月  日
千鼠距 年
/Z月 /2日

辛嵐39年
/Z月 /Z日

測定値

(■lm)

F,す ?T′彰r,どθJ

22,3～ク?iJ

1,どσθ～ ん力 Z

?′

'、

∂ん

'ど

3、 Z

Zゑ宇ノし″ゑす

zデi∂～クzi r

節
、ｍ

※ 2
許

1,592-1,608

20.0-23,25

19,0-23.25

1,592-1,608

390-420

123-127.5

909.828-918。 972

20.0-23.25

主要寸法

(mm)

と,600※
1

20 (22※ 1)

19 (22※ 1)

1,600※
1

400※ l

123 (125※ 1)

914.4※ l

20(22イリ

鏡板の内面における

長径

鏡板の内面における

短径の 2分の と

胴内径

胴板厚さ

鏡板厚さ

鏡板の形状に係る寸法

ふたフランジ厚さ

入日管台外径

入日管台厚さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉冷去,系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過楽置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

Bb海水ス トレ=ナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :TP二 〆―/P′ /

郭
草
が
華
―
∞
―
ミ



』
”

検査方法

記録確認

検査

結果

掟

た

た

及

k

検査年月日

ジ
「嵐 3つ 年
′2月 ″日
千嵐 3う 年
IZ月 ,2日

千凩3。年
イぞ月/P日
午武59年
/Z月 /′ 日
千嵐39年

rFtt r2日

月
｀
日

測定値

(■ lln)

7rri7～

'ガ

、ど

22、 3/し Zz.子

Zどびこ′/七 Pび岳ど

八7/し 71′

〃戌♂ん力鬼?

(mm)

許容値
※2

909。 S28-918,972

20.0メ彰23.25

265.2608-
269.5392

716375-10.4625

117-120.5

2,690-2,735

主要寸法

(mm)

914.4※ 1

20 (22※ 1)

267.4※二

7.6 (9,3※ 1)

117 (119※ 1)

2,708※
1

出日管台外径

出日管台厚さ

ドレン管台外径

ドレン管台厚さ

月同フランジ厚さ

高 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :退騨肇肇朝砦義鋼笛尋兵鶏電孫ゃみすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することと

検査対象

Bb海水ス・トレエナ

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。 ※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T´ ―rr/Pθ / 郭

傘
が
華
―
∞
―
∞



」
（

検査方法

疑

検査

結果

日

月

年

日

日

年

月

日

年

月

日

年

月

◆ 稗 Z年
二月 ″ 日

検査年月日

と夕/夕 ^ツ タタブつ

測定値

(mm)

117-120.5

2,690-2,735

(mm)

許容

909.828-918.972

20。 0-23.25

265,2608-
269.5392

7.6375-10.4625

117 (119※り

2,708※
1

主要寸法

(mm)

914.4※
1

20 (22挙 1)

7,6(9。 3※り

備 考
※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。 ※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2了ノギ/ワρノ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

郭
奪
埒
華
ｌ
ω
ｌ
∞



添付資料 -4〒 1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録
検査場所 :

みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと」

検査封象 検査年月 日
検

結

査

果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ米 1 れ θ。年
オ

7月
'/日

更
目視/
咆

Ab・海水ス トレーナ
基 1 潮 d。 年

7月 J/日 皮
目視/
翰

Bム 海水ス トレーナ
栄 2 平成 ao年

7輝♂/日 費
目視/
⑩

Bb海水ス トレーナ永 2
平我θ?年
ノ月J/日 R 目視/

ω

備 考         イ

・塗装及び内面ライエング施手前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

叉 :適合性確認検査成績書の識別番号 :T・ 2… ,'r9。 /

熊1:今免赦 レとフいてた 養
ぷ21網 7ランガι珠く雅ぽレこ7いてた五ミ、

,す



添付資料 -4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :

みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基拳 :有害な欠陥 (表面に機能 。ll生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ 蒸
と 髯耕主99年

/月θ/日 表
の i

記録確認

Ab海 水ス トレ‐ナ 捧 と 朝 誇 年
7月 ど/日 風 ―

記録確認

Ba海 水ス トレーナ 年

月 日

/

Bb海水ス トレーナ

/
目視/
記録確認

備 考
・塗装及び内面ライニング施工前の状態で確認。

O

凛11銘旅 友多浄順 7ラ /)オι庶 く比 額 庵 ?いてπ 契 ヽ

3G



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :導騨車助鶴繕培導錨判嘲糠断孵B

みすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・サl生能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
※| 年油3'年

,z月 /、3日 資
諺
記録確認

Ab海 水ス トレーナ
※ | 千武Jθ年

′Z月 /2日 掟
目視/
∞

Ba海 水ス トレーナ
XI 千武∂

'年/Z月 だ 日 炭
目視/
∞

Bb海 水ス トレーナ
寒 | 千汽,9年

r″月プ2日 た
目視/
∞

備 考
・塗装及び内面ライニング施工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合Jl生確認検査成績書の識別番号 :Tz― ,■ /?θ

'紫|1楓フヵデんっぃて雄誂i

37



添付資料-4下 2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、ヽ浸食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレTナ
ノ→
～
z年
z tt γ日 淀

紗
記録確認

Ab海水ス トレーナ 冷和 2年

2月 ク
日 食
0
記録確認

Bと 海水ス トレーナ
年

月 日

/
確 認

Bb海水ス トレィナ

/
目視/
記録確認

備 考
・組立て及び据付け状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :

ε
『



添付資料二4-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :有害な八陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。
検査

結果
検査方法検査年月日検査対象

/
録確認

年

月
Aa海 水ス トレーナ

目視/
記録確認

/
Ab海 水ス トレーナ

宍
浴和2年
8月 ,ξ日

Ba海水ス トレーナ

録確認

冷和2年

思月翼『日
ｈ負Bb海水ス トレーナ

備 考
。組立て及び据付け状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 二 十 2ユ t― tqOI

う9'



添付資料 -5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷去「設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
ノ領酵 Z年
2月 x日 孔 脇

Ab海 水ス トレーナ 今ね4Z年
z月 マ日 挺 ‰

Ba海 水ス トレーナ 年

月 日

/
録確認

Bb海 水ス トレーナ

/
目視/
記録確認

備 考

・フランジ部の施工状態の確認については、申請者の品質記録 (※ )による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-/― イタ∂/

ギO



添付資料-5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録 ,

検査場所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

Aa海 水ス トレーナ
年

月 日

/
確認

Ab海 水ス トレーナ

/
目視/
記録確認

Ba海水ス トレーナ 年1月二こ〒日代 目

Bb海水ス トレーナ
だ矛り2年
ご月2●日 代

目視/

備 、考

・ フランジ部の施工状態の確認については、申請者の品質記録 (※ )に よる。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )によるざ

※ i適合性確認検査成績書の識別番号 : T2-十 一 ↓
q。 、

イ |



へ
Ｎ

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えド検査記録

検査場所 事顆零義鋼柴鶏鉾警壽浜発鶏藤ミみすず精工株式会社 信州工場

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 ろ過装置 海水ス トレーナ

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。 ・著しい漏えいがないこと。

検査方法

骸
記録確認

目視/
∽

目視/
翰

目視/
勒

備 考

※ 1:重大事故等時における使用時の値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。 ※Z:適合性確誌検査成績書の識別番号 :T´―/‐ /;あ /

検査結果

父

魚

資

災

検査年月日

千氏3ο年
/z月 /J日

十歳∂。年
/Z月 /3日

千嵐δο年
/2月 /3日

子武3ο 年
′Z月 /5日

水圧、気

圧

区分

水圧

水圧

水圧

水圧

漏えい検査時

圧力

(MPa)

ム 牛́

た25

スθF

ムとク♂

保持時間

(min)

/′

/字

/Z

/Z

耐圧検査時

圧力

(MPa)

ムクγ

/、 25

/→ σ∂

沐υ∂

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1 2

1 2

1,05

1.05

最高使用圧力

(MPa)

1.2※
1

1,2※
1

0.7

0。 7

検査対象

Aa海水ス トレーナ

Ab海水ス トレーナ

Ba海水ス トレーナ

Bb海水ス トレーナ

郭
草
が
華
ｌ
ω



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表●

添付資料,7

検査年月日:孝縄 年メZ月 洛 日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備 考

熱皮災共

嘉んい技を え力貧
期昨ИZ喧

朋眸IA研口

ぶ症Aを
染んい旗盗 戸去力首

29′∂午7買 2買

Zο19午 lttJI日

/

/
/

/
/

/

年3/―佐



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書 .

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書吾号 :原規規収第 1610072号 2-08

琴未D亀 年 |ユ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電肪第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請    使用前検査申請番号
7日
虫0日

2,日

早固

DO日

lヘト憮鯨¢ 乗、

4検査期日 自ン心d11年 2月 27日

季牟和胞年+2月 γ日

5検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去μ系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8検査結果    検査結果=覧表のとおり

閣顆盗%3ユ |を

維笏繕

う

！

―

，

―

日

日

担

ｄ

ｉ

ど

9添付資料    使用前検査記録



月ll湘氏1

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第  4号 (平成 31年

関原発第 69号 (2019年
関原発第 116号 (2019年
関原発第 205号 (2019年

4月  4日 )
5月 16こヨ)

6月 24日 )
8月 23日 )

2



1検査前確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐圧検査、漏えい検査記録

7検査用計器一覧表

3



検査実施者二覧表

十

特記事項

与 し

土びし

検査立会責任者 印

胡どイラ″ ケアごソ 主任技術者

漕 多/ア タfぜン 主任技蕎者

原子力施設検査官 印

狂沐ヤ 芳祐て
/

矛 ∬
|
生 発

岳毛ボとな

検査年月日

森 ゴ十年

二月虫7甲

為 亀 年

|っ
月弁日

年

月 日



検査結果一覧表

系統名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

t月

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

嘉我」/ ■
ユ月クマ日

λ

や為 五 年

檀二月ケ日

魔

月   日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

嘉代デI年
虫 月ワ7日

λ

櫛 亀 年

12月 字日

民
年

外観検査

昇農」/年

二月27日

え

仲 亀 年

12月 字 日

見

年

日月

寸法検査

昇茂じ1 年
P 月虫7日

λ

茶叛も心 年

+2月 字と口

昆

年

月 日

材料検査

勲義3/年

ス月?7日

た

輛 適 年

十二月学日

陀
年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査 日

結果

検査日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。   .

記録確認

屎歳」I年

2月 27日 え
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

や́ギD乱 年
l■月チ日 碓

年

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

芽贔」
'年ス月27日 λ

やん両年
′
12月 牛ロ た

年

工事計画の認可、届出

番号の記載が適切であ

ること。

記録確認

非秩∂十年

鬼月互7日
廷

続 亀 年

12月 午日 た

年

き



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

昇ハげ/年

ユ月
'7日

た

つ穐れ年

+2月 字日 R
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

解あじ1年

2月 27日
魔

石ガラ元年

12月チ日 殴

年

7



添付資料-1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

財張J/年

2 月宝7日 定

中称島年

1之 月子日 ,フ(
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。 |
図面等確認

嘉歳J'年

ユ月ヱ7日
R

勢 島 年

十近月チ日 K
年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲(測定精度を有 し

ていること。

記録確認

穿Fむ r年

ユ月27日 魔

褐 狙 年

十二月牟日 え
年 /

8



添付資料-1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

岸ハど/年

ユ月27日 庭

冷れだ年

は月今日 胞
年

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

嘉茂】メ年

3月 27日
魚

神 ん年

十二月チ日 魔
年

9



添付資料-1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

孝かお/年

ス月27日
え

奮耳功慮年

12月 チ日 雅
年

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

嘉歳ヴ1年

2月 ユ7日
廷

や称五年

1と 月争日 甦
年 本

ID



添付資料-1-6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

″能 r年

卑月ヱ7日
λ

あ た年

|ュ煽字日 胞
年

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

第磯Jr年

2月 芝7日
え

御 鳥年

十二月十日 発

年

検査用計器が校正され

てお り有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

森 3ア 年

ユ 月17日
え

携 局年

12Fチ 日 え

年

系統構成が完了してい

ること。

記録確認

扉茂デイ年

二月ク7日 '

魚

立会/

嗣
やッ侮ぬ年

十二月チ日 甦
立会/

記録確認

年

| |



添付資料-2-1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷去「系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン

合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室
▲、B空調装置より

STPT370
揮れ 五 年

キ近月今日
甦 記録確認

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
STPT370 箸荻毛応年

十二月十日 発
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× とと/2)

STPT370
牟髄五年

十近月チ日
磁
記録確認

―
弁 (2MOV-5160B)
下流レジューサ (12× 8)

と次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニシト戻り

STPT370
嘉ゝブ1年
ユ 月,7日 え

記録確認

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C
出口配管合流点及び

と B充てん/高圧注入ポンプ
ー 冷却水出日配管分岐〕煮

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流点

STPT370
琴朔こ疱年

1■月字日
覧 記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。
※ :適合性確認検査成績書の識別番号:T2fl― /クフ学

|ユ



添付資料-2-2-1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりでありt技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐′煮

STPT370
や碑恩準

に月チ日 雅
記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース
上流側取合〕煮

STPT370 誓功転亀年

1二
月チ日

甦
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷去,水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用本―ス上流側取合′煮

STPT370 奉巧も五年

1近月学日 碓
記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ
海水拶停水用ホース下流側取合点

屋外放出端

STPT370
新 恥 年

|二月争日 発
記録確認

格納容器貢通都 PEN#257
出日配管分岐点

屋外放出端

STPT370
射

''年二 月ユ7日 盈
ト

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

群麻     〒量,あ だ 雛 第 2片字⊇。移
'帷
i

13



添付資料-2-2ヽ ■

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査

結果
検査方法材料 検査年月日検査対象

記録確認STPT370
年

月 日

/

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

年

月   日
記録確認STPT370

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース
上流側取合点

記録確認STPT370
月   日

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポン
海水排水用ホース

記録確認
年

月   日
STPT370

屋外放出端

ス下流側取合点
ポンプB充てん

海水排水

一驚
※ 2

記録確認
STPT370

牟亀亀 年

十二月チ日

格納容器貫通部 PEN#257
出日配管分l睫点

屋外放出端

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。
※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904
※ 2i平成 31年 2月 27日 に実施した記録確認箇所を除く。

す午



ヽ
い

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):二式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 ュ考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2二 1-1904

検査

結果

驚

検査年月日

令穐瓜年
+2月 ヶ日

厚さ(mm)

測定値

∫ も Δ、

許容値
※2

5.2

6.8

主要
※生

寸法

6.0

外径(mm)

測定値

キキ牛、ユt tt学、5

許容値
※2

113.1

115。 5

主要
※1

寸法

114.3

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置

冷却戻リライン合流点

1次系機器冷却水

戻り母管合流点

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置より

郭
韓
が
華
―
∞
ｌ
μ



併ヽ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。
※5:適合性確認検査成績書の識別番号 !T241_19o4

検査

結果

髭

監

碓

馳

検査年月日

輛 危年
12月 字‐日

傘れぬ年
,■月字日

や桁患年|

t近月字日

今§お年
十二月字日

厚さ(mml

測定値

3、 S S、 ム

5、 7 ※ 3

乙ヽ)
/
も

※ 3

字、 ※ 3

鼠フ
※3

/
6  ※ 3字 、

許容値
※2

3.2

4.2

3.2以上

3.2以上
/

/
以上3 .2

3.2以
/

/

上

3.2以上

主要
※1

寸法

3.7

3,7×
4

3.7

/

/
3.7

3.7

/

/
3,7

外径(mm)

測定値

字緞、2～牟p、字

押、9ィタワ(7

智、Bラ 子B、 7

牟B(η て字9、 D
揺ヽ3テ ?ヽ9

益、子てる、9

許容値
※2

47.8

48.8

47.5

49.9

4頃.5～49.9ヽ
/

/
47.5～ 49。 9

47.5～49.9

/

/
47.8～ 50.2

主要
※1

寸法

48。 3

48。 3※
4

48.3
/

/
48,3

48.3

/

/
48。 6

検査対象

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

郭
車
添
華
―
∞
Ｉ
Ｎ



一
ミ

高浜発電所第2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ l:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-lT1904

検査

結果

碓

検査年月日

や磁高年

十二月■日

厚さ(mm)

測定値

S、も 3 恐

許容値碁2

3.2

4.2

主要
※1

寸法

3。 7

外径(mm)

測定値

縄く之 T∂ ^2

許容値
※2

47.8

48.8

主要
※1

寸法

48。 3

検査対象

B余熱除去ポンプ
出口配管分岐点

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

下流レジューサ(2× 11/2)

郭
尊
添
華
―
∞
―
∞



∞ゝ

検査方法
査

果

検

結

熊ヽ

Ｒヽ

・ぇ

検査年月日

弄ぬド十年
ュ月,7日

卑歳ヨ/年
ユ月27日

幹∂1年
虫月
'7日

智
フ癖／
廃

※ 3

※ 3

※ 3

測定値

/υ、鬼ワⅢ2

※ 3
仏r

許容値
※2

10,7

8,3

8.3以上

813以上

/
9.0以上

/
8.3以上

厚 さ

寸法

主要
※1

9.5

9.5※
4

９
．
５

／

・０
。
／

９
，
５

づ史牛19～ 3お、?

323ゝ 浄 ～ 9五生、移
/

3五 9、 | 
～
32θ、5
/

3ユδ、υ～ 3な、あ

321。 3

326.5

320.7

327.9

320,7～ 327.9

/
315.3-322.5

/
320.7～ 327.9

323.9※
4

323.9

/
318.5

/
323.9

主要
※l

寸法

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

※ 5:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-l´ /9'年

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

弁(2MOVい 5160B)

下流レジューサ(12× 8)

1次系機器冷去「水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット戻り

鶉
奪
蛉
華
―
∞
―
ト



やヽ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※B:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904

検査

結果

覧

検査年月日

や毎角年

l二
月今日

厚さ(mm)

測定値

5、学S、ユ

許容値
※2

4.8

6.2

主要
※l

寸法

5.5

外径(mml

測定値

98,?～ 8守 (|

許容値
※2

88。 0

89.8

主要
※1

寸法

88.9

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ
A、 B、 C

出日配管合流点及び

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出口配管分岐点

充てん/高圧注入
ポンプ室 A、 B空調装置
冷却戻リライン合流点

郭
尊
添
華
―
∞
―
朝



】
Ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 i原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値
・
評甲極なこ潔 曇彊書な量為と哲|三ち二1_1904

検査

結果

雁

碓

検査年月日

れ 恩年

十二月チ日

や和酌年
1弘月ィ牛日

厚さ(mm)

測定値

s、 5～ 5、 3

ム＼ユ
/

※ 3

/
も、2

※ 3

許容値
※2

4.8

6。 2

4.8以上

/

/
3,4以上

主要 1`

寸法

5.5

5.5

/

/
3,9

外径(mm)

測定値

88卜 erD∂、9

研、9 t09,9
/

/
～
(D、 8占0、 忌

許容値
※2

88.0

89.8

87.3-90,5

/

/
59。 7～62.1

主要
※1

寸法

88。9

88.9

/

/
60.5

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

郭
韓
藻
華
―
∞
ｌ
⑤



Ｗ
一

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画によるも※3:最小値 ×4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ 1-1904

検査

結果

離

甦

検査年月日

綿 迅年
+2月 子日

や彿砲年

、二月字日

厚さ(血m)

測定値

～3、彦3、 S

S p ※ 3

許容値
※
P

3.2

4.2

312以上

主要
※1

寸法

3.7

3.7※
4

外径(mml

測定値

伊、ξ～ユη

管、浄～4,、こ

許容値
※2

48,1

49。 1

47.8

50,2

主要
※1

寸法

48.6

48.6×
4

検査対象

B余熱除去ポンプ
出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

郭
韓
添
章
ｌ
ω
ｌ
「



罵

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2‐ 1-1904

検査

結果

離

雅

検査年月日

仲 遍年

1と
月今日

々亀脅年

tと
月年日

厚さ(mml

測定値

3、 8～欠D

字＼S ※ 3

許容値
※2

3.4

4.4

3.4以上

主要
※1

寸法

3。9

3.9※
4

外径(mml

測定値

ムOⅢケ～どこ)くム

れ、7～ざナ、?

許容値
※2

59,8

61.2

59。 7

62.1

主要
※1

寸法

60.5

60.5※
4

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース

上流側取合点

郭
尊
肝
華
ｌ
ω
ｌ
∞



】

ぃ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考 ―

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す志
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。  |

※5:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904

検査

結果

た

雁

甦

た

検査年月日

都 応 年

十二月チ白

彿 滝年
1ユ月守日

揺 ぬ牟
i■月字日

梯 恩
年

1近月9日

厚 さ

測定値

択a～ 代s

s、▲ ～ム、j

抵 ＼ う
※ 3

も、9
/

/
▼

※ 3

lSi、

※ 3

許容値
※2

~3。

4

4。 4

5,2

6。 8

5.2以上

5。2以上
/

/
3.4以上

主要
※1

寸法

3,9

6.0

6.0×
4

6.0

/

/
3.9

外径(mml

測定値

ΔD、マ～め、7

|キ午、4～ ti4、迷

tl字＼も～|IS、 (

アナ嚢D～ IIS、 S
/

て
｀
ΔI(2もo、 9

許容値
※
'

59.8

61.2

113.1

115.5

112.7

115,9

112.7～ 115,9

/

/
59。 7～ 62.1

主要
※1

寸法

60.5

114.3

114.3※
4

1 14.

/

/

3

60.5

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホエス

下流側取合点

屋外放出端

郭
尊
添
章
卜
∞
ｌ
ｏ



鳴
チ

記録確認

沐

検査方法

赴ヽ

査

果

検

結

好技ど
'年ユ月
'7日

孝あど1年
ユ月27日

弟微Br年

,月 27日

検査年月日

※ 3子、9

/ιク、y

/
/ゴ、/

※ 3

※ 3

9.0以上

/
7.1以上

許容値
※2

町

・ヽ
９，３

厚 さ

寸法

主要
※1

8.2

8,2※
4

10。3

/
8。 2

測定値

ど≧ノど、2～ 2/7、 0

2'7.2～ 虫/か、|

J/夕 D～β/夕、デ

ユブ7二 守2/7、 S

許容値挙2

214.5

218.1

214.7

218.7

315.8～ 322.5

/
214.7-218.7

主要
※1

寸法

216.3

216.3挙
4

318.5

/
216。 3

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

格納容器貫通部

PEN#257
出日配管分岐点

屋外放出端

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よるも

尊協   豚講叫暢違朔工蘊ュy―翠Sユ0ひよそw,朧 , 郭
奪
浴
華
―
∞
―
岸
ｏ
十
一



日
ｕ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。※3:最小値 ※4:エルボを示す。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)による。

※5=適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1工 1904

※6:平成 31年 2月 27日 に実施した記録確認箇所を除く。

検査

結果

叉

馳

聰

検査年月日

彿 A年
t二月十日

神 丞年
I近月午日

牟
～
ぬ年
lLH字 日

厚さ(mm)

測定値

か、0

8 S ※ 3

/0(9

/
1S、 十

※ 3

※ 3

許容値
※2

9,3

7.1以上

9。 0以上

/
7.1以上

主要
※f

寸法

|

8。2

8.2※
4

10.3

/
8,2

外径(mm)

測定億

21心、

2∫ム(3

ユtη、|～ 2`1η、7

81?a～ 3「ワヽ|
21フ、2～ 2口、も

許容値
※2

214.5

218.1

214.7

2■8.7

315.3-322.5

/
214.7～ 218.7

主要
※1

寸法

216.3

216.3※
4

318.5

/
216。 3

検査対象

格納容器貫通部

PEN孝257
出口配管分岐点

屋外放出端

穂ヽム
記録確認

郭
尊
胚
華
ｌ
ω
■
Ｐ
ｏ
土



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株求会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B空調装置より

牟約亀 年

+2月 学日 砲

目視/

⑩

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出百配管分岐点

牟約 ぬ年

12月 午日
見

目視/

鰤

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジュナサ (2× 11/2)

4千p亀 年

12月
′
午日 雁

目視/

動

;  弁  (2MOV-5160B)

下流レジューサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循乗冷暖房ユニット戻り

森 デ/年

ゑ 月ユ7日
庭

目視/

ω

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C
出日配管合流点及び

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流点

審 口冠年

十二月争甲 甦
目視/

記盤睦夢

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識加番号 :T2´ I'r?θ学

2△



添付資料-4-2-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷去「設備

主配管 (常設):―式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷去,水出日配管分岐点

や為込 年

十1月 十日 貶
目視/

鰤

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホ●ス上流側取合点

褐 剣 年

+2月 争日 魔
目視/

鰤

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース上流側取合点

イ珀貼角年
十近月十日 民

目視/

動

B充てん/高層注入ポンプ
海水排水用ホース下流側取合点

屋外放出端

零訪酌鳥年

十ュ月争日 胞

目視/

勒

格納容器貫通部 PE酷257出日配管分岐点

屋外放出端

翔張デ/年

夕 月27日 鷹 記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

霊メ肇プ軽冒藍蒲ゼ暉煽再ヨ2姦晶〕訂打げ愚∵藁正薄ti

2▼



添付資料-4-2-⊇

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないことき

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月 日

/

視/

記録確認

!B余
熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷去「水出

B充てん/高圧 ンプ

海水り

'水

用 側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

ん/高圧注入ポンプ
ホース下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/
記録確認

格納容器貫通部 PEN#257出 口配管分岐点

屋外放出端

袖 ぬ

12月 牛日
甦
目視石嘘
鰤

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識丹ll番号 :T2-1-19o4
※2:平成31年 2月 27日に実施した記録確認箇所を除く。

Zθ



添付資料-5-1

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン合流点

1次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B空調装置より

彿 五 年

+2月 争日
尾

目視/

硼

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

‐準斉も通年
,2月 学日 隆

目視/
鉤

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ (2× 11/2)

ギ巧Ъ高年
+2月 ヶ日 隆

目視/

翻

チ辞(2MOV-5160B)
下流レジューサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユ■ット戻り

益 ′十年

2月 27コ 胞
目視/

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C
出日配管合流点及び

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流′煮

れ

iと

亀 年

月ケ日 『
巧t

目視/

鰯

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成毎書
の識丹ll番号 :Tュー|… ノ?ク字
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添付資料-5-2-|

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

者ジ睛患年

+2月 守日ヽ 兒
目視/

∽

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水り́水用ホース上流側取合点

察夢b島 年
1之 月争日 薙

目視/

⑮

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水」,水用ホース上流側取合点

琴勇も亀年

十≧;十 日 登
目視/

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース下流側取合点

屋外放出端

石夢酪恩年

1■月4日 酵

目視/

轡

格納容器貫通都 PEN祥257出日配管分岐点

屋外放出端

強 J'年

又 月P7日 λ
¢
記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

為翫暫聯鴇 碍改と評ガ濡拙絶た症も。

3∂



添付資料-5-2工基

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉浴却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

B充てん/高圧注入ポンプ出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出日配管分岐点

年

月 日

/

視/

記録確認

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホTス上流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水出

｀B充てん/高 ンプ

海水排水用ホ 流側取合点

年

月   日

目視/

記録確認

ん/高圧注入ポンプ
排水用本―ス下流側取合点

屋外放出端

年

月   日

目視/
記録確認

格納容器貫通部 PEN‡ 257出日配管分岐点

屋外放出端

オ守れ 恩 年

十二月♯日 廷 籍
備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1下 1904

※2:平成31年 2月 27日 に実施した目視確認箇所を除く。
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検査方法

目視/

勒

目視/

∽

検査

結果

（民

ふ腱

検査年月日

琴瀬ン亀年
1ユ 月字日

伽 年

1近月今 日
水圧

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧カ

(MPa)

,、 5皇

チ、δ0||

保持

時間

(分 )

|
|r、 s2

チ、S∂

耐圧検査時

圧力

(ヽIP a)

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1,47

1.47

0,98

0。 98

と。2※ l

最高使用

圧力

(MPa)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと:

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置冷却戻リライン

合流点

と次系機器冷却水戻り母管合流点
充てん/高圧注入ポンプ室
A、 B空調装置より

い
聰

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904(そ の2)
郭
章
蹄
叢
↓
⑥
Ｉ
Ｐ



検査方法
検査

結果

陥ヽ

検査年月日

煮刀助患年

櫃
字日

儡 応年

十二月4日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

|＼ 2+||

保持

時間

(分 )

,、 S∂|  |

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

,、 2辛21

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

/、 Sa1147

最高使用

圧力

(MPa)

0.98

0.98※
l

l.2※
1

弁 (2MOV-5160B)
下流レジュrサ (12× 8)

1次系機器冷却水母管合流点
格納容器循環冷暖房ユニット戻り

※ 1:重大事故等時における使用時の値
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

来2:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904(そ の 2)

備考

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

検査対象

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ出日配管分岐点
下流レジューサ 紀×11/跡

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

］
ω

目視/

靱

目視/
薙ヽ 鰤

琳
草
溢
輩
１
０
１
〕



∞
令

高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

勧

目視/

鰤

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。         ・

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904(そ の 2)

検査

結果

雁

髭

検査年月日

鶴 嵐年

'2月
中 日

f朔謁嵐年

'2月
中日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

'＼

∫2

′、も皇

保持

時間

(分 )

,  |

|キ

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

,、 5il

/、 5?

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1.47

1.47

最高使用

圧力

(MPa)

0,98

0。 98

1.2※
1

検査対象

充てん/高圧注入ポンプ A、 B、 C
出日配管合流点及び
B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

充てん/高圧注入ポンプ室 A、 B
空調装置冷却戻リライン合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
出日配管合流点

B充てん/高圧注入ポンプ
冷却水出日配管分岐点

琳
尊
述
華
ｌ
⑥
ｌ
ω



的
』

高浜発電所第 2号機

耐圧検査ヾ漏えい検査記録

検査場所 !関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷封l系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視/

∽

目視/

勒

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904(そ の 2)

検査

結果

監

腱

検査年月日

琴弊わ亀年

十二月年日

牟為心年

|二 月 牛 日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

′ゝSa

′、S2

保持

時間

(分 )

(|

11

耐圧検査時

圧力

(MPa)

/、も6

/、 Sフ

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

1. 2

1. 2

最高使用

圧力

(MPa)

1.2※
1

1,2※
l

検査対象

B余熱除去ポンプ出口配管分岐点

B余熱除去ポンプ海水排水用ホース
上流側取合点

B充てん/高圧注入ポンプ冷却水
出日配管分岐点

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース上流側取合点

鶉
草
胚
華
ｌ
③
ｌ
ト



仙
外

検査方法

目視/
鑢

目視/
機

σ
記録確認

検査

結果

「た

へ腱

魔ヽ

検査年月日

や再応年

ユヽ月 4日

や彬Δ年

+2月 卒 日

井歳デイ年

ユ月P7日

水圧、気圧

区分

気圧

気圧

水圧

漏えい

検査時圧力

(MPa)

0、2DS

ё、2∂ふ

ススタ

保持

時間

(分 )

I|

||

ｒ

／

′

′

耐圧検査時

圧力

(MPa)

D、20S

0、 2DΔ

ス鬼き

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

0※
2

0※
2

21

最高使用

圧カ

(MPa)

0※
1

0※
1

1.2※
1

※ 1:重大事故等時における使用時の値  ※2:配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 (o.2MPa)と する。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-|~|?Dタ
*4五 y― 寄 ユ

'7ψ
＼夕均
―ユソー得 ユ9浄各Tり 閤 o榜b笠 比F碓き,

備考

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式
判定基準 :。 検査圧力に耐え、かつ、異常がないことき

。著しい漏えいがないこと。

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホース下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通都 PEN#257

出日配管分岐点

屋外放出端

郭
草
埒
華
ｌ
ω
ｌ
の
，
一



高浜発電所第 2号機

耐庄検査、漏えい検査記録

当

検査方法

目視/

記録確認

目視/
記録確認

目視/
鶴

検査

結果

才

薙ヽ

検査年月日

月   日

年

月   日

御 慮年

12月 牟日

気圧

水圧

水圧、気圧

区分

オ

漏えい

検査時圧力

.(MPa)

十＼⊇辛

保持ヽ

時間

(分 )

=

チ(2†

耐圧検査時

圧力

(掏IP a)

耐圧検査

規定圧力

(ふ/1P a)

0※ ?

0※
l

1.2Xl

最高使用

圧力

(MPa)

0※
I

※ 1二 重大事故等時における使用時の値  ※ 2:配管の高低差の水頭圧を考慮した圧力以上 lll.2MPか とする。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1904(そ の2)        |

※4:平成 31年 2月 27日 に実施した記録確認箇所を除く。

備考

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :◆ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

B充てん/高圧注入ポンプ
海水排水用ホイス下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通部 PEN‡ 257

出日配管分岐点

屋外放出端

郭
４
述
牽
ｌ
③
ｌ
頓
ｌ
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高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料-7

検査年月日芽 収

''年
ユ 月
'7日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

伺耳√ブi介,聰餞

顔えヽ,れ筵擁L
み声ラ|

'9魔
り杵
'ユ

風rュは

二う′2牛こ月∂t日

猟有風不疑負

加か核A /ユ ラ々イ
♪
'rひ
ネ,〕月′ど2日
壷οr?井3日 3悩
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使井TJ前検査成績書

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-08-1

ぅゃ力年す月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請工覧表のとおり

3検査期日 自″今′よ欄7年 ∫月を∂日

至今疼鯛2年φ tt Z∂日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料  '使 用前検査記録

成績書管理番号 :2-08-1



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 3

関原発第 4

関原発第

関原発第 2

関原発第 2

関原発第 4

関原発第 5

関原発第 5

関原発第

関原発第

関原発第 1

関原発第 2

関原発第 5

関原発第 5

関原発第 6

関原発第

2

3

4

0

6

1

0

1

1号 (平成 2

5号 (平成 3

7号 (平成 3

3号 (平成 3

0号 (平成 3

6号 (平成 3

5号 (平成 3

3号 (平成 3

4号 (平成 3

9号 (201

6号 (201

5号 (201

士マ
(Э O,

3号 (202

8号 (202

3号 (202

8年 19月

0年 3月 2

0年 4月 2

0年 7月 4

0年 8月 2

0年 12月

1年 2月 1

1年 2月 6

1年 4月 4

9年 5月 1

9年 6月 2

9年 8月 2

0年 1月 8

0年 2月 2

0年 3月 2

0年 4月

7日 )

0日 )

0日 )

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

6日 )

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

7日 )

6

1

0

1

4

1

2

成績書管理番号 :2-08-1

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する志

乏



検査結果下覧表

成績書管理番号 :2-08■

"

特記事項

可 し

検査立会責任者 印

式」1多 't夕
,ぜ'1/主任壕術者

原子力施設検査官 騨

原子力検査官

彰永髪■

検査結果

＆ヽ

検査年月日

石蒻騨Z年

す 月Zυ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-08■

検査年月日:◆や 2年 す 月 歩∂ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。   |

記録確認 OiT

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。′

記録確認 ①―

箕



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(∵号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-08■

検査年月日 :今和 2年 寸 月 2′ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q° 下

必要な図面等が準備されていること。 図面筆確認 Q・ 一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。         .

記録確認 ○・一

系統構成が完了していること。
立会/

Q・ ―

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-081

検今年月日 :冷和 2年 ゛ 月 zプ ロ

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 姑 象

原子炉冷去「系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

負

目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行,た試験・検査の品質記録 (パ)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0201

ど



別添 1-1
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領妻番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-09

今和 Z年 7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

3検査期日 自 7MT

抑 2 年ワ月ノす日

2年 Z月 す 日

至

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者 ′ 検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 12-09



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 (平成28年

関原発第435号 (平成30年
関原発第 47号 (平成30年
関原発第 203号 (平成30年
関原発第260号 (平成30年

関原発第416号 (平成30年
関原発第505号 (平成31年
関原発第513号 (平成31年
関原発第  4号 (平成31年
関原発第'69号 (2019年
関原発第 116号 (2019年
関原発第205号 (2019年
関原発第511号 (2020年
鶴譲 弟占牛3弓 こ29ユ 0年

閣稔亀野ιl′ えこ292o峯

PてR漁亀%23E停 92う 楽

10月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )
.7月
 4日 )

8月 20日 )

12月  5日 )

2月  1日 )

2月  6日 )

4月_4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

1月 31日 )
2月 2う 日)

BRユ牛日)
牛R り日)

成績書管理番号 :2-09

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-09

々

特記事項

τJ t

検査立会責任者 印

ご々″:ダ■杉義任技術暑

原子力施設検査官 印

彰 衣 i須

検査結果

負

検査年月日

吟漸敵2年

Z月二す日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

戒績書管理番号 :2「09
:′
       検査年月日1彿 2年  Z月 ご

~日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ○―

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認 @―

ν



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2=09

検査年月日 :ノ

"脅

2年 力 月 手 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 0-
必要な図面等が準備されていることと 図面等確認 ○―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/

⑩

J



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(下号検査)

成績書管理番号 :2-09

検査年月日 :今和 2年 Z月 す 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

別添 (工事計画又は申請者が行った試験・検査の品質記録の写し)の太線枠内の範囲楳'I

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

耐圧検査

漏えい検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R
目視

m

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-/デ ノタ汐θ

ネ物主添歩取£ε"∂ ～洒先″河ら力瓶 1伊ダ人口,蛇旨谷未宝/憑び学同簿客対X8セ0
にクヽ iて la t消ヶ∂差熊ド〉フ仏g傘乱 の空囲 L乃密着監

b



設 備 概 要

常

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃

次ページに続く
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材  料

12.7 SM400B
螂

|

609.6|110甲

12.7

陣催ll
762.0 1

魏 し難 し

SS400 1

12.7

料

米

SS400

SM400B

SM400B

側

124.4

名    称

最高使用最高使用

材圧  カ 厚  さ外  径温  度

(mm)Ma) (mm)に )

6(19.6

(1と式

Aa、   Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入日

(B冷 914.4

0,7 i   40

海水ポンプ

A、 B、 C、 D

さ名    称 厚径

最前 靭 最前 朗

外温  度圧  力

変 更 前



6o

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日翻

ｍ票
岸ｌ
ｕ
（φ
轡
Ｎ
■

鱒
油
時

ｍ）

料材さ

(mm)

厚外  径
(mm)

カ

Ma)

最高使用

圧

変 更 後

名    称
最高使用

温  度
に〉

楳

914.4 12.7

/
12,7

SM400B

762.0

914.4

/

914.4

/
914.4

12.7

/

12.7

/
12.7

SM400B 変更なし

的

914.4

/

914.4

/

12.7

/

12.7

/

SM400B

料材さ厚径外度

最高使用

温力

最高使用

圧

変 更 前

名   称

12.7914.4

0,7 40

M

Aa、 Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入日

(B系 )

海水ポンプ

Å B、 C、 D

*A,8蕩求市t7pttattξたの諄生gt万▼修亀 次ベージに続く



ブ

⊂事の計画α舞覇師F平成30年 1月 31日認吟

次ページに続く

】票

Ｐ
Ｉ
ω
（彰
怒

飩
■

Ｎ

江

鉾

Ш
）

ヽo

変 更 後

材  料

変更なし

SM400B

厚  さ
(mm)

〈事ll

12.7

/

12.7

/

雰  径
(TEUηO)

山

762.0

ノ

762,0

/

鋤

温 度

⑬

最高使用

圧 カ

Ma)

名    称

変 更 前

材  料

SM4(10B

SM400B

eF司

SM400B

厚  さ
(4am)

は

12.7

餌

12.7

ettL斡

12.7

外  径
嗣

Cと1

762iO

α

9144

儀■3

762.0

最嗣

温  度
0

4(l

懐

40

最翻

圧 力

Ma)

0.7

餞

■2

闊

■2

名    称

拡 Ab

海水ストレーナ

入日配箇合流点

中間建屋入口

鰯

原



ヽ
働

変 更 後

材  粋

変更なし

厚  さ

(nm)

外  径
(mn■)

最醐

温  度

⑬

期

圧 力

鰹 a)

名    称

変 更 講

材  料

t題

SM400B

SM400B

SM400B

SM400B

厚  さ
1-)
CttL留

12.7

僻1)

12,7

/
12,7

山

1217

/
12.7

/
12.7

曲

12.7

/

12.7

/

外  径
爾

醐

914.4

停 1) '

9144

/

762.0

〈■剰

914.4

/
914.4

/
914.4

(注1

914.4

/
914.4

/_

最醐

温  度
俺う

鋼

40

軸

圧 カ

鯉 al

偲

1.2

名   称

i     「 Aa、   Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

中F日電建屋入口

蜘

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(正事の計画の効 平成 30年 1月 31日認め

ヨ
猟
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等

９
次ページに続く



ヽ
ヽ

変 更 後

材  料

敷 し

厚  さ

lmm)

外  径
l―)

最嗣

温  度
0

最高使用

圧 力

(MPal

名   称材  料

、 くとll

914.4

/

ぐ洋ll

Aa、 Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点 1  1.2

q  囲
12.7

/
40 SM400B

中間建屋入日
/
914.4

/
12,7

lAゐ

厚  さ
(m五)

外  径
(mm)

最高使用

温  度
に )

最高使用

圧 力

鯉 a)

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認耐

遭
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）



ヽ
憎

材  料厚
― さ

(mml

外  径
(mm)

最高使用

温  度
0

カ

Ma)

最高使用

圧名   称材  料

12.7 SⅣ1400B呵

762

変羽砂よし

SS40(l

SS40012

/

/

762.0

762.0

762,0 12.7

´ /

12.7

/

12.7

中間建屋入日

A、 B系

燃 鱒

鋤 点

及び

1次系

冷却水クーラ

A、 C入ロライン

レジューサ

(30× 24)

変 更 後

名   称

最醐最高使用

厚  さ圧  カ 外  径温 =度

l―)Ma) lmm)⑬

変 更 前

(工事計画軽微変更届出 平成 30年 5月 24日届出)
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瀬
各
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ヽ
∝

267.41,2 40

l注3,50)

9,3   1STPT370

触 孵

輸 口

Aa、   Ab

海水ストレーナ

入日配管含ぬ黒

蝉 部

卿

循環ポンプ

出日接続点

蝉 初

脚

循環ポンプ

出日配管合流点

さ

3.434.0

似

40

称名 材  料材  料

lmm)Ma) l―)(℃)

最高使用最高使用

厚圧  力 外  径温  度

囲

0。33

変 更 後

名
‐
称

最高使用最高使用

外温  度圧  力

lmm)(―l

厚  さ径

Ma)  ∝ )

変 更 前

(工事の計画の認可 平成 28年 6月 10日認め

遭
郭
岸
―
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れ
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ヽ
資

(工事の計画の認可 平成28年6月 10日祠
鰯El)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ嵐 B、 C｀ディ (20× 20× 16)」 と記載

鮭の Ы単位に換算したものである。

催 3)公称値

徳i4)重大事故等時における使用時の値

徊E5)本設備は既存の設備であると

感0エ ルボを示す。                                     ・

鱈と7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クエラ出口連絡管」と記載

他 81記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッヴ＼ B:ティ (20× 20×_16)～レジューサ (20× 14)」 と記載

GE9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部スプレク↑ラ」と記載

鱈ヒ10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッグCiティ (16× lcX16)γレジューサ (16× 12)」 と記載

鮭■)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

催 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッ郊 :レジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

儀 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッ熟 ぉBI内部スプレクーラ～レジューサ (20× 14)」 と記載

⑭E141記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッデミ B:レジュ●サ (20× 14)～ティ (20× 20× 10」 と記載                 、

鮭 15)記載の道正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却床ポンプ入口連絡管」と記載

儀 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)年1次系冷却水ポンプ嵐 B、 C、 D」 と記載

徊E17)記載の適正化を行うき既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

鱈E18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンブ出日連絡管」と記載  
′

儀 19)記載の適正化を行う。既工事計画書には Fl次系冷却水ボン独 、D出ロティ (20× 20× 16)～1次系冷却水クーラÅ C入ロティ (20× 20× 16)」 と記載

鱒 0)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入口連絡管」と記載

鱒 1)記載の適正化を行う。既I事計画書には「ティ (20× 20× 10及びレジューサ (20× 16)～1次系冷却水クーラA、 C及び勁 と記載

鱒 2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去ク▼ラ (RH‐2)Å B」 と記載

似 3)記載の適正化を行う。既I事計画書には「余熱除去クーラ は酢2)A、 B～戻母管合れ抱 と記載

慾鬱4)記載の適正化を行うj既工事計画書には『母管分岐点年冷却本オポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載             (
磁 5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cからの合流点～弁 (2‐FCV‐ 1241)」 と記載

⑭鬱0記載の適正化を行う。比工事計画書には「冷却材ポンプ嵐 Bからの合流点～戻管 (8B)合れ軸 と記載
G鬱7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入田分岐点～弁 (2‐ 51∝嵐 B)」 と記載                     ,
GE28)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2お1∞入 B)～1次系冷却水タンク」と記載

鱈鬱9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管▲ B分岐点～燃料ピットクーラ」と記載

鱈鵬0)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水戻母管嵐 B合流点」と記載
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■

鶴 1)

(平こと(3湧2)

鱈出3)

饉酪4)

鮭 35)

儀 36)

鱈出7)

鮭 381

鰯爵9)

磁 0)

磁 1)

儀 42)

陣 3)

磁 4)

醐

餡 )

磁 71

懃 8)

磁 9)

鮭 50)

鱒 1)

鮭 52)

鮭 53)

鱒 41

徹 55)

儀 56)

に 57)

艤 8)

鮭 59)

(イ0と(3(〕)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載                 ＼

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余剰脳出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合れ抱 と記載     ′
記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管｀レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケージ仏Fl嵐 mttB入ロレジューサ (2× l V21」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用コンプレッサーパッケージぬ‐■ふ IA‐ lB出ロレジュエサ (2× 11/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載   |
記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管」と記載                :
記載の適正化を行う心既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ十サ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管合流制 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (4× 2)～1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載         :
記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2× 11/2労」と記載

記載の適正化を行う。既正事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ入ロレジューサ (11/2× V2)」 と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容イよ 設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl1/2)～内部スプレポンプ入口蜘 と記載           !
記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載                     `
記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (lX1/2)～内者【スプレボンプ出口合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレボンプ出日合流点～レジュTサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ボンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (l V2バ 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」と記

載                             _
エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2× l V2)～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (12X10)～レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載

記載の滴下化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行うど既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐点～格納容器循環空調装遭」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～レジューサ (c× 4)及び合流制 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)―VS‐39Bからの合流点 (VS‐ 39Al」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～レジューサ (12× 10)」 と記載              ｀

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュマサ (12× 10)～レジュ十サ (12× 8)」 と記載

湮
郭
Ｐ
ｌ
ｏ
ぐ
ぐ
で

Ｎ

■

憎

瀬

ハ狩

コ
）



＼
岱

催 61)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～レジキーサ (12× 8)」 と記載

触 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)工Ψl次孫機器冷剖床戻母管合流点」と記載      ヽ

鮎ヒ63)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点―充てん//高圧注入ポンプ分岐点とと記載

徳郊4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点～レジュ▼サ (2Xl1/2)および (21/2× 2)」 と記載

鮭 65)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～充てん//高圧注入ボンプ～レジューサ (2× l V2)」 と記載

催∞)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2V2X2)充てん/高圧注入ポンプ～レジ土―サ (21/2× 2)」 と記載

鱈と67)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl V2)およびレジユーサ (2V2× 2)―充てん/高圧注入ポンプ出口合流)紬 と記載

∝田8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ボンプ出回合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」と記載

鮭∞)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入白まで」と記載                         ′

鮭 70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

他 71)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入日年海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

鮭 72)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジユーサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

鮭 73)記載の適正化を行う。既工事計画書イ守ま「1本系冷却水クーラ～戻母管」と記載

鮭 74)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋出日までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

儀 75)記載の適正化を行う。既工事計画書には 嫉調暗分岐点～ラプチャディスク」と記載

鰯E76)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点｀連絡管レジューサ (10× 8)」 と記載

鱈と77)記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル鶏謝鈎 と記載

は 78)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機
～
レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

催 79)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載
Ⅵ

鰤 )即 38同等材 (STPT370)への取替えを行う。                                                    郭

⑭路1)朗昭612同等材 (創P6410)への取替えを行う。                       .                             I
鱒 2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「制腑G42」 と記載                                              g
醐 本設備は記載の闘 の みを行うものでめ吹 諦 き対象外であ私

     法子1補機ム却設備として本工事計画で■
す私
慾

以下の設備のうち貫通配管は、既存の原子炉格納施設のうち原子炉格納容器 (原子炉格納容器配管貫通部)であり、

N
e常
濡 隻 常

格納容器貫通部 (貫通部番号250  . ‐   N
格納容器貫通部 (貫通部番号%7)

と皿

1  狩
Eロ



(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃
徽El)公称値

徳② 重大事故等時における使用時の値

徳努)エルボを示す。

ゝ
、Ч

】覇
イ

〓

（尋
さ
Ｎ
常

峙

れ
特

∪



ヽ
芍

(工事計画軽微変更届出 平成 30年 5月 24日届出)
鱈盟3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容イよ 設計図書による。

徊餡4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～内部スプレポンプ入日分岐点」iと記載

⑭阻5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入日分岐点～レジュエサ (1× 1/2)」 と記載

鱈酸0記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× V2)～内部スプレポンブ出口合れ紬 と記載
鱈盟7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

⑭崖8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンブ出入口管」と記載

帥 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (l V2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレボンプ冷却もどリライン合流点」と記

載

催 50)エルボについては管と同等以上の

「

旱さのものを選定する。

帷 51)記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載

(注52)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

鮭 53)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)んレジューサ (10× 0」 と記載

脚 記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載

儀 55)記載の適正化を行つ。既工事計画書には「レジユーサ (6× 4)及び分岐点～
レジューサ (4× 2)」 と記載

催 56)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐点～
格納溶器循環空調装置」と記載

儀 57)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

催 58)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)―VS‐39Bか らの合流点 (VS‐ 39A)」 と記載

鱈E59)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～レジュエサ (12× 10)」 と記載                               ミ・ロ

郭
儀側)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～レジューサ (12× 8)」 と記載                             トュ

儀 63)記載の適正化を行う。既工事計画書には 1煮んボンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ボンプ知兜純 と記載           
・
    と

Q主64)記載の適正化を行う。既工事計画書には f充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジューサ (學 Xl V2)および (2V2× 2)」 と記載              
Ю

鱒 0識 の道団晰 汎 騒胸薄尉画割 9ま レジュ→ (2Xlの ～江 ん/高鰤 歩 レジす サ

吼景押 と聟      影嗣 記載の適正化を行う。既工事計画書にはIFレジューサ (21/2× 2)充てん//高圧注入ポンプ～レジューサ (2i

儀 67)記載の適正化を行う。既I事計画書には「レジユーサ (2× 11/2)およびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出口合流点」と記載         N
G酪8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん//高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」と記載             令

は 69)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載                                   付

催 70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載  
・                                ―          れ

儀 77)記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ァィーゼル発電綾」と記載                                   01
G[ヤ8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディー|ゼル発電機ドレジューサ (12× 8)及び合れ縄 と記載                          Eロ
他 79)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載
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側 )

饉 1)

嗣

躙 )

嗣

閣

嗣

削7聰8同等材
´
(MP的70)への取替えを行う91

STPG42同等材 GHC410へ の取替えを行うと                         '
記載の適正化を行う。既正事計画書には「SttG42」 と記載                                     「       ヽ

本設備は記載の適正化のみを行うものであり《手続き対象外である。         、

SS41同等材 (S瑚)への取替えを行う。                            _

注記につぃて記載の適正化を行う。平螂 月10日付け瞬 16061(15号にで認可された既工事計画書に記載の 唾球簿鞍鋒時における使用時の値」を削除

記載の適正化を行う。平成路年6月 10日付け原規規発第16061“号にて認可された既工事計画書には変更後に記載                 ‐

ヽ
や
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜09

Ｎ
も

特記事項

様し

検査立会責任者 印

がイタィ,タ ユゞ
う/主任技術者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

1電冒き猛〕い

孝夕準

検査結果

1

盈

検査年月日

奪》臣2年
ι月lι 甲



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-09

捺査年月日:今紳 2年 ι 月 lι 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項    ―

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

を/



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(―号検査)

成績書管理番号 :2-09

襟査年月日 :今弁も二年 ι 月 /ι 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されている_こ と。 記録確認 ①・一

必要な図面等が準備されてい/oこ と。 図面等確認 ①一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、演I定精度を有してい

ること。      ,

記録確認 O,一

系統構成が完了していること。
|

立会/

嗣 ①―

を 2



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-09

検査年月日 :今未D2年 ι 月 わ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識丹ll蕃号 :イ 2-|―

'9θ

S

ム|,星夕kホ
°
シァ・ハ′Bテ c′ DハデA代ガA,ガ肇永ストレーナ/＼壷う乙セ℃ゎ允主、&ゲ

中閣ぇ卒丘入彎(8粂 )(■ うヽ 之ヽIミ ι′Dテ舞火l†、ラフ
°
止.I日系争危の '

薙瓢狂盈尭

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

別添 (工事計画又は申請者が行つた試験・検査の品質記録の写し)の太線棒内の範囲※ 1

/

検査結果 検査方法判定基準検査項目

‐盈
目視

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

材料検査

寸法検査

耐圧検査

漏えい検査

外観検査

をど



SM400B

材  料

SM400B12.7

12.7

lv主1

鱒

変更なし変更なし

料

SS400

俄11

10

俄11

材名   称

笑
・

最高使用最醐

厚  さ圧  力 外  径温  度

(mm)Ma) ∝ ) lmm)

変 更 後

側

609.6

五.川 i弟 1 SM400B

762.0

変 更 前

厚  さ

(―l

外度

0

最高使用

温力

Ma)

最高使用

称名 径

m

Aa、 Ab

海水ストレーナ

入日配管合胞点

及び

中間建屋入日

0,7

609.6

40

海水ポンプ

A、 B、 C、 D

ド
資

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃

次ベージに続く碁C、 D弟ヵK古、
°シプユロ傘4たの生研毎互発

単
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Ｎ
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江

平成 30年 1月 31日認可
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郭
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常
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渤
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”
客

材  料

SM400B

12.7

/

12,7

/

曲

厚  さ

(mm)

変更なし

御
／
脚テ
・

いl

外  径

(nam)

最醐 朗

温  度

⑬

カ

Ma)

勅

圧

、′変更たょし

変 更 後

名    称材  .料

SM400B

闇

厚  さ

Fmm善

儀L働

12,7

外  径

rmmゝ

儀L31

7620

最翻 朗

温  度
配 Ъ

解

40

最前 朗

圧 |カ

rMP′ 1、

0,7

翻

海水ポンプ

Å B、 C、 D

Aa、
: Ab

海水ストレーナ

入即躍捨れミ

及び

中間建屋入日
‐
(B冷

変 更 前

名   称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

√



ド
ヽ

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃

遡
孫
Ｎ
ｌ
ω
（◆
せ
】
常

“　
江
ミ

Щ
）

力

Mal

最高使用

圧

SM400B

度

最醐

温

∈1

0.7

SM400B

SM400B

SM400B

7

7

7

/

12.

12.

/

/

914.4

914.4

凹

40

―
…
‐―
叫

９．４．４／
囲

12,7

/
12.7

/
914.4

Aa、   Ab.

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入口

(B冷

海水ポンプ

A、 B、 C、 D 12.7

/

12,7

/
12.7

914.4

/

914.4

/

914,4

変 更 前 変 更 後

名    称

最高使用

圧  カ 外  径 厚 さ 材 料 名    称
最高使用

温  度
0
外  径

(mm)

厚 さ 材 料

(mml

※・

変更なし

必Q、 D ttk∴・シフ■与口れ純 の鍵 昭をン石覆熟
次ページに続く



僧
〕

カ

醒 a)

最高使用

圧

変更なし

料材外  径

(mml

厚  さ
(―)

最嗣

温  度
に)

海水ポンプ

A、 B、 C、 D

Aa、   Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入口

(B系 )

・２，７／
一
／
・２．７

SM

的|

艘

40

0主21

0と7

/
914.4

914.4

/

さ

(―)

厚径

(―)

外度

0

最高使用

温力

Ma)

最高使用

圧称名 材  料 1  名   称

変 更 前

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日嗣

ピ
郭
Ｎ
ｒ
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む
滞
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軒
　
迪
ミ

Щ
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噌
】

剛 400B12.7

変 更 前 変 更 後

1最高使用 1最高使用 |

最高使用

圧  力
Ma)

最高使用

温  度
∝ )

名   称  1圧  力 i温  度 外  径
(mm)

厚  さ

(mm)

材  料 名    称 外  径
(mm)

厚  さ
(mm)

材 料

饂 雛〕 脚

762 12 SS400

762.0 12.7   1 SS400

山 斡

劇
SS御

|

762,0

/
609.6

12,7

/

12,7

変更オょし

儀 41

0.7 40
ぬ P,41

762.0  : 12,7

/
762.0

/
762.0

/
12.7

/
12.7

健Fノ41

SS4(l(l

中間建屋入日

A、 B系

燃 僻

仙 魚

及び

1次系

冷却水クーラ

AC入 ロライン
レジユーサ

(30× 24)

0.7

762.0

40

(工事計画軽微変更届出 平成 30年 5月 24日届出)

次ペエジに続く
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吋
や

(工事の計画の認可 平成28年6月 10日認め
鱈El)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラÅ B、 C～ティ (20× 20X16)」 と記載

にの Ы単位に換算したものである。

鮭 3)ι郎獅重                                                        ヽ

鱈望l重大事故等時における使用時の値

鱈0本 設備は既存の設備である。
徳0エ ルボを示す。
制[7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載

鱈0記 載の適正化を行う。既I事計画書には「ヘッ熟 、B:ティ (20× 20X10～レジューサ (20バ 14)」 と記載
伯 9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20× 14)～内部スプレクーラ」と記載

鱈[10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッ史 :ティ (16× 16× 16)～レジューサ (16× 12)」 と記載  ィ
儀■)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

dE12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッグCiレジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

儀 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッヴkB:内 部スプレクーラ～レジューサ (20× 14)」 と記載
は 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッ独 、B:レジューサ (20× 14)～ティ (20× 20× 10」 と記載

Gは15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

鮭 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ 120× 20× 16)年1次系冷却水ボン熟 、B、 C、 D」 と記載

G二17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジユーサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

鱈[181記載の適正化を行う。既工事計画書には Fl次系冷却水ボンプ出口連絡管」と記載

鮭 19)記載の適正イとを行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出ロティ (20× 20× 16)～1次系冷却水クーラAC入 ロティ 120× 20× 10」 と記載
鱒 0)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーフ入口連絡管」と記載

は 21)記載の滴下化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)及びレジューサ (20× 16)～1次系冷却水ク▼ラ嵐 C及び助 と記載

触 2)記載の適正化を行う。既工事計画書には 嘘曜謗収棟卜余熟除去クーラ (RH‐2)A、 B」 と記載

(膨3)記載の適正化を行う。既工事計画書にィま「余黎除去クーラ (RH‐2)Å B～戻母管合流角 と記載

鱈E24)記載の適正化を行う心既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンブ嵐 B、 Cへの牡 抱 と記載

陸 5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ボンプBⅢ Cからの合流点～弁 (2‐PCV‐ 1241)」 と記載

鱈鬱61記載の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンブ嵐 Bからの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

鱒 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却水ボンプ入回分岐点～弁 (2‐51∽Å B)」 と記載                 .
鱒 8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-51砺瓜 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

鱒 9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「l次系機器冷却水母管嵐 醐 点～燃料ピットクーラ」と記載    .
に 30)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水戻母管A、 B、鈴ん紬 と記載
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値 31)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却床母管分岐点ん余剰脳出水クーラ」と記載

鮭 32)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系        (10B)合 流点」と記載                      ,
鮭 33)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～

レジューサ (3× 2)」 と記載

脚 記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケージ眈.1ふ IA‐ lB入ロレジューサ (2× 11/2)」 と記載

GE35)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用コンプレッサ■パッケージ仏‐lA、 IA‐ lЁ出ロレジューサ (2Xl1/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載
鮭 36)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管」と記載

儀 37)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入ロレジューサ (3× 2)」 と記載

鮭 38)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

⑭酪9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点″レジューサ (4× 2)」 と記載

鮭 4〔l)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

G醜1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジュエサ (2× 11/2)」 と記載

鰯盟2)記載の道正化を行う。既正事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ボンプ入ロレジューサ (l V2× 1/2)」 と記載

⑭酸3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

鱈墜4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 12× 11/2)～内部スプレポンプ入口分岐点」と記載

鮭 45)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレボンプ入口分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載

鱈酸0_記載の適五化を行う。既工事計画書にィま「レジュ
エサ (1× 1/2)～内部スプレポンズ出日合れ軸 と記載

磁 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出口合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

儀弼)記載の道正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

G盟9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出回レジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ボンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合ん軸 と記 中
載                                                        郭

Ce
鰯は50)エルポについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

|

鰯bl)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ▼サ (2× l V2)～レジューサ (a× 2)」 と記載     ́                       ミ

他 52)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 10)」 と記載                           ら

鮭 58)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジ■―サ (12× 10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載                              > g
鰯E54)記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載                                      卜Э

鮭 55)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載                          
‐膚

は 56)記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐点～格納容器循環空調装置」と記載                 
´
      ミ

催 57)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載 1                  沌

鱈[58)記載の適正化を行う。既主事計画書には「レジユーサ (6× 4)―VS-39Bか らの合流点 ぐVS‐ 39Al」 と記載                          ＼
ヽ                      ふ

鰯B591記載の滴下化を行う。既工事計画書にイま「レジュ…サ (10× 6)～レジューサ (12× 10)」 と記載      
‐

Ш

鰤 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～レジュエサ (12× 8)」 と記載                              V



修
ヽ

儀 61)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～レジューサ (12× 8)」 と記載

伯 62)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

⑭弱31記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

徳

“

4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点～レジューサ (2Xl1/2)および (21/2× 2)」 と記載

鱈と65)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl1/2)―充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2Xl1/2)」 と記載

儀 66)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん//高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載      、
G巳67)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)およびレジューサ (21/2× 2)～充【ん/高圧注入ポンプ出日合流点」と記載

は 68)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充【んボンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」と記載

は69)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入日までもと記載

催70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

転71)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入口ん海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

は72)記載の適正化を行う。既正事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却床クーラ」と記載

鮭73)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラを戻母管」と記載 :

鮭74)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋出口までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

儀75)記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点んラプチャディスク」と記載       ヽ

儀76)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジユ
エサ (10× 8)」 と記載

鮭77)記載の適正化を行う。既正事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル猪翻駒 と記載

鮭78)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

鮭79)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載  
・
                               軸

鱈a))S町■38同等材 (STT370)への取替えを行う。                                                 郭
Ю

⑭努1)制臣G42同等材 (朗 410)への取替えを行う。
|

儀 82)記載の滴正化を行う。既工事計画書には「STPG42」 と記載                                               ∞

鱒 0本設備は記載の適正化のみを行うものであ吹 輸 き脚 であ&      

脚 艤 軸 として本 E事誦 で兼用とすれ 馨以下の設備のうち貫通配管は、既存の原子炉格納施設のうち原子炉格納容器 (原子炉格納容器配管貫通部)であり、

憎

・常穀               ・                                       ‐耐

格納容器貫通部 (貫通部番号256)                                                             s
格納容器貫通部 (負通部番号257)

沌

鏃

団



(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 81日認可)
鱈は1)公称値

鰯こ2)重大事故等時における1吏用時の値

硲粥)エルボを示す。
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能

(工事計画軽微変更届出 平成30年 5月 24日届出)
(注鶴)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

磁 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (2× 11/2)～内部スプレポンプ入日分岐点」と記載

鱈盟5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載  ′

⑭酸0記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合流点」と記載
鱈酸7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出口合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載     |
催48)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

鰯ユ9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点Jと記

載

催 50)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

儀 51)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× l V2)～レジューサ (3× 2)」 と記載

鮭 52)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

建 53)記載の滴T化を行う。既工事計画書には「レジユ‐サ (12× 10)～レジューサ (10× 61」 と記載

鮭 54)記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 4)」 と記載          ―

O主55)記載の適正化を行う:既工事計画書には「レジキーサ (c× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

⑭酪61記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

儀 57)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～レジュTサ (6× 4)及び合流抱 と記載

鱈

“

8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジ尋―サ (6× 4)―VS‐39Bからの合流点 (VS‐ 39Al」 と記載

鱈E59)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～レジューサ (12X10)」 と記載                 |
儀 60)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～レジューサ (12× 8)」 と記載            

´

儀 63)記載の適正化を行う。既工事計画書には「允てんボンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

に能)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入日分岐点～レジューサ (2× 1・ 1/2)および (21/2× 2)」 と記載

儀 65)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～充てん/高圧注入ボンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記載  
―

(注66)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2V2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

鮭 67)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)およびレジューサ (2V2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出日合流点」と記載

鰯[68)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」と記載

(注69)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ボンプから中間建屋入日まで」と記載、 |

鮭 70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

は 77)記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディ
エゼ,レ発甑 と記載                    :

鱈E73)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載

儀79)記載の適正化を行う。既工事計画書に,ま「レジュエサ (12×8)～海水戻母管」と記載

湮
鶉
Ю
ｌ
μ
ｏ
（↓
汁
】聰

，
　
』

迪

、ｓ

囲
）



み

側 )

鱈酪1)

鱚路2)

鱒 31

鰯と84)

(ヱ」とFヨ〔う)

閣

幽 38同等材 (STT370)への取替えを行う。                                              
″

STG42同等材 (鯉G410)への取替えを行う。
記載の適正化を行う。既工事計画書には 昭研0鬱」と記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。                            .
SS41同等材 (SS400)への取替えを行う。

注記について記載の適正化を行う。平鰺 月10日付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故等時における使用時の値」を削除

記載の適正化を行う。平胞 眸 6月 10日付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書には変更後に記載
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検査結果一覧表

成績書管理番号 12-09

毎
蛛

特記事項

4し

検査立会責任者 印

痢ぜイうデ‐クデtlた任技術著

原子力麹設検査官 印

穿身R ■

検査結果

裟

検査年月日

舟輸 2年

患月2`日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項
ヤ             1成 績書管理番号 :2-09

検査年月日 :澪ηD 2年  移月 ユ年日
検 査 場

!所
:関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認    |                  `

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認
①

・ ―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。
｀

記録確認

ずび



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(二号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

下  成績書管理番号 :2-09

検査年月日 :″錦o2年  el月 2争 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていることも 図面等確認 ⑧・イ

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑧ ―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・〇

テク



検査結果

―        添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2「09

検査年月菌:湾和 2年  号角 な 。日
検奪場所 :関西電力株式会社高浜発雫所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管  (常設) (別添l参叩 ※1)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外窪見検査      '

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

貧
目視

捕考    i
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)によるど

※適合性確認検査成績書の識別番号: 丁2-|… ,9。3
0H目手ヨ夢己三軍ヨ耳路名導領目rとヌ専鷺:送目目澪ヨロ=E:=専雰ミ耳ヽ}壱豊肇丼S‡

=GI==ヨ
=〔
:':,!多:言
〔テ1ミ itユ

※ 1 3舶とホ
°
ヵ
aハ
FB,ど D`影あ ぜれ 菊ふ スKレ

ーナXn勘こ婚浴花 逮脇 …

や隠逆ゴ孜x葛 (Ьoト ラЧマlよ .Cミ D叢羽(オ1'め
°去白往紀の線倒

在 碓 絶  )
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鴻

変 更 後

厚 さ 材 料

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

でC)

最嗣

圧 カ

Ma)

名    称

変 更 前

材  料

SM400B

SM4C10B

騨

SⅣ1400B

厚  さ

(mm)

l注1

10

(どほ1

12,7

催ll

|

762.01

儀 1

12,7

鰯

基

(注1

12.7

外  径

(mm)

筐
lたと1

6()9.6

匿
図

914.4

最高使用 最高使用

圧 力 温 度

(MPa) ∝ )

海水ポンプ

A、 B、 C、 D |

Aa、 Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入口

(B系 )

400,7

|

名    称

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認可

次ページに続く
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郭
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資
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変更なし

径

(mm)

外料

1最高使用 |

材  料

変 更 後

名   称名    称 材さ厚径

変 更 前

最高使用最高使用

外温  度圧  力 厚  さ

(―)1監軍1手。
度

Aa、 Ab

海水ストレ‐ナ

入日配管合流点

及び

中間建屋入口

(B冷

変更なし0,7

SM400B
762.0

SM400B

lttl

40

働

御
／

12,7

/

12.7

/

彼ユ,9

12.7

C主 1,31

762,0

海水ポンプ

(八 B、 C、 D

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃

湮
郭

μ
ｌ
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（
紗
鞘
め
ド
常

　

∞
渤

酌
埼
田
）



当
郭
Ｐ‐
∞
（紗
ど
Ｎ
常
　
∞
ｈ
Ю埼
ひ

(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃

力

Ma)

最高使用

圧 径 1厚

変更声ょし

さ 材  料外

(―)(mm)

最高使用

温  度
(lCう )

変 更 後

鰐

SM400B″|12.

さ外 名    称材  料厚径度

最高使用

温

0,7

罰在400B

SM400B

SM4(10B

僻4

40

|

日

９． ４
，
４

／

７６２
．
。

―
囲

12,7

/

12.7

/

12.7

/
12.7

12.7

/

12.7

/
12.7

914.4

914.4

/

914.4

/
914.4

914.4

/

914.4

/

海水ボンプ

嵐 IB、 Ct D

Aa、    Ab

海水ストレーナ

入日配管合流点

及び ―

中間建屋入口

(B冷

Ｘ
＼

次ペエジに続く
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(工事の計画の変更認可 平成30年 1月 31日嗣

Ⅵ豪
†
虫

あ
む
嗚
命

”
瀬
】
Ｕ

く
倖

変 更 後

材 :料

疑 し

厚  さ

(ma)

外  径
(―)

最融 朗

温  度
0

最前 朗

圧 カ

鰹 a)

名    称

変 更 前

材  料

SM4(l(lB

厚  さ

(― ■)

曲

12,7

/

/
12,7

外  径
(4〕m)

的

914.4

/

/
914.4

最高使用

温  イ度
に)

嗣

40

最高使用

圧 カ

Ma)

餞

0,7

名   称

海水ポンプ

AB、 C、 D

Aa、   Ab

海水ストレーナ

入日配管舗殉魚

及び

中間建屋入口

:(B冷
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(正事講頸覇綴硬幅出 平成30年 5月 24日届出)

次ベージに続く
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変 更 後

材 料

難 し

厚  さ
(―)

外  径
(IDm)

最前 朗

温  度
0

最蔚 胡

,::ニ カ

醒 →

名 称

|

原

変 更 前

材  料

は8ム

SS400

SM400B

醜

SS400

瑠

SS400

鯉

SS400

厚  さ
(―)

饉 銘

12

餌

12.7

碑

12,7

聰

12.7

/
12_7

曲 椒

12.7

/
12.7

/
12,7

外  径

(―)

碑

762

鰯

762.0

αttQ8t

762.0

曲 81

762,0

/
6()9.6

曲

762.0

/
762.0

/
762.0

最蔚 朗

温  度
曲

4Cl

饂

40

最前 胡

圧 力

価 Paヽ

0,7

饂

0.7

名   称

申FHヨ建屋入口

Å .B系

歓 鱒

仙 煮

及び
:  1り
k男ミ

冷却水クーラ

点 C入ロライン

レジューサ

(30X24)

原



冶
令

(工事の計画の認可 平成28年6月 10日認け
⑭ヒ1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラム B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

鱈② SI単位に換算したものである。

鮭 3)蜘

総ユl重大事故等時における使用時の値

鱈E5)本設備は既存の設備であるょ

錨0エルポを示す。
は 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載

徳0記載の適正化を行う。既I事計画書には「ヘッ熟 、B:ティ (20× 20× 16)～レジューサ (20× 141」 と記載
鱈E9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20琴 14)～内部スプレクーラ」と記載

鮭 10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダCiティ (16× 16バ 16)～レジユエサ (16× 12)」 と記載

催■)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

鮭 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッグC:レジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

dE13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッヴkBI内 音Iスプレクーラ～レジューサ (20× 14)」 と記載
儀 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッヴ照 B:レジューサ (20× 14)～ティ (20× 20× 10」 と記載

催 15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載               
‐

鱚E16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水ポン独 、B、 C、 D」 と記載

鱈E17)記載の適正化を行う。既I事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

鰯E181記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

儀 19)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプよ D出ロティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入ロティ (20× 20× 16)」

徊盟0)記載の滴下化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入日連絡管」と記載        ′

G鬱1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)及びレジューサ (20X16)～ 1次系冷却水ク‐ラA、 C及び駒 と記載

磁 2)記載の適正化を行う。既工事計画書には
｀
「母管分岐点～余熱除去クーラ (RH-2)嵐 B」 と記載

磁 3)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH‐2)Å B～戻母管合脆抱 と記載

鱈馘4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ボン独 、B、 Cへの如 縄 と記載

鱈鬱5)記載の適正化を行う。既工事計画書には R冷却材ポン九 、Cからの合流点～弁 (2中 FCV‐ 1241)」 と記載

鱈鬱6)記載の滴T化を行うな既工事計画書には「冷却材ポン独 、Bからの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

鱈鬱ヤ)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-51∝瓜 B)」 と記載

鰯E28)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2‐51∝嵐 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

鱈盟9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管嵐 嚇 留燃料ピットクーラ」と記載

鱈BO)記載の適正化を行う。既正事計画書には「燃料ピットクーラ年1次系機器冷却水戻母管よ 日鋭角抱 と記載

と識
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碍

O主31)

触 )

儀 33)

鶴 4)

建 35)

催 86)

鮭 37)

鮭 38)

は 39)

(平∃と́生())

他 41)

に 42)

催 43)

脚

催 45)

懃 0
懲 7)

傲 8)

O生49)

鰤 )

G“1)

(平こと15こと)

鱈い3)

脚

鮭 55)

闘

儀 57)

鱈L58)

鱚ヒ59)

鰤 )

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点″余剰抽出水クーラ」と記載

記載の滴下化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュザサ (3× 2)～討器用コンプレッサーパッケー泌 ユーIA‐ lB入ロレジューサ (2バ l V2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用コンプレッサーパッケ下ジ

“

同A、 IA‐ lB出ロレジューサ (2× 11/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管」と記載                              
｀

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入ロレジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管合れ縄 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)年1次系機器冷却床戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行うと既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンブ室空調装置冷凱ライン分岐点～レジューサ (2Xl V2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ボンプ冷却ライン分岐点～
余烈除去ポンプ入ロレジューサ (l V2× 1/2)」 と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容イよ 設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× l V2)～内部スプレポンプ入日分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジュエサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内郡スプレポンプ出入日管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点Jと記 頚
載                                          ―          郭

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。                                                 |
記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユ‐サ (2× l V2)～レジューサ (3× 2)」 と記載                             N

鞘詔を二写輔瑯亥:翌箪釈評灘r用す翫1魅ピ         §
記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点んレジューサ (6× 4)」 と記載                    :                 N
記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジユーサ (4× 2)」 と記載                          

‐膚

霧鑓吾[駆夏雛雲彊率形尭可幕3だう寛野球∵覇覇輩雇塩可            留
郵副[を盈雛導瑠雲&形手ゴ隅)蒔愛埓R観)洗零|:η    ― 1  咎記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ(12× 10)～レジューサ(12パ 8)」と記載                              V



汽
転

催 61)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 81～レジューサ (12X8)」 と記載

他 62)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユエサ (12× 8)～1次系          点」と記載
は 63)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐角 と記載

G郭4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ボンプ入日分岐点～レジューサ (2× 11/2)および (21/2× 2)」 と記載

鰯E65)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

鮭鶴)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

鱈E67)記載の適正化を行う。既工事計画書には fレジューサ (2× 11/2)およびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出口合乃範 と記載

儀 68)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充κんボンプ室空調装置冷却戻ライン合れ抱 と記載

鰤 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

は 70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

建 71)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入口～海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

催 72)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

儀 73)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ～戻母管」と記載

鮭 74)記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間葎屋出口までの戻母管 (埋設郡除く)」 と記載

鮭 75)記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載                  ・

儀 76)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジューサ (10× 8)」 と記載

鱈E77)記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載                    |
鮭 78)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載  ・

儀 79)記載の滴下化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載                    _
鮭 80)S町■38同等材 S14370)への取替えを行う。               ′

ω二81)朗 42同等材 (STG410)への取替えを行う。
鱒 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「STG42」 と記載

鱒 )本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

以下の設備のうち貫通配管イよ 既存の原子炉格納施設のうち原子炉格納容器 (原子炉格納容器配管貫通部)であり、原子炉補機冷却設備として本工事計画で兼用

・ 1幸 濡 費

格納6器貫通部 (貫通部番号256)

格納容器貫通部 (賃通部番号257)

翌

郭

μ
ｌ

∞
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とする。こ孝
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W
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|
団ゝ



(工事の計画の変更認可 平成 30年 1月 31日認⊃
徽El)公称値

mと2)重大事故等時における使刃時の値

皓発)エルボを示す。
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ヽ
芍

(工事計画軽微変更届出 平成30年 5月 24日届出)
⑭盟3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は(設計図書によるも

感44)記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジュ▼サ (2× l V2)～内部スプレポンプ入口分岐点」と記載

G盟5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載

傲 6)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出口合れ仙 と記載

⑭盟7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンズ出日合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

傲 8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

⑭E491記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (l V2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」と記

載

催蒟)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

鱈西1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載 ・

鱈

“

2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12× 10)」 と記載

儀 53)。記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～レジユーサ (10× 6)」 と記載

鰯と54)、 記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ 16× 4)」 と記載

儀 55)記載の滴下化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)及び分岐点～レジュ‐サ (4× 2)」 と記載

鱈E561記載の適正化を行うЬ既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

G“7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)をレジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

鱈[58)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)―VS-39Bからの合流点 (VS‐ 39Al」 と記載

鱈西9)記載の適正化を行うど既工事計画書には「レジューサ (lo× 6)～レジューサ (12× 10)」 と記載     ・

は 60)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～レジユーサ (12× 8)」 と記載

⑭酪3)記載の適I化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

鮭 64)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入自分岐点～レジューサ (2× 11/2)および (21/2× 2)」 と記載

儀 65)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュrサ (2× 11/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

(注66)記載の適正イヒを行う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん//高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2× 2)」 と記載

鱈酪7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジキーサ (2× 11/2)およびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出日合流点jと記載

⑭E68)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流抱 と記載

鱈[69)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入口まで」と記載

儀 70)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

鱈[77)記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディエゼ,レ発電機」と記載

建 78)記載の適正化を行う。既I事計画書には「ディーゼル発電機
～
レジューサ (12× 8)及び合流点」と記載        '

儀 79)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載
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鶉
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鱒 1)

(,ことIBじ≧)

鱒 3)

触 )

G酪5)

嗣

STPT38同等材 (STPT370)への取替えを行う。
'             ´

朗 修同等材 (STG410)への取替えを行う。

記載の適正化を行う。既正事計画書には「STG42」 と記載           _    、

本設備1ま記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。                                '
SS41同等材 (SS400)への取替えを行う。             |

注記について記載の適正化を行う。平螂 月10日付け原規規発第16061∞号にて認肩された既正事計画書とこ記載の「重大事哭割時における使用時の色

記載の適正化を行う。平螂 月10日付け原規規発第16(16105号にて認可された既主事計画書には変更後に記載

を削除
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-09

で

特記事項

丁∂ t

検査立会責任者 印

ヾ素う́ ,ダデ■
いy主任技術暑

原子 印

彪 八 著

検査結果

攻

検査年月日

石巧静彦年`
夕月残争日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-09

検査年月日堵湖砕 Z年  夕 月 /∫ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 @■

検査 をす る工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであると

と。

記録確認 ① ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ①―

0/



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査 )

成績書管理番号 :2-09

検査年月日:若功静2年 夕 月スF日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・
二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Θ・一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
立会/
Q―

す之



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2‐09

検査年月日 :若叛砕2年 夕 月 /争 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管  (常設) 別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査      1

外観検査     、
組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査    f

漏えい検査

設ll篇及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

及
目視

爾

備考                    、   ～
・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -1905

ヽ

すd



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

9原子炉補機冷却設備に係る次の事項

181主配管の名称(最翻 圧力、最嗣 温度、外径、厚さ及び材料

無

瀬
尋爵卵
岸　
　
（牌＼
岸∞）

会◆
導
ヽ
「
ゃ
れ
、牛
こ

SS41

9。54(浴.4
■2

カ

倣 a)

最訥 調

圧

変更なし

変更なし

最蔚朗

温  度
④

SS41

図

9.5項汚。4

二次系冷却水

クーラ

A、 B、 C

簾

l次系

冷却水ターラ

嵐 B(C
燃

SS419.54てお。495

95

0。98

0。98

カ

ma)

最離 調

圧称名

変更なし

変 更 前

料料材厚  さ外  径 材厚  さ外  径

仙m)銅(4■m)!(m耐

変 更 後

最前 胡

温  度
④



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認司 )

守

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系冷却水

クーラ

Aく B、 C

僻

l次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

９．５／
蔦
／
８．２

変更なし

ISM400B406.4
95

:41(P

■2

|

僻
／

／
２．６．３

外称名 さ 名    称材  料厚径

最離 靭最高使用

温  度圧  力

④

変 更 後変 更 前

最高使用 1最高使用

圧  力 1温  度

瀬
颯欝夢
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ドω）

棗
章
で
Ｎ
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工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

徽

12_0 SMttB呵■2

12Ю609.6

SS4112.7609.6

C,裁

4()上2

i SS41

変更なし

12.7

変更なし

0,7

変更なし

α湾。640

硼

SS41

SS41呵
|

12

12

(1主3】

609.6
4070.

硼 .6400.7

1次系冷却水

クーラ

A、 B、 C

的 刻

¶ |

及び

l縣
冷却水クーラ

ム C八ロライン

レジュエサ

(30× 24)

変更なし

④

厚  さ 材  料外  径温  度料 1  名   称名    称 材さ厚径

最調最前 朗

外温  度圧  力
1最嗣

(mm)lm

最蔚 胡

圧  力
破 a)

変 更 後変 更 前

遭
募

μ　
命
＼
μじ

く
Ｙ
ご
”
゛

彎
渤
ヽ
４
田
）



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

５
鶯

導
孫

ド

ミ

こ

（や
牽
§
部

彎
ュ
＼ｈ
鱈
）

外  径
伍 m)

一錦

誇

_く渉1っ

変 更 後

料厚 材さ度

(℃)

最離 胡

温力

飩 Pa)

最高使用

圧称料材外  径
爾

厚  さ
m

度

④

最前 調

温力

Ш a)

最帥 胡

圧

0.7変更なし
SM400B

6CX)。6

40

1  12.7

/
12.7

914.4

/

W募刻K房護リボ子窪争

鶴

淮羽的夷りf平會

鈍 撤

M導刀K房罵リボ摯準肇

鶴

中間建屋出口

出 く)

0。7 SS41

―
呵

12:7

|

4()

錦

講
囲
‐‘‐４‐
．
４１９

くコマ引

変 更 前 ,

名    称



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

亀

遭
郭
卜

（銅＼
牌じ

命曾
、
単
ミ
軒
己

変 更 後

材  料

S狙】イr370

く漕31

82

/

8.2

/
8,2

S昭】イr370

|

|

STPT370

厚  さ
(mm)

l溺50

82

饉 硼

8。2

外  径
(mm)

鰯

21613

飽

216.3

/

216.3

/
216.3

(激a

216.3

最蔀 明

温  度
ω

Cと嘲

40

は

95

最離 胡

圧 力

破 a)

鰯

12

名    称

Bl次系

冷却水クーラ

入口醒朧鍛漑点

的 イ船

Bl次系

冷却水クーラ

出日鰤

僚刊謝鵬

枷

及び

B蜆筵系

冷却水クーラ

海水供給接続 口

変 更 前

材  料厚  さ
(mm)

外  径
(mm)

翻

温  度
④

最齢 調

圧 力

触 a)

名    称



工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

亀

翌
郭
牌

（Ｒ
Ｐじ

（゙
営
Ｎ
神
対
コ
＼拗
巴

料材さ

(mm)

厚径

(mm)

外

最高使用

温  度
④

3.70。7

鱒

48お4Cl

隣 り繋

鶴

B余熱除去ポンプ

海水緋水用ホース

下流側取舘煮

■2

称名料称名 材

④

温  度
1最嗣

変 更 後

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

海水排水用ホース

変 更 前

最高使用

圧  カ
(MPa)

厚  さ
伍m)

外  径
(mm0

最嗣

圧  力
は a)
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工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日認可))

(注1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(滋)SI単位に換算したものである。

(イEE〔3)  イZNヨ

'Iマ 'ど

E                                                        !

は劾 重大事故部時における使用時の値

鱚閣)本設備は既存の設備である。 '

饂0手ルボを示すと´

催 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記載

鉛a記載の適正化を行うJ既正事計画書には「ヘンダAく B:ティ (20× 20X16)～レジューサ (20× 14)」 と記載                  
―

鱈9記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ 120× 141～内部スプレクーラ」と記載
は 10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッ殖 :テイ (16× 16X16)～ レジュ‐サ (16X12)」 と記載

催 11)当該ラインについては、主配管に孝当しないため記載の適正化を行う。

は 12)記載の適正化を行う。既I事計画書には「ヘングC:レジユーサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

は 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ベン独 、BI内部スプレクーラ～レジューサ (20× 14)」 と記載

(注14)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘンダA(B:レジューサ (20X141～ティ (20× 20X16)」 と記載                |
(注15)記載の適正化を行う。既I事計画書には「l次系冷却水ポンプ入日連絡管」と記載

(注16)記載の適こ化を行う志既工事計画書には「ティ (20× 20× 16)～1次系冷却水ポンプ焦 B、 C、 D」 と記載

催 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジュ‐サ (16X12)｀ティ 120× 20× 16)」 と記載

徳L181記載の適正化を行う。既I事計画書には「1次系冷却水ポンプ出日連絡管」と記載

催 19)記載の適五化を行う。既正事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出ロティ 120× 20X161営 1次系冷却水クーラA、 C入ロティ 120× 20× 16)」 と記載

陸 0)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クエラ入口連絡管」と記載

陸 1)記載の適正化を行う。既正事計画書には「ティ 120× 20X16)及びレジューサ (20X16)～ 1次系冷却水クィラA(C及びB」 と記載

陸 2)記載の適正化を行う。既I事計画書には「母管分岐煮～余熱除去ターラ lRH‐2)へ B」 と記載
~鯉 3)記載の適正イとを行う。既I事計画書には「余熱除去ケエラ (RH‐2)へ B～戻母轡舗的紬 と記載
陸 4)記載の適正化を行う。瞬工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポィプA、 B、 Cへの知暁価 と記載―

陸 5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cからの合流点～弁 (2‐FCV‐ 1241)」 と記載

(泣26)記載の適正化を行う。既I事計画書には「冷却材ポンブ＼ Bからの合流点～戻管 18B)合れ紬 と記載

(注27)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入日分岐点～弁 12‐51∽ふ B)」 と記載

(泣28)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2‐5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載                       :
陸 9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1脚 水母管A、 B/ヲJ＼J支点

～
燃料ピットクーラ」と記載      :
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鰤 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～ツ嘲鞘昭幹渕殊捩母管A、 助舗虎紬 と記載           _
鶴 1)記載の適正化を行九 既I事計画書には「1次系機器冷却水母管知暁煮営余剰抽出水クーラ」と記載

鶴 2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

(注33)記載の適正化を行う。既I事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジ■―サ (3× 2)」 と記載  ´
(注髄l記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケージh‐ L代 ]A‐ lB八ロレジューサ 12X l 1/2)」 と記載

鱈酪5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用コンプレッサーパンケ~ジ眈・lA、 IA‐ lB出ロレジューサ (2Xll'2)～レジューサ (3× 2)」.と記載
(嵐誘)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュニサ (3× 2)～1次系機器冷却水戻母管」と記載

鶴 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管勾暁黒～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置八ロレジューサ 13× 2)Jと記載  `
(鴻81記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 13× 2)～1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

鶴 9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

(注ω)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジキーサ (4× 2)～ 1次系機器冷却床戻母管合流点」と記載

(注41)記載の適正化を行う。既I事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ 12× l1/2)」 と記載

(注宅)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐鞠 去ポンプ八ロレジエーサ ,(11/2× V2)」 と記載

(注絶)既五事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注処)記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2× l L2)年内部スプレポンプ入日分岐J紬 と訥載

(注45)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入口分岐点～
レジューサ (lX1/2)」 と記載

(注

“

)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ャジューサ (1× 1/2)～内部スプレポンプ出日合流点」と記載

磁 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出口合流点～レジユーサ 12X l 1/2)」 と記載

(注弼)記載の適正化を行う。既正事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

(注49)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジ■■サ (11メ2×睦)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン舗先抱 と記

載            ン

■ルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl1/2)～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既正事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～
レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適五化を行う。既I事計画書には「レジキーサ (12X10)～ レジューサ (10× 6)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 41」 と記載

記載の適正化を行う。既正事計画書1こは「レジュ
エサ (6× 41及び分岐点～レジューサ 14× 2)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)および分岐煮引時出容器傭県空調装置」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (4× 2)～レジューサ (6×41及び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 16× 41-VS‐ 39Bからの合流点 (VS‐ 39A)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (19× 6)～レジューサ (12X10)」 と記載
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脚 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

鱚路1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (12X8)」 と記載

(海62)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～1           流点」と記載
鱚酪3)記載の適正化を行う。既正事計画書には「充てんボンプ室空調装置冷却ライン分岐煮～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

側 )記載の適正化を行う。既I事計画書には「充てん/高匠注入ポンプ入日分岐点～レジューサ (2Xllゴ2)および (21/2× 2)」 と記載         ~
(約65)記載の適正化を行うも既工事計画書には「レジューサ 12× 11/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジユーサ (2× 1耽)」 と記載

艤 0記載の適正化を行う。既I事計画書には「レジューサ 121/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2V2× 2)」 と記載
(漁67)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl1/2)およびレジューサ 121/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出日合脆制 と記載

躙 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン缶脆抱 と訥載

側 )記載の適正化を行うと既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入日まてⅥと記載

鰯VO)証蜂党6妨画正化暫子う。既工尊岳子[噺妻にイま「SS41」 と講

催 71)記載の適正化を行うょ既工事計画書には「中間建屋入日～海水母管勾暁級 びレジューサ (30× 241」 と記載

は 72)記載の適正化を行う。既I事計画書には「海水母管知暁く及びレジューサ (30× 241～ 1次系冷却水クーラ」と記載

(注73)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1珠系冷却水クーラ
～
戻母管」と記載

餌ピ741記載の適正化をイ子う。既工事計画書には「中間建屋出日までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

催 75)記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母會知暁煮～ラプチヤディスク」と記載

(浬76)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジューサ (10× 8)」 と記載

(注77)、 記載の適正化を行う。既工事計画書には 確辮箔扮域点～ディーゼル碧謝鈍 と記載

(注78)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12× 8)及び合脆縄 と記載

(注79)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海莉剥噺艶 と記載

(海岡)SttT38同等材 (MT370)への取替えを行う。

饉 1)制昭G42同等材 (STG410)への取替えを行う。                       _
(れ82)記載の適正化を行う。既江事計画書には「S町042」 と記載              :
(注83)本設備は記載の道正化のみを行うものでありヽ 手続き対象外である。

以下の設備のうち貫通配管は、既存の原子炉格納施設のうち原子炉格納容器 (原脚 己管貫通部)であり、原子炉補機論渕設備として本工事計画で兼用とする。

総

格納熔器貫通部 (貫通部番号%6)

格納容器貫通都 (貫通部番号%7)
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工事計画本文 (関原発 第123号 (平成30年5月 24日届出))
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工事計画本文 (関原発 第123号 (平成30年5月 24日届出))

ヽ
資

瀬
霊
郭
騨
　
（牌ド＼
ド∞）

（
↓
辿

Ｎ
単

§
コ
員
呂

）

材  料厚  さ
m

外  径
伍m)

最前 調

温  度
(℃)

力

ma)

最前 鯛

圧

変更なし

|

|

|

変 更 後

名   称材  料

SM400B

厚  さ
(mmゝ

12,7

/

/
12.7

く4即

外  径
闘

(喝

/
609。6

9144

/

最蔚 調

温  度
(℃)

力

ω a)

最剤 調

圧

0。7

ぐ14

40

旋羽廟棄リド調會

鑢 融

鱒 り瞭

鶴

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

名    称



哄
弊

工事計画本文 (関原発 第123号 (平成30年5月 24日届出))
(注弼)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注型)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2ホ l L2)～内部スプレポンプ入日批 ょ紬 と講載

(注Ъ)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ入日分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載

(注鶴)記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (1× V2)～内部スプレポンプ出日合流縄 と記載

傲 7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ 12× l1/2)」 と記載

陣 )記載の適正化を行う。既江事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入口管」と記載

(注朝)記載の適正化を行う。既正事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (l V2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン含脆縄 と記

載

(注側)壬ルボにつぃては管と同等以上の厚さのものを導定する。

(注51)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 12X l1/2)～ レジューサ (3又 2)」 と記載

(注認)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

(注53)記載の適こ化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (12X10)～レジューサ (10X6)」 と記載

(注割)記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～レジューサ (6× 41」 と記載      :                    |
鰯b5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 16× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載                

―

出 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 14× 2)および分岐点～格納容器循乗空調装置」と記載            ~
(脳7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ■サ (4× 2)～レジエーサ (6X4)及び合繭 と記載         

イ

(注58)記載の適こ化を行う。既I事計画書には「レジューサ 16× 4)―VS‐39Bからの合流点 (VS‐ 39Al」 と記載

鰤 )記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)年レジユエサ (12X10)」 と記載

(漁∞)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

鱒 3)記載の適I化を行う志既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ知暁価 と記載

(海艶)記載の道正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐煮～レジューサ (2Xl1/2)および 12確×2)」 と記載

鱒 5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジ畢~サ (2Xl L2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ 12× lψ)」 と記載

(油船)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ 121/2X2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ 121/2× 2)」 と記載  
｀

鱚路7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ 12× l1/2)およびレジューサ 121/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出口合流抱 と記載

(漁饂)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日合流煮～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」と記載

(油∞)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入日まで」と記載

(浬Ю)記載の適正化を行うも既工事計画書には「SS41」 と記載

_(浬77)記載の適正化を行う。既I事計画書には 唯辮鱈扮岐点～ディ▼ゼル発電掏 と記載

(寇78)記載の適正化を行う。既工事計画書には「デイーゼル発電機年レジューサ (12× 8)及び合流紬 と記載
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建 79)

帥 )

鶴 1)

(,こと要Bこと)

鶴 3)

嗣

艤 5)

(出)

記載¢適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～海水戻母管」と記載

STT38同等材 (STT3701への取替えを行う。

創昭G42同等材 (STPG410)への取替えを行う。

記載の適正化を行う。既正事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

SS41同等材 lSS制0への取替えを行う。

注記について記載の適正化を行う。平成路年6月 10日付け原規規発第16(汚 165→引こで認可された既工事計画書に記載の「鋤 における使用時の値」を削除

記載の適正化を行う。蝉 月10日付け原規規誇第16()61∽号にて認可された既工事計画書には変更後に記載
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 10

本角
'準

10月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 冷珠lュニ年十υ月ば耳

至 令類ュふ年10月 lμ 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のといり

6検査結果    検査結果〒覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2‐ 10

|

∫



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成30年 7月 4日 )

関原発第260号 (平成80年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

四原発第 513号 (平成 31年 2月 6+日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第293号 (2021年 8月 2日 )

成績書管理番号 :2-10

検査申請下覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-10

u

特記事項

牟 し

検査立会責任者

パ イラ_t夕_ど 'ノ主任技術者

原子力掩殺検査官

写

太

雰 と み

勇入ンユ

検査結果

歿

検査年月日

冷れζ年
lυ月 |》 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-10

林査年月日 :冷知 呂 年 tじ 月 iか 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認
O・

―

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認

4



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(下号検査)

添付資料 3■ l

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-10

ぃ奪
年月日 :冷朱ほ&午  10月  lξ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧―

必要な図面等が準備されていることも 図面等確認 ①―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。              !

記録確認 OIT

系統構成が完了していること。
9
⑩ 《説・一

`



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-10

検査年月日:吟
珠n3年 十υ FIか

日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考
`

こ記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ 070と 、T2■ と801

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照               !

検 査 対 象

計測制御系統施設

需1御方式及び制御方法                    `
発電用原子炉の制御方法

制御棒の位置の制御方法、一次冷却材のほう素濃度の制御方法、加圧器の圧力、加圧器の水位

の制御方法及び安全保護系等の制御方法

別添 1参照

検査結果 検査方法判定基準検査項目

記録確認

設備及び機器が工事計画に従い製作

され(据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

盈ヽ組立て及び据付け状態を確認す

る検査

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(二号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :猪 10

襟査午月日1祢
=年
 キD「月 1滲 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 2参照
組立て及び据付け状態を

確認する検査 雄

目視一以下余自i

備考

7



∝

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

計測制御系統施設

加圧水裂発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く心)にあっては、次の事項

1 制御方式及び制御方法

(1)発電用原子炉の制御方式

発電用原子炉の反応度の制御方式、加圧器の圧力、加圧器の水位の制御方式及び安全保護系等の制御方式

(注 1)既工事計画書の記載を整理し、記載の適正化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和49年 2月 20日 付け49資庁第2?l号にて認可された工事計画の添付資料3「制御能力計算書」による。

(注 3)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行う。記載内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法「原子炉保護装置」及び「安全注入信号」による。

」〉遭
誉郭
Ｐ

含
＼
９

ω
■
３
れ
出
∞
Ш

変 更 後

発電用原子炉の制御は以下の方式で行 う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式

(変更なし)

b 加圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方式

(変更なし)

安全保護系の制御方式

(変更なし)

d 原子炉トリンプ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の制御方式
(3)原子炉トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号による原子炉出力

抑制機能

(b)原子炉 トリップ失敗時に原子炉を未臨界にするための1次冷却材のほう素濃度の調整

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

変 更 前

発電用原子炉の制御は以下
`′

,方式で行う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式 (注ゆ

(a)制 御棒の位置調整

(b)1次冷却材のほう素濃度調整    .
b 加圧器の圧力及び力口圧器の水位の制御方式 (と

'
(a)加圧器の圧力の制御方式

イ加庭器スプレイでの冷却による旗圧調整   
‐

口加圧器逃がし弁による滅圧調整

ハ加圧器ヒータでの加熱による加圧調整

(も)加圧器の水位の制御方式

イ充てん流量による水位調整

c 安全保護系の制御方式 (と。

(a)原子炉非常停止信号による原子炉)F常俸上機能

(b)工学的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

- 2u― II-4-1-1 -



(2)発電用原子炉の制御方法

制御棒の位置の制御方法、ィ次冷却材のほう素濃度の制御方法、加圧器の圧力、加圧器の水位の制御方法及び安全保護系等の制御方法

ヽO

(1/4)

|

変 更 前 変 更 後
発電用原子炉の は以下の方法で行 う。 発電用原子炉の制御は以下の方法で行う。

a 制御棒の位置の制御方法(1次冷却材の温度の制御を含む。)a 制御棒の位置の制御方法 (1次冷却材の温度の制御を含む。)(柱つ

伸l御棒は制御グループと停上グループとに分け、制御グループ制御棒クラスタは1次冷却

材平均温度とタービン負荷に比例するプログラム平均n度 との差 (主信号)及び中性子束信号

とタービン負荷信号との差 (補助信号)を計容値内に保つことにより、プラントの出力変化に

追従するように自動制御される。

また手動制御も可能である。停止グループ制御棒クラスタはヽ制御グループ制御棒クラス

タとともに、炉心に挿入することにより原子炉を出力状態から速やかに高イ且停止させる。

b l久冷却材のほう素濃度の制御方法 (とつ

化学体積制御設備は、1次冷却材のほう素濃度調整により、高温幕出力状態から室温状態

までの1次冷却材温度の変化、キセノン、サマリクム等の核分裂生成物量の変化及び燃料の

燃焼に伴う比較的ゆるやかな反応度変化の補償を行う。1次冷却材のほう素機度調整は、フ

ィー ドアンドブリード方式の4つの制御モー ド(「 自動補給」、「希ア沢」、「急速希釈」及び

「
濃縮」)のいずれかによつて行う。

c 加圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方法

(a〉 加圧器の圧力の制御方法 (滋か

加圧器の圧力を制御することにより1次冷却材の圧力を―定に保つ。

このたy)、 加圧器には加圧器るプレイ弁、加F器逃がし弁及び加圧器ヒエタを設置し、

原子炉,墓転中では加圧器の圧力変動に応じて、加圧器スプレイでの冷却による滅圧調整又

は加圧器ヒータでのカロ熱による加圧調整の組合せにより加圧器の圧力の吉」御を行う。

なお、加圧器スプレイの能力を超えるような圧力上昇があった場合にはゞ加圧器逃がし

弁の作動により圧力上昇を阻止する。                     1
(b)加圧器の水位め制御方法 (■ゆ

加庄器水位プログラムに基づき1次冷却材平均温度に比例した加圧器基準水位を設定

し、出力変化に伴う実際のl次冷却材の体積変化が基準水位に一致するように制御する。

この珈圧器基準水位と加圧器水位との偏差信号に従い、化学体積制御設備の充てん流量を

自動調整して加圧器の水位の制御を行う。

(変更なし)

b l次冷却材のほう素濃度の制御方法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

(変更なし)

c 加圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方法

(変更なし)
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(2/4)

変 更 前 I

変 更 後
d 安全保護系の制御方法 (と。

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能 (注4,

原子炉非常停止信号の作動回路は、
力
2 out pf 3■ 方式等の論理回路及び原子炉 トリン

プしゃ断器で構成され、原子炉非常停上を行う。

d 安全保護系の制御方法

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

原子炉非常停止信号の作動回路はt"2 out of 3"方 式等の論理回路及び原子Ⅲ脅トリッ

プしや断器で構成され、原子炉非常停止を行 う。

原子炉非常停止信号の論理回路は、マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置を適

用し、検蔵ヒ及び′、― ドウェアと統合されたシステムに対する妥当性確認を行つたノフトウ

ェアを使用する。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

原子炉非常博止信号の作動回路

マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

シングルタスク方式

論理回路 :4

マイクロプロセッサの停止、通信の進断等を検去口し、

警報を発信するとともに、保護機能喪失の場合は当該

チャンネルをトジップ状態とする

0～ 50℃

10～ 95%RI

放射線の影響のないこと(非管理区域に設置)

0.2秒メ下

プロセス信号がデジタル制御装置に入力されてから、

原子炉非常停止信号が原子炉 トリンプしや断器入出力

されるまで。ただし、デジタル制御装置の

^力

が接点

信号である原子炉非常停止信号は、0.16秒以下。

計測制御系と電気的及び機能的に分離

外部ネントワークヘの直接接続なし

種類

演算処理方式

デジタル制御装置の個数

自己診断

温度

湿度

放射繰量

応答時間

データ通信

外部ネットワークとの遮断

環境

条件

一
〇

検査対象範囲‐
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(3/4)

変 更 前 変 更 後
(b)工学的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能 (と 1'。

工学的安全施設作動信号の作動回路は多重構成で"2 out of 3生 方式等の論理回路及び

(b)工学的安全祐設作動信号による工学的安全施設の起動機能

工学的安全施設作動信号の作動回路は多重構成で"2 out of 3"方式等の論理回路及び

2系列の作動装置て構成され、工学的安全施設の起動を行 う。

工学的安全施設作動信号の作動回路は、マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

を導用して検証及びハrド ゥェアを統合されたシス々ムに対する妥当桂確認を行ったノフ

トウェアを使用する。            、

作動装置で構成され、正学的安全施設の起動を行 う。

|

菱
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

計測制御系と電気的及び機能的に分離

外部ネットワークヘの直接接続なし

マイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置

シングルタスク方式

論理回路 :4

作動装置 :2

マイクロプロィッチの停止(通信の進断等を僚知し、

書報を発信するとともに、異常な信号を出力しないよ

うにする

10-950/ORH

0～ 50℃

放射線の影響のないこと(非管理区域に設置)

〔
10秒以下

プロセス信号がデジタル制御装置に入力されてから、

工学的安全施設作動信号が出力されるまで 〕

温度

温度

放射線量

種類

演算処理方式

データ通信

外部ネットワークとの速断

工学的安全施設作動信号の作動回路

デジタル制御装置の鶴数

自己診断

境

件

秦

条

応答時間

‐
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(4/4)

e F予炉｀
ⅢィッT失敗時に原子炉を

=全

に,止するた,ρ設備の制仰方法
(a)原子炉トリンプ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号による原子炉出力

抑制機能

原子炉トリップ失敗時に原子炉
~を
安全に停止するための設備あ作勧信号の作動回路は、

・2 out of 3"方 式の論理回路友び作動装置で構成され、原子炉出力抑制を行う。  一

原子炉 トリンプ失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号の検出部及び論理

、 回路部は、検出部又は論理回路部の駆動源の喪失が生した場合において、原子炉 トリツプ
失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号を作動させず原子炉施設の安全上支

障がなぃ状態を維持する設計(7ユイル・アズ・イズ)と して駆動源が喪失したことを運転

員が確実に認知できるように中央制御室に警報を表示する。

(b)原子`炉 トリィプ失敗時に原子炉を未臨界にすoための1次冷却材のほう索濃度の調整

原子炉 トリップ失敗時の1次冷却材のほう素濃度調整として、'炉
~心
に十分な量のほう酸

水を注入する。

変 更 後

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 前

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

既工事計画書 を整理し、記載の適正化を行う。

既工事計画書に記栽がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和49年 2月 20日 付け49資庁第271号にて認可された工事計画の添付資料3「制御能力計算書」

記載の道正化を行う。既工事計画喜には「原子炉保護装置」と記載。

既工事計画書に記載がないため記栽の適正化を行う。記載内容は、,七工事計画書の制御方式および制御方法「原子炉保護装置」による。

跳工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法「安全注入信号」による。

による。
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＼＼
９
）

ふγ
鞘
コ
ω
心
Ｗ
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〇
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中
ド
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Ш
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確認内容

・組立て及び据付け状態を確認する

検査

。自己診麟

・データ通信

。外部ネットワークと遮断

検査項目

組立て及び据付け状態を

確認する検査

検査対象

分散

PlCl
PlC2
P2Cl
P2C2
P3Cl
P3C2
P4Cl
P2C2

チャンネル

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

面数

8

盤名称

2号機 原子炉保護系計器ラック I-1
2号機 原子炉保護系計器ラック1-2
2号機 原子炉保護系計器ラックⅡ-1
2号機 原子炉保護系計器ラックⅡ-2
2号機 原子炉保護系討器ラックⅢ-1
2号機 原子炉保護系計器ラックⅢ-2
2号機 原子炉保護系計器ラックⅣ-1
2号機 原子炉保護系計器ラックⅣ‐ 2

火,電 Pじ聖式をB捜にL凝蕪工、RλSI製裁を護乗にっt、コi竜譲駐宅礁生貸亀っ

一］
＼
印

湮
郭

Ю
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営

∞
命

一〇
洒

冨

国
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書
く

ヽ

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-H

く
今か
`年
3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名   '関 西篭力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自今群→年e tt γ日

垂今々っよ年31月 ?日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果二覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-H

く

Q



検査中請書番号

(申請年月日)

関原発第321号

関原発第435号

関原発第 47号
関原発第203号

関原発第260号

関原発第416号

関原発第505号

関原発第513号

関原発第  4号

関原発第 .69号

関原発第 116号

関原発第205号

関原発第511号

関原発第543号

関原発第618号

(平成 30年 3月 20日ら

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7'月  4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月  1日 )

(平成 31年 2月  6日 )

(平成 31年 4月  4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 )

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 31日 )

(2020年 2月 26日 )

Ｆ
夕
●

(2o21′44R39鳳 )

跳解骨銚
(2。 22年ぢRI'n)i
2

す♂争
13 2,22舟ち>R′。a)

2 0 7平成( 8 l年 月 日)
′

23号
23電
ユ守g電

(2020年え3月 24日 )

(20,20年 4月  7日 )

成縦書管理番号 :2-H

検査申請∵覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

9RI駐
29

C

(
ヽ

盈



β /令

検査結果下覧表

成績書管理番号 :2-11

い

特記事項

T3し

検査立会責任者

万ゴイ,デ ,'…ギ
4/キ任技術者

原子力検査官

髭 八 整

検査結果

Ｒヽ

検査年月日

令和  S 年
3月 ピ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
:   共通事項

成績書管理番号 上2-H

検査年月日 :を沖曹お年  ご 月 χ 日

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

く

(こ

4

確認事項 確認方法 確認結果 備 考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認 ⑬ ―

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録確認

ヽ

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 Q



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績善管理番号 :2-H

検査年月白 :Z油帝 d年 § 月 だ 日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

f
＼

生

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること. 記録確認 Q・ ●

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ ―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。     ヽ :   1

記録確認 Q

系統構成が完了していること。
0
∽ Q―

占



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(二号検査)

.                  成績書管理番号 :2-「H

検査年月日:紳 e tt s 月 /日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

ｒ〓」＼へ

生

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び裾付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査      イ

設イ府及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

決
ω

硼

備考    、                     |
。記録確認はヽェ事辞「甲

に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性下窪認検査成績書の識別番号 :T2■ -0208

0日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
i  (一 号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :2-H

検査年月日:今紬 a年 さ 月 χ 日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

〔
＼

q

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管

外観検査

組立て及び据付け状態を確認

する検査
段

目斬藤
1

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管

耐圧検査

濡えい検査
別添 3参照 段

備考

※ 1:別添 1(6/10、 7/10)の 太線 (青線)枠内の範囲
(検査範囲の詳細については、別添 2参照)

!7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番号 :2-H

検査年月日 s tt a月 ;Z日 ,

´
卜
＼
＼

生

検査項目 検査用計器 管理番号 測定T色囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

2021,1.26

2021,4.30
(正 )

２

　

　

２

０

　

　

０

２

　

　

２

６

　
　
０

２

　
　
３

１

　

４

耐圧検査

漏えい検査
圧力計 (目J)

T以下余自―

8



ρ /a

設 1備 概 要

工事計画本文 (原規規発第 160610Ь号 (平成2と年む月16日 認可))
計測制御系統施設                        ′

9 制御用空気設備に係る次の事項     ―

(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

ヽ0

J〉望
習部.
ω エ

常⌒
ω エ

渤 ＼
.卜 4
皿 〇



ヘ

ヽ
０

変 更 後

材   料

変更なし

STPT370

S25C

厚   さ

(1lm)

(i主 3)

3.9

(最小)

6.1

/

/
(最小)

6.1

外   径

(mm)

(注 3〕

60.3

(注 3)

(差し込み

部の内径)

61.1

/

/
(差 し込み

部の内径 )

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(淀 5)

50

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(115〕

0,98

(注 5)

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材   料

STPG41

厚   さ

(腕m)

(注 3)

3.9

外   径

(mm)

(こと3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

50

最高使用

圧  カ
(MPa)

(主12)

0.83

名 称

(雄 1)

格納容器貫通部

PEN帯 332、  378

上流配管合流点

弁 (2MOV-6202、

6203)

部|
御
用
空
気
設
備

記録確認

J〉翌
譜瀬
ω ユ

構 ⌒

ω 博

渤＼
・ド ユ

田 0



ヘ倉

変 更 後

材  料

S25C

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚   さ

(mIュ ) (■阻)

(ユ13)

(差し込み (最小 )

(注

61,1

/

6.1

/
50

/
(差し込み

/
(最小 )

27.7 4.3

最高使用

圧  カ
(MPa)

(速 S〕

0,98

名 称

変更!な し

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料F早   さ

(■ lHl)

外   径

(■■■)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注 !〕

格納容器貫通部

PEN#332、  378

上流配管合流点

弁 (2MOVi6202、

6203)

制
御
用
空
気
設
備

認鎌確認

J〉選
営謝
ω ユ

構⌒
ω ω

油＼
ヽ 4
』 〇



a

変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(141E)

(澁 3〕

3.4

外 径

(14m)

(と 3】

3410

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 S〕

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滋 S〕

0。 33

名 称

沐エス接続口

(AJB NO,53

入口窒素供給配管)

弁 (2V…6291)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

財  料厚、 さ

(Iun)

最高使用

温  度|
(℃).

外 ‐ 径

(H盟■)

最・高使用

圧  力

(MPa)

名 称

＼
一ド

盟億確認

J〉選
曽離
ω ユ

構⌒
ω ヽ

渤＼
ヽ ユ

□ 0



一
い

ハ ヘ

記録確認

J〉巡
曽頚
ω ユ

常 ⌒

ω 観

渤＼
・ドユ

,コ 〇

変 更 後

材   料

STPT370

S25C

厚   さ

(mm)

(注 3)

2,9

(最小 )

4.3

/
(最小)

4.3

外  径

(mm)

(澁 3)

27.2

(▼と3)

(穴径 )

21.4

/

(穴径)

21.4

最高使用

温  度

(℃ )

(ユと5)

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 5)

0,98

名 称

ホース接続 自

(2V-6274」 L蕩範)

及び

本―ス接続 日

(2V-6288」 L蒻億)

格納容器貫通部

PEN祥 332、  878

上流配管合流点

制
御
用
空
気
設
備

材  料厚   さ

(alln)

外   径

(llHl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称



お

一■

変 更 後

材  料

変更なし

(注 3) (ユ七3

34.0 3.4 STPT37

STPT370

変更な し

厚   さ

(■ lIB)

〔注3)

3,9

外   径

(mm)

(注 3)

60,3

最高使用

圧  力 温

高使用

度

(℃ )(MPa)

更なし 更な し

0,98 138

名 称

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

STPG410

厚   さ

(mm)

(注 3)

3二 9

(イと3)

3.9

外   径

(mm)

(津 3)

60。 3

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.83

名 称

(注 12)

サ今 (2V-6204A、  B)

チド(2V-62698、  C)

制
御
用
空
気
設
備

ヽ立会・記録確認

記録確認
J〉塑
曽謝
ω ユ

‐
附 ⌒

ω O)

れ＼
ヽ ユ

ロ 〇



ハ 令

一崎

変 更 後

材  料

く注13

STPT370

(注 13)

STPT370

く
'と

6,13)

ASTM

A105

Cr II

(S25C

相 当 )

厚   さ

(mm)

(注 3,田 )

8.4

(辛13.13〕

3.9

(学16,13)

(最小 )

6.0

(注 3)

(6.0)

外  径

(alm)

(注 8,,3)

34.0

(辻 3.13〕

60.3

(注 3.6.13)

(差し込み

部の内径)

 ヽ61,1

最高使用

温  度

(℃ )

138

最高使用

「
上  カ

(MPa)

(注 S)

O,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (al旧J)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

チト(2V-6204A、  B)

弁 (2V-62698、  C)

制
御
用
空
気
設
備

立会・記録確認

記録確認

d〉道
曽謝
ω ユ

・附 ⌒

ω 刊

れ＼
・卜 」

□ 〇



お 代

ヽ
い

変 更 後

材  料

STPT370

(注も,

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(mln)

(ユL3)

3.9

/
3.4

(立

'6〕

(最小)

6.0

/
(最小)

6.0

/

(淮 a)

(6.0

/

6.0

/
-)

外  径

(mm)

(I七 3)

60.5

/
34.0

(ti3.6〉

(差し込み

郭の内径)

61.1

/
(差し込み

部の内径)

61.1

/

最高使用

温  度
(℃ )

(ユiS〕

138

最高使用

歴  力

(MPa)

(澁 5)

0,98

名 称

弁 (2V-6204A、  B)

弁 (2V-6269B、  C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材   料摩    さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

瀬
霊

卵
ユ

（
∞
＼

ユ

ｏ
）

↓
営

ω
韓

ω
れ
ヽ
□

記録確認



一
『 (注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、

SI単位に換算したものである。

公称値

記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPG42」 と記載

重大事故等時における使用時の値

本設備は既存の設備である。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾ナ桑器A、

令

ユ出日の仕切弁～格納容器内逆止弁 (2-6204A、 B)」 と記載

B出 卿ライン分岐点～計器用補助空気そう」と記載

(注 8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「計器用補助空気そ うラィンヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」

載                              _

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～中間建屋および補助建屋」と記載

(注 10)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記栽の適正化を行 う。     
｀

(注 11)エルボにういては管と同等以上の厚さのものを選定する。

と記 」〉
営

渤

謝
ユ

（
Φ
＼

工

ｏ

）

ω
構

ω
れ
ヽ
ロ

変 更 後

材   料

STPT370

厚   さ

(mm)

(it3)

3。 9

/

/
3.9

外   径

(mm)

(Vi3)

60,5

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注 6)

138

最高使用

圧  カ
(MPa)

(ユ LS)

0,98

名 称

弁 (2V-6204A( 8)

弁 (2Vi6269B、  C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 同lJ

材  料

記録確認

外

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称



ハ 令

(注 12)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、調計図書による。

(注 13)エルボを示す。   「         r             i
(注 14)sTPG42同等材 (STPC410)末の取誉えを行う。
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企 /ら

う

Ｄ

水圧.気圧

区分

気圧

備考                   「

※ l:重 大事故冬時における使用時の値

※2:最 高使用圧力Xl.25(0.83MPa× 1.i25圭 1.o4MPa)以上

※3:管 及び管継手

漏えい検査圧力

MPa

ノ̀DF∂

保持時間

分

//

耐圧検査圧力

MPa※ 2

ノ:∂″り
‐

最高使用圧力

MPa

0183

0.98Xl

検査対象

弁 QV-6204Aれ B)´

弁 (2V-6269B、  C)※
3

遭
郭

ω

（◆
営

∞
常

ω
沌
卜
回
）



ハ a

検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-H

〕
一

特記事項

与 レ

検査立会責任者

庁R/9“ ,ノ_♂/主任様術者

原子力検査官

卒十 盗

ジ負久 え

検査結果

虚

検査年月日

令和 占 年
3月 q日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項     |

:    成績書管理番号 :2-H

i          f検 今年 F日 拶淮お 年  3 月
1 , 
日

検 査 場 所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査前石雀認事項

使用前検査申請書の石雀認

て

(|

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準イ浦さ

れていること。

記録確認 ρ

検査をする工事の工

程、́期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

記録確認 10■ `

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認 O

22



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(工号検査)

・
添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-H

検査年月日:併

`年
 3月  9 日 .

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

f

(

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 OI下
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。                .
記録確認 OI一

系統構成が完了していること。
立会/

勒 ①・

之3



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2-H

検査年角日:今紳 ξ 年 3月 ?白
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

て

(

検 査 姑 象
′

計測制御系統施設

制御用空気設備

主配管

別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され 据ゞ付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

え
目視

記録確認

備考

甲記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記命」R(※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0208、 T2-1-0つ 08(その2)

24



ハ

計測制御系統施設   
｀

9 制御用空気設備に係る次の事項
(5〉 主西己管の名称、最高使用圧力、長嵩使用温度、外在、厚き友む材料

・常設      `   i                ~

令

設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 19、日認可))

鸞
吟

望
朔
ユ

（
ユ
＼

ユ
０
）

◆
鞘
〓

構
ω
詢
０
．コ



お 6

ド
い

変 更 後

材  料

変更な し

STPT370

S25C

厚   さ

(mm)

くと3〕

3.9

(最小)

6.1

/

/
(最小)

6.1

外  径

(mm)

(常に3)

60.8

(注 3)

(差 し込み

部の内径)

6141

/

/

(差し込み

部の内径)

61.l

最高使用

温  度

(́℃ )

変更なし

〔注 S〕

50

最高使用

圧 ; 力

(MPa)

変更なし

〔注S〕

0.98

(注 5)

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料

(注 4〕

STPG410

厚 | さ

(“H■)

て注3〕

3.9

外  径

(m“1)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ ).

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.83

名 称

(澁 1)

格納容器貫通部

PEN帯 332、  378

上流醒管合流点

弁 (2MOV-6202、

6203)

侑lJ

御
用
空
気
設
備

瀬
玩
朔
ユ
　
（
Ｎ

↓
営
”
韓
ω
渤＼
く0エ
ロ 0



ハ ヘ

詳細は別添 2(1/3)の とおり。

い
ミ

瀬
霊
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ω
＼
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ｏ
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↓
曽
ｏ
構
ω
油
ｏ
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変 更 後

材   料

S25C

厚   さ

(mm)

(最小 )

6。 1

/

/
(最小)

4.3

外  径

(mm)

(注 3)

(差 し込み

部の内径 )

61.1

/

/

(差 し込み

部の内径)

27,7

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

(淀 常

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(ユエ5)

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材   料外  径 厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

(,と 1)

格納容器貫通部

PEN書332、  378

上流配管合流点

弁 (2MoV…6202、

6203)

制
御
用
空
気
設
備



ハ

や
い

変 更 後

材  料

STPT370

1厚外  径 さ

(Him) (mm)

(ユを3 (ユ13.11)

27,2 2,9

最高使用

温  度
(℃ )

(注 5)

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

(ユIS)

0,98

名 称

ホース接続ロ

(窒素供給連絡

配管上流 (A系 ))

及び

ホース接続 日

(窒素供給連絡

配管上流 (B系 ))

ホース接続 日

(窒素供給連絡

配管下流 (A系 ))

及び

ホース接続日

(窒素供給連絡

配管下流 (B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(Hll a)

外  径

(mm)

最高使用最高使用

温  度

(℃ )

匪 力|

(MPめ |

名 称

瀬
霊
謝

工

（
（
＼
工

０
）

↓
曽

ｏ
構
ω
詢
０
□



口
ね

ハ ヘ

詳細は別添2(1/3、 2/む )のとおり。

」〉迎
曽浜
0ユ
紺 ⌒

ω t用

詢＼
0ユ
ロ 0

変 更 後

材  料

STPT370

S25C

厚   さ

(mm)

(,13)

2.9

(最小 )

4.3

/
(最小)

413

外  径

(mm)

(}'3)

27.2

(注 3)

(穴径 )

21.4

/
(穴径 )

21.4

最高使用

温ャ 度
(℃ )

(注 S

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

(“とS〕

0,98

名 称

ホース接続口

(2VT6274」 Lj徒 )

及び

ホース接続 日

(2V-6288」 Lも籠)

格納容器貫通部

PEN#332. 378

生流配管合流点

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

外 4!I 【 | 料

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匡  力

(MPa)

名 称



い
０

ィ

ハ ヘ

詳細は別添2(3/3)の とおり。

」〉遭
習謝
(Л ユ

韓⌒
い 0)

油＼
0ユ
□ 〇

変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

STPT370

変更なし

厚
｀
さ

(れ題)

(注 3)

3.4

(ユ13)

3.9

外  径

(mm)

(注 3)

34,0

(:笠 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(

138

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

(注 S,

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPG410

厚   さ

(mm)

(ユ■3)

3.9

(ユ主3】

3.9

外  径

(mln)

注ヽ3)

60.3

(注 3)

60。 3

最高使用

温
‐
度

(℃ )

50

最高使用

旺  カ
(MPa)

0.83

名 称

(虐 12)

折ド(2V…6204A( B)

労卜(2V… 6269B、  C)

制
御
用
空
気
設
備
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い

一

変 更 後

材  料

(注 la)

STPT370

('と 13)

STPT370

(注6.:3)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相当)

厚  さ

(mm)

(注 3,〕 8)

3.4

〔と3.13)

3.9

(注5,13)

(最小)

6.0

(注 3〕

(6.0)

外  径

(1鳳m)

〈113.13)

34.0

て注8,13)

60.3

(澁 3,6,13)

(差し込み

部の内岱

61,1

最高使用

温  1度

(℃ )

〔注5)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 S)

0.98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

圧  カ
(MPa)

最高使用

温  度
(℃ )

外   径 厚   さ

(『lm) (mm)

名 称

ゲ辞(2V-6204A、  B)

夢
～
(2V-6269B、  C)

制
御
用
空
気
設
備

瀬
霊
謝
ユ

（
刊
＼
ゴ

Ｏ
）

↓
掛
伽
構
ω
詢
ｏ
四



ハ 6

〕
博

変 更 後

材  料

STPT370

(注 S〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚 さ

(mm)

(,と 3〕

3.9

/
3。 4

t澁 6】

(最小 )

6.0

/
(最小)

6.0

/

く注8)

(6:0

/

6.0

/
-)

外 径

(mm)

(注 3〕

60.5

/
34,0

(注 3,61

(差し聯

部の内働

61.1

/

(差し込み

部の内働

61,1

/

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 5)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(淮 S,

0。 98

名 称

ジ今 (2V-6204A、  B)

ブ書(2V-6269B、
「
C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (m瓶 )

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧
・
カ

(MPa)

名 称

鴻
霊
謝
ユ

（
∞
＼
〓

０
）

◆
普
伽
構
ω
れ
０
ロ



ω
い

お ⌒

(注 1)記載の適正化を行う｀と既工事計画書には「計器用空気絶燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁 (2-6204A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値                               ヽ

(注4)記載の適正イ筆を行う。既工事計画書には「STPG42」 と記載       .
(注5)重大事故等時における使用時の値         ′    ・                     !

(注6)本設備は既存の設備である。
‐
                _

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 日‐ライン分岐J点～計器用補助空気そう」と記載

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用補助空気そうラインヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁」

載            ′

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～中間建屋および補助建屋」と記畿

(注 10)拳該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行う。

(注 n)ェルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。           l I          .

と記 削
霊
謝
ユ

（
０
＼
〓

０
）

↓
普

ｏ
精

ω
れ
０
□

変 更
｀
後

材  料

STPT370

「
早  さ

(“un)

(注 3)

3.9

/

/
3.9

タト 径

(mm)

(注3)

60.5

/

/
60.5

最高使用

温  度
(℃ )

(注 5)

138

最高使用

圧  カ
.(MPa)

〔注 3)

0,98

名 称

デド(2V工6204A、  B)

弁 (2V-6269B、 C)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材1 料外  径
|

(mm)|

厚   さ

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称



お 6

(注 12)既工事計画書に記歳がなし!ため記載の適正化を行う。記哉内容は、設計図書による。

(注13)エルボを示す。

(注 14)ISTPG42同等材 (STPG■ 0)への取替えを行 う志 
・

呻
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :放射線管理施設
―  原子炉格納施設

系 統 名 生体遮蔽装置

外部遮蔽

二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリエ ト壁

外部しゃへい建屋 (2次格納施設 )

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-12

斧莉5午 /2月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請

4検 査期 日

5検 査場所

使用前検査申請番号

関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第  69号

(平成 28年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(令和 元年

10月

3月

4月

7月

8月

12月

2月

2月

4月

5月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

■6日 )

鯨 猪姥1′ ち号齢湘 え午
関醗塩2DS君 (全蘊え年
閣鰯 す!1遇 像9ュ 9年
穏嚇折F§窪手打年閣 界

6可 2+ロジ
浄電z3日 )
IRgl幽う
2n五あ日)
sn 24日 )

関漁解 2g

饂晨釜安P君
据 (ユo2o無

雹  尼猛キ サ筆
叩

却

郷

Ｒ

Ｒ
日

午

４

８

自
牟 和 抱

年 S月 お 日

至秦罪8 5 毎i/?月  を日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦
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6検 査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

放射線管理施設

生体遮蔽装置

外部遮蔽 一式

原子炉格納施設

二次格納施設

鋼製格納容器

外周 コンクリー ト壁

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 ) 一式

7検 査実施者   検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結果一覧表のとお り

9添 付資料 使用前検査記録  
′

1検査前確認事項

2材 料検査記録
3寸 法検査記録

4外 観検査記録

5組 立て及び据付け状態を確認する検査記録

6検 査用計器一覧表

″



検査実施者一覧表

検査年月 日 原子力施設検査官 印

tυ

工 胡

螺漉難

デ珂口 梶 色

棘 し

発電機旅蓄 芋任技術者 な し

み し

特記事項検査立会責任者 印

雑 ¶辟 f主任技術者

壊摯転桑原津▼ 主任技術者

衛

尿ヽ

芳

吊

常

糖

コ

・価

ゑ 八 え

水イ 角菰

日

今未口え年
す月食争 日

今待式年
ど 月2丁 日



検査実施者一覧表

獲力徹亀年
/月 ∫白

絢々ぇ年 み 久 え

鶏 技夕乾八

年 し

ヘ

異雲亀R原 与げ
主
←
技術者

彦月 夕 日 「かし

特記事項

左>し

検査立会責任者 印

漁 為
`う

″
技デ 主任技術者^托屯

媛雲留用 斎許郷げ  主任技術者

原子力施設検査官 印

″ヽ今

反

埃

彩

為

占

可

す~】ヤ芳鶯
ゑ 泉ス

検査年月 日

鋒
仲

日
″碑
野
埼



検査実施者丁覧表

塔覇帥え年

彦月2/日

螂

特記事項

む こ

検査立会責任若 印

為t偶病穂エケ
~ 
主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

♂常拷衛

翔嬢修耗よ老

検査年月 日

年

月   日

年

月   日



検査実施者一覧表

検査年月 日

令ム■え年

?月 F十 日

原子力施設検査官 印 検査立会責任者 印

れ竜廂み、う″汐主任好術者
|

特記事項

推壌康丘 なし

0ヽ 併
熟 次 衆

ん歳え年

″月ノ日 蕉 、lq 蠅

甲輝れげ  主任技術者 主>し

剰 承 篇 主任技術者

ぐ ン

日

年

８

一亀

Ｆ月



検査年月日

たガηえ年
え定月 /'日

嗚 1倉んえ年

今来し盈年

/月 7日 ネ 今 後

検査実施者一覧表

検査立会責任者 印

為島職乃、多央テ 主任技術者

各 立 堀 原 子 ザ  主任技術者

発 電 網 派 手 ザ
主任技術者

特記事項

五 れ n な レ

与し

怠4名纏

ラ電歯 拠色 なし
6月 生日



検査年月日

月   日

原子力施穣験 査官 印

検査実施者一覧表

縦 碑 主任技術者

主任技術者

主任技術者

特記事項

ア3ヒ

00 年

年

日月

彰八 ▼b月 2∂ 日
神 Z年



検査実施者一覧表

奪し

→ 年

主任技術者

主任技術者

月   日

特記事項検査立会責任者

主任技術者

原子力検査官

撃

子な孝ラR
著 A

検査年月日

海OS年
12月 乞日



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

ヽ
０

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

日

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   日

年

月   日
イ

寸法検査

ρ管爵
年

b日

移

今赤Dえ 年
す 月27日

表

年

月   日

材料検査

r

年

び日

移

奪赤早
ξ
ん

月互

年

そ 日

薇
今和え 年

ど月2'日

武

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

外観検査

年

月   日

年

月   日

◆乃 ぇ 年
彦月 ダ日

&

寸法検査

だんみ 年

/月 ま日

′く
今倖 亀年

7 月2う 日

焚

今れ た 年｀
P tt P日

食

材料検査

浴み た 年

7月 す日

′く
↑かえ
'7月

年

露日

拡

年

月

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 口

結果



検査結果∵覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

一Ｎ

備 考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

月   日

年

月   日

年

月   日

外観検査

年

月   日
オ

年

月   日

年

月   日

寸法検査

年

月   日

年

月   日

年

月

材料検査

冷覇も 危 年
′月2r日

及

年

月  日́

年

月   日

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果

オ



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しやべい建屋 (2次格納施設 )

ゝ
Ｗ

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

年

月

年

月

外観検査

命れな年
7月 |1日

段

年

月

年

月

寸法検査

↑箱施 年
?月 Fr日

ヽ

R
今/4,亀 年

rr tt rら 日

2

批争テ日
λ

材料検査

年

月

/デルえ年
子1 月r3日

皮

年

月

険査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮蔽

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリート壁 外部しやへい建屋 (2次格納施設)

（ヽ

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

月   日

月   日

外観検査

年

F   日二″

年

月   日
″

年

月 日

寸法検査

年

月

年

月   日

今株D豊 年
ι月2・ H

:

食

材料検査

?ア与をz含ん日

棄

分ん 又年
/月  7日

風

年

月

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結果

/



検査結果一覧表

系統名 :生体遮蔽装置 外部遮萩

二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

＼幣

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

磨 砂 3年

+2月  フ日

曼

月   日

外観検査

今
～
宝年

び 月 2θ 日

ヽ

孜

湾罪D '年

r2月  2ロ

久

年

月

寸法検査

舎藩 之年

が 月 Zδ日

ヽ

我

活湧D3年
r2月 /日

気
年

月   日

材料検査

年

月

荊 ジ 年

'2月
 /日

袋
年

月   日

検査項 目

検査 日

結果

検査 日

結果

検査 日

結 果



添付資料1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

鞠 日孜
使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。(缶紳え
S月 盪

年
,
} 日

,

R
彿 え年

ど月2'日 R

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認

柳 年

ケ月,か日 移
今わえ年

す月解日 泉
彿 角年

ど月2す 日 k

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

静 狩
ケ月,b日 汐
4井口ん 年

す角罫日 良
今紳た年

ぢ月空す日 R

/6



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

浴み味岸

/月 す日 た
使用前検査成績書の 「3検

査申請Jに 申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。今小与亀年

守月aユ 日庭
舎燕え年

″月7日
ヽ

曳

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認

拗

″月す日 魔
↑″亀年
 々月 243日 史
持熱 花 午

7月 2日 え

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

舎ん静

夕月∫日 た
↑
～
ん年

7月上ユ日え
今和売年

夕月 7日 負

/7



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

今釉え年

7月 2'日 夜

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。年

月  夢レ

月   日

検査をする工事のエ

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

こと。

記録確認
r

つれた年

′月2′ 日 長
年

月 日

年 イ

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

浴覇⑦え年

′月2/日 灸

年

月   日

年 イ

/ξ



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認

◆細亀年

?月
'十

日

ヽ

段
使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。つ″亀年
!1月
'3日

皮

跡 え 年

療月7日 後

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

記録確認

命純元年
?月 H日 費

全′多亀年
Fi月 十β日 2
力律え年
/又月 ダ日 甚

工事計画の認可番号

の記載が適切である

ことど

記録確認

今細免年

?月 |十 日 負

↑″ん年
rr tt IB日 鬼

肺 え年
雰月″日 欠

′9



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

使用前検査成績書の「 3検

査申請Jに 申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載する。

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どお りである

こと。

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

浴デ耀な年
/2月 /∂ 日 魔

倉ん Z年

メ月 守日 昆

今和2年
♭月え日 R

記録確認

2～た年
/z月  /ρ 日 甚

分為ス年

,月 写日 愛

今株9皇 年

ι月2日

,

R

記録確認

顔 ア
`年

皮 月 /′ 日 羞

参ん2年
十月 7日 淀

走
,年
♭月盈日

20



共通事項

使用前検査申請書の確認

工事計画の認可番号

の記載が適切である

ことと

高浜発電所第 2号機 _使用前検査記録

検査前確認事項

添付資料 と-1

備考

使用前検査成績書の「3検

査申請」に申請番号 (変更申

講番号を含む。)を記載する。

日

確認方法 検査年月日

沼浙ψ2年

ノ月2'日

結果

灸ヽ

代
ハ奪b '年

+2月  十日
記録確認

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備さ

れていること。

確認事項

浴洒説2年
デ月2o日

年

日

夜ヽ

灸
崩 〕 年

12月  十 日

年 /

記録確認

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が

申請書どおりである

こと。

弯湖静2年

♭月23日 薇
納 3年

12月  十日従
年 /

記録確認

21



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

拗
伊月だ日移
牟未りえ年
す 月二『 日良

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

年

一

堺 τ 日 予
看と
'口

篇日良
検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

令ホ鬱員二年

『
月2予 日 R
年

月   日

年

22



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

図面等確認

看羽功色年

ど月必=日 瓜
裟琢巧也年

7月 ぎ日 災
井々宕心年

窮々芽イ日 魔

必要な図面等が準備

されていること。

今和え年

ど月本 日 皮
食募″仏年

夕月 すロ ′く
↑拒免年
守 月 登ユ日え

検査用計器が校正 さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な根1定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

午熟 為 年

ど月‐ 良

守
2

お



添付資料 と-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

蜂備 されているこ

と。      
′

記録確認

冷和た年

′月2′ 自 費
?″毛年
H月 18日 淀

濃和盗年
″ 月 〃 日 魔

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今約 え年

″月2/癖 艶
今μえ年

'I tt IB日

史

′を▼ηえ午
/Z月 /θ 日 麦

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な涙1定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

I

今和え年

中 日

ヽ

費

蒻蒻覇ぇ年
ノ/月 /′ 日 薇

邪



添付資料 1-2

材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

日

確認事項 確認方法

記録確認

検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

今ん Z年
/月 7日 魔

角神 3年

'2月

 十日 資
年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

分んぇ年

/月  7日 捷
練 う年

12月  I日 代
/

検査用計器が校正さ

れており有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

とЬ

記録確認

分未夕z年
/月 7日 Й
励 3年

12戸  r日 衣
年

2す



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

塔洋警呼百年
ケ月′あ日ラ
今未口ぇ 年
J月 2守 日

,

R
令 仲 鬼 年

+

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

下キ,『R「 ! 移
↑未uえ年
ξ 月2η 日 R

年

一

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

た>洋巧脅年

ケ月Fる 日 移
◆未,え 仔|

ま月2η 日 捷
年

一

ジ

26



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

協 午

夕月す日 え
↑濤危年

7月 23日 2
◆和″■年

房月 ア日 丈

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

揚 ▲年

/月 ∫日 た
今″え年

'7月 歿3日
虚

つ和え年
′

'月
ダ日 衰

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有しているこ

と。

記録確認

枷 年

7月 す日 夕く
◆か2_ん年

'7月 23日
施

今入
'た
年

β月 7日 我

2η



添付資料 1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

今約盈年

?月 |1日 段
↑″え年
F'月 ,3日
虚

力令た年
/又月 7日 差

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今益盈年
?月 |1日 R
?″府年

'1月
′3日 鬼

注組 え年

宏月 ダ日 舟
検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

今紳ぇ年
9月 |十 日 安
髯静 花年

11月

'8日

た

力浄え年
/支月 ア 日 え

28



添付資料 1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

検査年月日

2q

確認事項 確認方法

記録確認

結果 イ薦考

申請者の品質記録が

攀備されているこ

と。

苺冬 2年
♭月 2日 健

今紳 2年

ど月za日 挺
溶和
'年12月 1日 代

必要な図面等が準備

されていることと
図面等確認

令未□盈年

ι tt λ日 熊
待榊 z年

ど月2,日

爾 3年

12月  1 日

ヽ

費

く
検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。   i  
｀

記録確認

今蒻れ乞年
ι月2日

,

R
冷

～

2年

ぢ月23日

ヽ

後
浴和3年

I■月 ,日 従



添付資料 1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

冷稗盈年

彦月 ′日 &
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

々や劣危年
テ月 夕日 拠
年

月   日

年 イ

30



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

令約盈年
?月 |十 日

ヽ

R
石功諦彦年十
歩 月2d日 灸
角 わ
'年
12月  2日 粂

必要な図面等が準r蒲

されていること。
図画等確認

今約ぇ年
7月 子的 費
/争和z年
ヽ
渉月 23日 衰
潟的う年

F2月  2日 魚

31



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備 考

申請者の品質記録が

蜂備 されているこ

と。

記録確認

旬帝 S午
ノを月 ゑ 日 罠

年

月   日

年

ィ∵舟
才´
日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

神 § 年

/彦月 じ 日
ヽ

衰
年

月   日

年

ごと



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基蜂に適合す ること。

検査対象 材 料 校査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上菩辞鍵

鉄筋コンクリー ト、
※1

(密度 2.lg/cn3以上 )

報 、為 レ 赫
下 都

年

月 日 / 絲
ドーム部

ロネ児/

鰤

備 考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求 される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認

ロセメン ト、□骨材、□練混ぜ水、□混和剤、□混和材、

ロフレッシュコンク リー トの性状、□構造体 とンクリー トの圧縮強度、

ロアルカ リシ リカ反応性、

回遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

き後ξ弓と,5写こ
最小値(   g/ё耐、

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適合性確認検査成績書の要領書番号

※ 3

T2-1-r」阪ズ功り

以下の箇所について確認

6丁珂盈部ルトそ謗術師4謝鯵 p

養 対



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

材料検査記録

検査方法
検査

結果

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料

目率月ノ

鍮良上部去ヨ

検査年月日

令紳え 年
よ月2η 日
年

月  日 / 継下 部

円筒郡

日

目幕♂

記録確認

鉄筋コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/c m3以 上 )
外部遮蔽

ドーム部

備考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求される品質を満たしていること確認するためイこ以下の

項目について確認
ザ

ロセメン ト、回骨材、□練混ぜ水、回混和剤、口混和材、

ロフレッシエコンクリー トの性状、回構造体 コンクリー トの圧縮強度、

回アルカ リシリカ反応性、

□遮蔽コンク リー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/cm3)、
国鉄筋

ごあと施エアンカー      ,

:記録確認は、申ヽ請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確 認検 査成績書の要領書番号 下ユfl∵
'SOλ

こ之∩1)

※ 3:以 下の
6正 区目減漁旨1藍】当塗氏架 ;

妾井凸/



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査方法

鉄筋コンクリー トに要求される品質を満たしていること確認するために以下の

項目について確認
皆牛

ロセメント、□骨材、□練混ぜ水、□混和剤、□混和材、

Mフ レッシュコンクリー トの性状、□構造体コンクリー トの圧縮強度、
回アルカリシリカ反応性、

回遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認した密度の最小値 (    , g/cm3)、
国鉄筋          :
: □あと施エアンカー

備考

※ 1

※ 3:以 下の箇所について確認
ι工区BI,フト(伊稗Dほ写係(参桜)  .

Ⅲ41申諸名げ≦ R♭た基イに費ォ♭4テふ乙ルか るヽこ橿2τ宦ぢ逸

検査

結果
材料 検査年月日

翻
記録確認

年末巳ラb年
j月ヱ
=日
良

月

年

日 / 襦

検査対象

上 部

円筒部

外部遮蔽 下 部

ドーム部

3

目移♂

記録確認

鉄筋コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/c皿
3以上 )

夢牛0す



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :r詩藤轟弁株式会社蒜浜雖鶏許

一般財団法人 日本建築総合試験所 試験研究センター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画の とお りであり、技術基準に適合す ること。

検査

結果
検査方法検査年月 日材 料

鰤
Ｒヽ

月虫ケロ

通 年
上 部

年

日月

円筒部

下 都

目布見/

醐日
ドエム都

鉄筋コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/c43以 上 )

鉄筋 コンク リー トに要求 される品質を満た していること確認す るために以下の

項目について確認栄4‐                        1
ロセメント、日骨材、回練混ぜ水、□混和剤、国混和材、

ロフレッシュコンクリートの性状、営構造体コンクリートの圧縮強度、

回アルカヅシリカ反応性、
□遮蔽コンクリートの乾燥単位容積質量

確認した密度の最小値 (      g/Cm!)、
国鉄筋
□あと施エアンカ

エ

備考

※ 1

※ 3:以 下の箇所について確認｀
6工区 t゙,7悴 ∈キ糸J14浄J舟鬱翠勺

ぷ牛tヤ線 が``亀耐レた基準に営レて
'皆

とi/モいるこ移t瀬祭舜

9年 '♭



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月 日
検

結

査

果
検査方法

上 部
年

円筒部
鰤

外部遮蔽 下 部
増3 鉄筋コンク リー ト

※1

(密度 2.lg/cm3以 上 )

年

夕く
目視/

夕月す 日

ドーム部
年

帥

備 考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求 される品質を満た していること確認す るために以下の

項 目について確認町                      
→

影毯留施エアンカー

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認検査成績書の要領書番 号 Tえ″/― /J′え(その/ジ

※ 3:以 下の箇所について確認

/ユ区/クフトr芳ム瞬睦巧il野滲望 )

Xttf▼競考が ι こと わ雲t b し
'

業 37



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設
｀
生イ本遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンクリー ト
※l

(密度 2.lg/c m3以上 )

年

一

― 雷7
記録確認

■部※う 獅 年
7ク 月23日 p

目琴y
∞

ドーム認
年

―

― 営γ

記録確認

備考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認

ロセメン ト、□骨材、□練混ぜ水、回混和剤、回混和材、

ロフレッシュコンクリー トの性状、□構造体コンクリT卜 の圧縮強度、
国アルカ リシリカ反応性、

□遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/cm3)、
国鉄筋

団あと施エアンカー

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

   |二 /生 }'∂2(彰
ρ コ )※ 2:適 合性確認検 査成績 書 ?琴 係書育 ;17′ 乏

※丑
みピ研序:給純ァ」彬照♪

幸 き7



検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 式

判定基峰 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合することも

検査対象 材 料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

上 部
年

一

紅

百鰤
円筒部

下蔀ド9 鞠 魏 盟
帥フヽ

年

一

外部遮蔽

ドーム部

鉄筋コンク リー ト
※1

(密度 2.lg/cm3以上 )

一
…鰤

備 考

※ 1:鉄筋コンクリ
=卜
に要求 され る品質を満た していること確認す るために以下の

泌項 目について確認

ロセメン ト、□骨材(□練混ぜ水、回混和剤、□混和材、
ぼフレッシュコンクリー トの性状、回構造体 コンクリー トの圧縮強度、

ロアルカ リシ リカ反応性、

回遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (l     g/cm3)、
国鉄筋                            、

□あと施エアンカー

,

解紐銘津レを`ちうしt矛惨常乙|

添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

第 サ?



添付資料 2

検査場所 :

一般財団法人 日本建築総合試験所 試験研究センター

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査

結果
検査方法検査対象 材 料 検査年月 日

上 部
年

_舟 ―~Fr ―
―――

.― ―
‐

日 帯 ′更 π

帥
円筒都

業3
下 都

つ和 え年
θ月2/日 災 臨外部遮蔽

ドーム都
年

__″月―
‐~~厨~

初

鰤

備考

※ 1

鉄筋コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/cm3以 上 )

鉄筋 コンクリー トに要求 される品質を満たしていること確認するために以下の

項目について確認求
i4

ロセメン ト、□骨材 (□ 練混ぜ水、回混和剤、□混和材、
ロフレッシュコンクリー トの性状、図構造体 コンクリー トの圧縮強度、

回アルカ リシリカ反応性、

回遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (      g/cm3)、
国鉄筋

□あと施エアンカー

※ 3:以 下の箇所について確認
7工 EXクリ/卜 C済ゼ範隠万幡塗微雰震I)

疼,4:ヤ猪老対|:逸用1上駐孝4対ャて茄盈惚体、ることを形▼シ亀

要 涌ο



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

材料
検査

結果

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合することと

検査対象 検査年月 日 検査方法

上 部
年

月 日 / 襦
円筒部

下 部
ロネ見/

帥
外部遮蔽

13ドーム部

鉄筋 コンクリー ト
※1

(密度 2.lg/c n3以上 )

↑″え年
,1月 r3日 2

目翡も/

働
備考

※ 1

C記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2:適 合性確認検査成績書 の要領書番号

※ 3:以 下の箇所について確認

T2-|"rうD2(イの2)

鉄筋 コンクリー トに要求される品質を満た していること確認す るために以下の

項 目について確認

ロセメン ト、国骨材、□練混ぜ水、回混和剤、回混和材、
ロフレッシ■コンクリー トの性状、回構造体 コンク リー トの圧縮強度、
ロアルカ リシ リカ反応性、
回遮蔽 コンクリー トの乾燥単位容積質量

ご鉄磨

認 し
千管
度の最小値 (       gん mi)、

□あと施エアンカー

iリフト(乞キ4膠 |}み↓欲″チ恥乳)

ミ▼ゆメ/



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

鉄筋コンクリ‐ 卜
※と

(密度 2.lg/cm3以 上 )

備考

※と:鉄筋コンクリー トに要求される品質を満たしていること確認するために以下の

項目について確暴
´

影し
'子

うと雪

'ケ

|ジヨ襦縁だ夜i屋最饉藤とヲ塀留里tの圧縮強度、
ロアルカリシリカ反応性、                   下

□遮霰コンクリー トの乾燥単位容積質量

確認した密度の最小値 (      g/cm')、
国鉄筋

― 匠lあ と施エアンカー

※ 3:以 下の箇所について確認

ぐサフト t朗階凋慮iヵと撫歩還)

メク1ウどッ衡立痢(え舞与て鷲ヽて為たiか Scととだ邁,

検査

結果
検査方法材料

判定基準 i工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査年月日検査対象

/ 鞠月

年

日
上 部

目碁プ

記録確認
下言る

円筒部

螂
F`畢糀差

彦 統 え 年
″ 月″ 周

外部遮級

業
'ドーム部

李 声2



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :

一般財団法人 日本建築総合試験所 試験研究センター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであ り、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽

円筒部

上 部

鉄筋コンクリー ト
※芸

(密度 2。 lg/cm3以 上 )

年

月 日/
ロネ見/
帥

下都
日

ロネ見/

鰤

ドーム部
共 3 分漁 z年

,月
′
7日 魔

餞
鰤

備 考

※ 1:鉄筋コンクリー トに要求 される品質を満た していること確認するために以下の

項目について確認
共牛

ロセメン ト、□骨材、□練混ぜ水、□混和剤、国混和材、

国フレッシュコンクリー トの性状、区構造体 コンク、リー トの圧縮強度、

ロアルカ リシ リカ反応性、

回遮蔽 コンク リー トの乾燥単位容積質量

確認 した密度の最小値 (`     Fg/cm3)、
国鉄筋

□あと施エアシカー

●

※ 3:以 下の箇所について確認
も1'7卜 (雰ね海力|_坊れ参照)

狭学:や 緒彦が
｀
趣傘♭佐基をに縦じ宝海た

していることと欣家態

李 γ
'



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

ドーム郡

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月日

上 部
年

円筒部
/2月

' 

日

外部遮蔽 下 郡
鉄筋コンクリー ト

※1

(密度 2.ig/c m3以上 )

年

ど2月 日

備考

記録確認

※ 1:鉄筋ヨンク リー トに要求される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認                ・

図セメン ト、財骨材、殴練混ぜ水、財混和剤、酵傷和材、

財フレッシュコンクリー トの性状、昭構造体 コンクリー トの圧縮強度、

財アルカ リシリカ反応性、                     ′

醗遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量       .
確認 した密度の最小値 (  7t2  g/c五 8)、

図鉄筋

露あと施エアンカー

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※ 2́:適合性確認検査成績書の要領書番号 :T2-卜 !302餓御1)

※ 3:以 下の箇所について確認

T2-1… 1302tイの2)

傘L暇
`吉

仔菅ぜ乙
つ
ギ夏み坂、門譜〕抒【客FηとFムηうフトの

日花鯨
.れ
銭瘍在数跡寵回猛漆生

検査

結果
検査方法

目移y
動
ロネ見/

鍮灸
年

日

呵昭トダ箕



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置'外部遮蔽 :一式

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日

上 部
年

円筒部
月

外部遮蔽 下 都
鉄筋コンクリー ト

※1

(密度 2.lg/c m3以 上 )

ドーム部

備考

※ 1

月 日

検査

結果
検査方法

目移y
記録確認

ロネ見/

記録確認
年

日r2月

:鉄筋コンクリー トに要求される品質を満た していること確認するために以下の

項 目について確認

旨与,子うと輩グi輩駆襟i影櫂解と了ケT望 卜ヽれ縮強度、
回アルカリシリカ反応性、
ご瓶蔽コンクリートの乾燥単位容積質量

確認した密度の最小値 (   ■、z g/Cm3)、
ご鉄筋
□あと施正アンカー

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よるむ

※ 2:適 合性確認検 査成績書の要領書番号 :幸碁事■噺移碗 >雫御避 >
~『 2-1‐ 1302tイの2)

※ 3:以 下の箇所について確認

タギマのぅフト、トワt〔マた急盈

牟だし造り
'Xの
自務泌が言      のをOn4k

R

守 翁



ヽ
噺

減
齢

検査方法
検査

結果

ン
/｀

|:|ユ:争;:;占

検査年月 日
測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

■蔀
※ヵ

l

最小厚 さ

円筒蔀 (上部※3)※タ胴壁厚

円筒部

_検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :す式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足す ることな

検査対象

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

備 考

※ 1:検査において確認 した項 目は以

影筆雲q緩羞煽系)レ平慮年後
下のとおり痣8

エアンカーの組立て精度、
※ 2

□型枠の組立精度、

※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載

※ 4:公称値  ※ 5:許容値は工事計画による
※ 3:外部遮蔽円筒部の E.Ll■い を超える部分

額多寒)

永イレ宅メ角&配 (`ろユι婦 冷

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

鍮

郭
車
が
華

∞
ｌ

μ



高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

備考

※ l

寸法検査記録

検査方法

良 記録確認
⑨

咆
叫

く
囀

検査たおいて確認 した項 目は以下のとお り
基忠

M鉄筋の組立精度、□あと施エアンカニの組立て精度、
□寸法 (検査用ボルトの寸法 :       Щ)※ 2

M型枠の組立精度、

※ 2i立会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 3:外 部遮蔽円筒部の E:L.■mを超える部分

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

※ 71以 下の箇所 について確
ら二Lョ 11フト(爵糸elェ恥率.負み設〕

郭

尊
溺
華

∞
Ｉ

Ｐ

検査

結果
検査年月日

牟未Lれぇ年
ま月2η日

測定値

(m)

許容値
※5

(m)
主要寸法

(m)

去,| 最小厚 さ上部
※3

円筒部 (上部※3)さク胴壁厚

円筒部

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮萩装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

き,こ守癖堪白せ`適Rした基準に支オtζ鑑としといることを石空こた



高浜発電所第 2号機

※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

※7:切
籠憮 掘鞘i疹熊θ

寸法検査記録

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

外部遮蔽
※上

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り
沐θ

図寸法 (検査用ボル トの寸法 :

検査方法

命禾4危 年
?月 f十 日 R ⑫軸ぶ

品
ｖ

汽
増

※ 2

※ 3:外 部姿蔽円算部の E.L.■酔 を超える部分

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

検査

結果
検査年月日

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

本
上部挙

3
最小厚 さ円筒部
7

円筒郡 (上部※3デト7胴壁厚

検査対象

一
　

、

郭

韓
述
輩

∞
―

牌

花と※ ミ尊竜 ざ通配ヒt ヤ「l ヒてテ徹 、、:3 0



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社寓浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮敲 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設

'隠

製格納容器 外周コンクリエ ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査

結果
検査方法

Ａ
騨
汽
ゃ
備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下

影等雲皇機送編係)レマ協専雲音
て精度、日空枠の組立精度、

m)※ 2

のとお り

アンカーの組立

※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 3:外 部遮蔽円筒部の E.L.山 を超える部分

※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による   |
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適 合性確認検査成績書の要領書番号 :T2-卜 1302(Yの 1)、 TZ〒 卜 13o2(ィの2)、

※ 7:以下の箇所について確認

め卜
｀
Rの ■【 心な

iリフトいo(ヽ R用往免筵                    _
iだし、6■【うウつkの凰札 1託・電税承瑠袋農♂縫□予眸く

検査年月日

R子2月  |

ガ孝bJ年

|

測定値

(m)
許容値※

'(m)

主要寸法

(m)

上部
※3

fX,守

最小厚 さ

円筒部 (上部
※3)

羊7
胴壁厚

検査対象

外部遮敲
※1

|円筒部

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

郭
疎
添
華

ω
ｌ

牌



よや

な

検査方法

⑩輔

検査

結果

魔

検査年月 日

死レ待ね年
7月 す日

測定値

(血 )

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さ下部
※317

円筒部 (下部※3)
V

円筒部

胴壁厚

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 ):一式

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

判定基準 :各都の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り平滲

ご扶筋ゐ組立精度ミぎあと施エアンカーの組立て精度、
※ 2

※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 31外 部さ尊 円筒部の E.L.I■lm以下の部分
※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

、7:4下 ?箇 Tに
0メ

弱 ノアド謗 |ユれ 奉土多弦分望ノ
*β t ゞ

〔生 レ してレ1よこ渉と線

蘇
奪
が
華

∞
―

〕



検査方法
検査

結果

フヽ

検査年月 日
測定値

(m)

許容値

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さ下部挙〆▼

円筒部` (下蔀※3)ズタ

円筒部

胴壁厚

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :下式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

備考

※ 1

※ 2

※ 4

検査において確認 し■項目は以下のとお り
来β

ご鉄筋の組立精度、□あと施エアンカとの組立て精度、ご型枠の組立精度、
国寸法 (検査用ボル トの寸法 :       m)※ 2

立会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 8:外部遮蔽円筒部の E.L
公称値  ※ 5:許 容値は工事計画による

■ m 以下の部分

※ 7

沓塾としなち|しを森* θ

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査姑象

外部遮蔽
※k

外部やしゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )絲
亀

郭
奪
蛤
華

ω
ｌ

Ｎ



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 i一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

1判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )休
帯
偽
ド
備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り業彦

□鉄筋の組立精度、□あと施エアンカーの組立て精度、

日寸法 (検査用ボル トの寸法 :  
―
  m)※ 2

□型枠 の組立精度、

※ 3:外部遮蔽円筒部の E.L.I■lm以下の部分※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載
※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による
0

17.:堀豊η♭F移霧呼衆鯵翌)
郭
尊
雄
華

ω
ｌ
商

検査方法

⑫
記録確認

検査

結果
検査年月日

若瀬Mえ年
∂月ダ日

罠

測定値

(m)

許容値
×5

(m)

主要寸法

(m)

呵
|

最小厚 さ下部
※3

円筒部(下部※3芦
7

円筒部

胴壁厚

検査対象

外部遮蔽
※1

*'ュ Ψ諸%オ絶第(移 こヽ tて 運とtて(,5こ b乙万塑咤算し



寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮敲 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト辟_外 部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

検査

結果

外部しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り
ビ鉄筋の組立精度、函あ と施エアンカーの組立て精度、日聖枠の組立精度、

ご寺法 (検査用ボルトの寸法 : m)※ 2

※ 2:立 会検査において測定を実施 した場合に記載 ※ 3:外部遮寂円筒部の EILEm以 下の部分
※ 4:公 称値  ※ 5:許 容値は工事計画による
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※ 6:適 合性確認検査成績書の要領書番号 :イ 2-i,1302鰭め1)、

※ 7:以 下の箇所について確認

守べ
｀
マの・ にふ
ばりつ卜停うHqヌ陥ラ【

検査方法

目視/

m
紺

“

郭
韓
溢
章

∞
―
〕

検査年月日

溶界リジ年
i■月 十日 螢

|

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さ下郡
※3

、Xtミ?

円筒部

円筒部 (下郡
※。
)胴壁厚

入ヽ,'7

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

外部遮蔽
※1

,どし、7■tt ηリスの凰貌納 t 詫分拠囲ミ



臨

検査

結果

皮

検査年月 日

,1 月F3日

表特 亀年

測定値

(m)

許容値挙
4

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さドニム奮予

ドーム部厚さ※`

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周 コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 ):一式

検査対象

外部遮蔽※
1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足支ること。

備考

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおぼ 7

ご鉄筋 の組立精度、回型枠の組立精度、
※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記
※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による
・記録確語は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。 !
※ 51適合性確認検査成績書の要領書番号 :T2-「―

'30ユ
(猛の2)

※6:咎
丁;母隠 、新諄酔堕)

榮7:ヤ鍛芳が通用した基 :球守と■)偽盈■.|め 3し
'′

薙
´
発

検査方法

静

亀
(検査用ボル トの寸法 m)※ 2

郭
草
が
華

∞
―

∞



⑫
記録確認

検査

結果

甚

検査年月日

肺
″

日

年

９

え

月

測定値

(m)

許容値
※4

(m)

主要寸法

(m)

最小厚 さドーム爺
M

■ r
ドーム部厚 さ

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象

外部遮蔽
※1

外部 しゃへい建屋
※1

(2次格納施設 )

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

穀

線

備考
業ク

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり
彦鉄筋の組立精度、畝型枠の組立精度、□寸法 (検査用ボル トの寸法 :

※ 2:立会検査において測定を実施した場合に記載
※ 3:公称値 ※ 4i許容値は工事計画による

:,':そ
::::;'EE:!FEE;:こ ::Ei:!F:狸 |::::i'とを,ii,1ユ :'I;ヽこ|:::::iに

''こ

,'ti:こ
:i::::ヨ〔i:〉:::ヨ ::EI】:耳 ,E:J:,EiE:ξ EEttE:|:::::::

挙
6● 以
Y〕聯 臨 器 Iゃ蛇参ヾ 暉つ

丼守,中苅渚対塗甲(資必辛k式 マヽ璃乏lktsぐ 立をガ奨 ブ

※ 2

辣
韓
溢
華

∞
ｌ
ω



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 し年へい建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り■
∂

口鉄筋の組立精度、国型枠の組立精度(ビ寸
※ 2:立会検査において測定を実施 した場合に記載
※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による
0

法 (検査用ボル トの寸法

※6:ぞ
舟冨聯誌ξ芽議 、)

抹ヽ7こ 盈レF立   共多1中指考が逝コ吐基孝Ltttてガ樅aしt→うことル宛ヶし

ω
記録確認

峠

役

郭
韓
溢
華

∞
―
∞

検査方法
査

果

検

結

冷
～
Z年

ど 月23日 : R

検査年月日
測定値

(m)

許容値
※4

(m)

最小厚 さドーム部

ドーム部厚さ

外部遮蔽挙
1

外部しゃへい建屋｀
1

(2次格納施設 )

十

|

主要寸法

(m)
検査対象



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

外部 しゃへい建屋
※1

ドーム部厚 さ
(2次格納施設 ) 沖6

備考

※ 1:検査において確認 した項 目は以下のとお り
図
/鉄
筋あ組立精度、Z聖枠の組立精度、ビ守法 (検査用ボル トの寸送

※ 2:立 会検査において測定を実施 した場合に記載
※ 3:公 称値  ※ 4:許 容値は工事計画による
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 5)に よる。

検査

結果
検査方法

蛛
＄

鈴
ゃ

)※
2

m

※5:適合性確認検査成績書の蓑領書番号 :再瑳=+蜂鉾審瑞鮮均碍 72工 |お /」。2(Y♂,と)

※ 6:以下の箇所について確認

林
｀
1のりつ焦卜PttR雄誡

郭

尊

漆

む
冨

―

∞

検査年月日

最小厚 さ

代
年浴わ づ

ザ2月 十日
A

ドーム郡
(改
,

|

主_要寸法

(五 )

許容値×
4

(m)

測定値

(m)
検査対象

外部遮蔽
※l

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設

'隠

製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

ただ
｀
し争り の |;く 4しだ

` の



記録確認

|

目移y
記録確認

註!1始
赴1覇部

b 日

年

生

２

月

検査年月日
結果

検

年

月郵

年

月芝上 日

日

年

月

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

円筒部 (上部
※1)

円筒郡 (下部
※2)

内 径

胴壁高さ

全 高

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

検査対象

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

鞘

鴇

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

外部 しゃへい建屋

(2次格納施設 )

備考

※ 1:外部遮藤円筒部の E.L.I■1皿 を緩える部分 ※2:外部遮蔽円筒部のE.L.■ 4以下の部分 ※3:公称値

検査方法

記録確認

※ 4 比 酌 かう ※ 5:許 容値はメーカ基準値による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)に よる。

※6:適合性確認検査成績書の要領書番号 :Tユ ー十一 Fg02(毛 ∩s♪
郭
尊
凝
華

ω
ｌ
ト



検査方法

目務y
範
目視/

m

LI

記録確認

月  日

日月

検査年月日
査

果

検

結

湾

'と

ご行日lι空ゝ
1灸

/デリ
'年/2月  /日

測定値

(m)

許容値
※5

(m)

主要寸法

(m)

円筒部 (上部
※1)

円筒部 (下部
※2)

内 径

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査範囲 :原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部 しゃへい建屋 (2次格納施設):一式

検査対象

螂
帥
各
嗚

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

胴壁高さ

全高

EI巨 々超える部分 ※力 :外部遮蔽円筒部の E.L.■酌 以下の部分 ※ 3:公称値
※ 4:E.L.四 か ら ※ 5:許 容値はメーカ基準値による

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 6)「によるも

※ 6:適 合性確認検査成績書の要領書番号 : T2-1-1302(イ の

'♪

外部 しゃへい建屋

(2次格納施設 )

備考          ―

※ 1:外部遮蔽円筒部の E.L

記録確認

郭
韓
凝
華

ω
ｌ
ト



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃへ

い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 !有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象

備考

・
'〒
罰ヨ岳ι3こI盟を言言語ζ専罵雲Fξ==尋葺ヨヨ言雫手壱どξ三るをチ〒ξttFE窒こ耳覇目F'母〔EEく,δttS=]SI漏 =Ξ再ミζFgに手写ζ5ョξ

※2:以下の箇所について確認

下か 7工醒クリ外 (労角1屯歩)も貶瀬竪),

検査

結果
検査方法検査年月日

業2
外部遮蔽

ｔ礎 ⑨
醐

冷
～
え年

∂月7日
外部しゃへい建屋 (2次格納施設 )

米 2

辞 ιD



添付資料 4

令約え
?月 f

年

1日

備考 I

※ 2:以下の箇所について確認
二攀 ム1と SI17卜 儲組は孔1徹滲熙、)

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃへ

い建屋 (2次格納施設):一式

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査方法
検査

結果
検査年月日検査対象

蔵
外部遮蔽

Ｒヽ ③
帥

外部しゃへい逸屋 (2次格納施設

'本

:

や ど/



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周澤ンクリー ト壁 外部しゃヘ

い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果

備考

0

※ 2:以下の箇所について確認

ド,ム掛 すヅアト(井9ツ午卸 む 1々塾孵嫁竪〔)

費ヽ

外部遮蔽

神 2年

ど 月2き 日

検査方法

醐

外部しゃへい建屋 (2次格納施設 )

斗 び2



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

`検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃヘ

い建屋 (2次格納施設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。

J検
査対象 検査年月日

外部遮蔽

外部 しゃへい建屋 (2次格納施設 )

備考

。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ ll適合性確認検査成績書の要領書番号 :

※ 2:以下の箇所について確認

線を?fi!岳ず晋客!;Z空患ど鮮
:砲

工ヽ勢 ;6■ 43t,シト
・よ尾η : 7丁魔9'フ末
・ド・ Λ守えきり

'に
  |

加
目

年

２

３

ァ

月
r 2

T2-|一 /3D之 (イ♂)')

T″ ―|ヽ /,DZ(Yの 2)

検査

結果

徽

検査方法

目務y

長 どB



添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 外部遮蔽 :一式

原子炉格納施設 二次格納施設 鋼製格納容器 外周コンクリー ト壁 外部しゃヘ

い建屋 (2次格納施設):一式

検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査

結果

役

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査年月日 検査方法検査対象

外部遮蔽

醐

〆浮伊
'午ど2月  2日

外部しゃへい建屋 (2次格納施設 )

備考

|

※ 2:以下の箇所について確認

仝更あェ歴δttWジ フたにっЧマ/触零盈

ξ井ど鋒



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

5

添付資料 6

16

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

寸法検査 コンベックス
2018.8.6

2020。 8。 5

守 庁



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器∵覧表

査 5 27、

校正年月日

有効期限
管理番号 測定範囲 狽I定精度 備考検査用計器

201&8.6

2020,8.5
コンベックス

2019.4.9

2019,7.31
エアメータ

2019,1.21

2020,1.31
温度計

2020。 11.30

塩化物量

測定器

2018.6。 16

2019.6.30
音叉式はか り

2018 8.6

8.5
ｎ
ｖ
Ｏ
と
Ａ
υ

検査項目

材料検査

寸法検査 コンベックス

誇 bι



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器∵覧表

絵杏年月 日 今んた 年 6 月 21白

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

樹料
'撤
戸土箱斑丈鰯

ヵ′9、2.I=

テοゑo:2,29

崩溜桧生 ブギ7＼
ヵ19、 2こ |よ

2つ 20。 2.29

/

/

/

為 ど7



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器■覧表

浴みん / す

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

甘雄 J/午ノクス
え,′′.=ヽ歩

2929、
'・

ま

ン`人宇雑

も需ど′



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

7 2 3、  2

検査項目

材料検査

検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

コンベックス
2018.8.6

2020.8.5

エアメータ
2019.7.8

2019.10.31

温度計

塩化物量

測定器

2019,1.21

2020。 1.31

2021.2.28

音叉式はか り

コンベックス

2019.6。 15

2020,6。 30

寸法検査
2018.8.6

2020.8.5

る事る9



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

↑な。え 8

添付資料 6

9

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

守,久増毬疑ユシヾ ックス
2o19準
gR6日

2oユ9井B R3a
Li狩I毛

)

/

/

ノ

/

電宴許 クθ



添付資料 6

検査項 目 検査用計器

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月 日 : 冷ノ
~禅
た 年 P月 之/日

管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

材溝校盗 脇

本守潮癖免色 ァでた

夕与あ耳ノ確

と

_'ガ
'韓
P

密ムク/



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年 今箱念年 ? 月 |!日

検査項目 測定範囲検査用計器

]ウ A巧 9K

管理番号 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

武宏籠

ス手念色

ク∂お毎臓R`且
zo2o4attSR

η ″ど



添付資料 6

検査項 目

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器下覧表

検査年月日 :令和 元年  11月  18日

管理番号 測定範囲 備考検査用計器

コンベックス

測定精度
校正年月日

有効期限

寸法検査
2018,8,6

2020,8.5

/

/

/

箸 熔



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 6

検査年月日 :令和元年 12月 9日

管理番号検査項目 検査用計器

コンベックス

測定範囲 演1定精度
校正年月日

有効期限
備考

寸法検査
2018,8,6

2020.8.5

/

/

ノ

/

/

苧ぢ クγ



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日 :令和 年 12月 10日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定精度
校正年月日

有効期限

コンベックス
2018.8.6

2020,8.5

2019,10.5

2020.1.31

2019,1.21

2020,1,31

2021.6.末

2019.6。 15

2020,6.30

測定範囲 備考

エアメータ

塩化物量

測定器

叉式ヤまか り

温度計

オ

材料検査

字≠7♪



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器
二覧表

検査年月 日 :分 れ Z年 '月  7日

検査項 目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月 日

有効期限
備考

材料雉盗 た斃笏鹸湾
,∂′夕。2./争

ユ∂2フ _2.又 ?

繊繊雄 ノギ入
λθ,7,,.′ま

ぇυ又′′2,ネ T

/

_//′

/

巧芙算″な



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

歩1, ユ ユ

検査項目 検査用計器

寸法検査
コンベック

ス

トータルス
寸法検査

ア ンヨンヽ

管理番号 測定範囲 測定精度 備考
校正年月日

有効期限

2018.8.6

2020.8.5

2020.1.15

2021,1.14

/

/

各 ク7



添付資料 6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

測定範囲

2 と怠

検査項目 検査漏計器 管理番号 測定精度
校三年月層

有効期限
備考

寸法検査 コンベックス
2018.8.6

2020.8.5

/

/

/

/

/

幹 ク『



別紙

竜濃争 ノ9
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別紙
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｀
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領 書番 号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-13

令和 P年 〆月

原子力規制委員会

!

|

|

|

、十

|



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請  ｀ 検査申請す覧表のとおり

3検査期日 自  令不H♪ 年 ノ月
"日

至  令和ど1年 び月D2日

4検査場所  1 使用前検査記録のとおり

5検査実施者  ― 検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり |

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-18

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 32

関原発第43

関原発第 4

関原発第 20

関原発第 26

関原発第41

関原発第 50

関原発第 51

関原発第

関原発第 6

関原発第 11

関原発第 20

関原発第 51

関原発第 54

関原発第 61

関原発第 2

関原発第 2

1号

5号

7号

3号

0号

6号

5号

3号

4号

9号

6号

5号

1号

3号

8号

3号

3号

(平涼 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年

(2019年

(2019年

(2020年

(2020年

(2020年

(2020年

(2021年

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

4月

5月

6月

8月

1月

2月

3月

4月

4月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

16日 )

24日 )

23日 )

31日 )

26日 )

24日 )

7日 )

30日 )

成績書管理番号 :2-13

検査申請■覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

>



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-13

特記事項

寡 レ

検査立会責任者

罪Iイウデ・タデでγ 主任技術者

原子力検査官

▼
媚涌 孝 一

検査結果

R

検査年月日

令和θ年

び月エエ日
∝



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

｀

成績書管理番号 :2-13

検査年月日:令和 ● 年  ど月 虫五 日

,     検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 〇・T

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認 9!―

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認

γ



添付資料 3-1

F舅西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録
i      (■ 号検査)

成績書管理番号 :2i13

検査年月日:令和゛ 年i r月 う 工自
1       検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 区面等確認 ① ―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 @―

系統構成が完了していること。
υ
記録確認

す



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
|(一号検査)
,             成績書管理番号 :213

検査年月日 :令和゛ 年 ど 月 ユ】 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

主要弁  別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能オど有し

ており、技術基準に適合するもので

あることЬ

＼

歿
記録確認

備考

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

心



添付資料ィ3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査) ●
(立会検査),   「

成績書管理番号 :2工 13
｀
                  検査年月自 :令和 θ 年  膠 月 工五 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所 r

r~ |

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

主要弁

(2VS-56Af B)

外観検査

組立て及び据付け

状態を確認する検

査

Ｒヽ
目視

備考

タ



…
っ

工事計画本文
‐
(原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 謡可))                   i

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

3 .圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事墳     !         ―

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス瀑度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項

Oo

翌
郭

Ｐ
マ

奮

＼

じ

↓
営
ω
喩
ふ

れ
ヽ

Ｎ
コ

ィ

(



変 更 前

2VS-56A、  B(‖・ '2)i
=‐ ,_通

変 更 後
名 称

種 類 止め弁 (注め

最 高 使 用 圧 力  MPa 0.015(注 8)

最 高 使 用 温 度 ℃ 115(注 3)

主
要
寸
法

呼  び  径倣? 20B(注 5)

弁 箱 厚 さ mm

弁 ふ た 厚 さ mm

変更なし

材

|

弁 箱 ASTM A352LCB (SCPLl本 目当 )

料
弁 ふ た

駆  動  方 ,法 はめ 空気作動

個 数 2(注 9)

2VS-56A         I
ソ    く注10メ

2VS-56B

系 統 名

，(ラ イ ン 名 Aア ニュラス循環排気

入ロライン

フ ァン Bア ニ ュラス循環排気ファン

入ロライン
取
付
箇
所

設 置    床

総

区

水 防

画

の

号

上一護
塔

盗 水 防・護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

い

り 主要弁の名称、種類、最高使用圧力(最高使用温度、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所
。常設

削
量
郭
Ｐ

　

（
Ｎ
＼

∞
）

↓

営

ω
常

③

れ

Ю

Ｎ

コ

検査対象範囲



(注 1)記載あ適正化を行う。既工事計画書には、放射線管理設備ゐうち換気設備に記載

(注2)記載の適正化を行う。既工事計画書には「自動バタフライ弁」と記載

(注3)既手事計画書に記載がないため記載の適正化を行うも記裁内容はヽ設計図書による。

(注4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「日径」と記載

(注5)記載の適正化を行う。既工事計画書には と記載

(注6)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うも記載内容は、計測結果による。

(注7)公称値

(注8)記載の適正化を行う。既工事計画書には「駆動方式」と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「4個 (予備2個 )」 と記載

(注 10)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

トヽ

瀬
量
郭
μ
　
　
（
ω
＼

ω
）

↓
営

∞
，

ｏ
れ

尚
Ｎ
コ



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-14

令和 3年 か月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自 φ弁,3'準 3月 23日

至 ノ笹
～
づ年よFII日

4.検査場所    使用前検査記録のとおり

成績書管理番号 :2-14

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6・検査結果 ‐  検査結果■覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録



成績書管理番号 :2-14

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号

関原発第 435号

関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

関原発第 205号

関原発第 511号

関原発第 543号

関原発第 618号

関原発第 23号

(平成 28年 10月

(平成 30年 3月 2

(平成 30年 4月 2

(平成 30年 7月 4

(平成 30年 8月 2

(平成 30年 12月

(平成 31年 2月 1

(平成 31年 2月 6

(平成 31年 4月 4

(20′ 19年 5月 1

(2019年 6月 2

(2019年 8月 2

(2020年 1月 3

(2020年 2月 2

(2020′ギ 3月 2

(2020年 4月

7日 )

0日 )

0日 )

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

6日 )

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

7日 )

顕際発ガ メ争讐〔】?ユ 十年4η θOB)

江



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-14

Cυ

特記事項

な し

検査立会責任者 群

河rイラデ 夕″ギレ主任技術者

原子力範設検査官 器

原子力検査官

れIAえ

検査結果

え

淡査年月日

毎停う準

3月 23日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項      |

成績書管理番号 :2-14

検査年月日 :今や 3年  5月 23日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事:の 工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。      ′
記録確認

γ



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 ,

(一号検査)
成績書管理番号 :2-14

棟査年月日:,掃3年  3月 26日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

~́

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ① ―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必妻な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ①―

系統構成が完了していること。
0
ゆ 恒翼汗二

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
r(一
号検査)

添付資料 312

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-14

検査年月日:今″ 3年 3 月 23日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

主配管  別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材牌検査

寸法検査

耐圧検査、

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

Ｉ魔
Φ

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0107

*検査対象のうち目視で確認した範囲を除く範囲について確認
・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3が照

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
: サ (一号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :2-14

検査年月日:牟浄'3年 3月 23日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

7ニュフス

出口取合点

排気筒

取合点

耐F土検査ゞ

漏えい検査
別紙 2参照 之 目視※1

備考

※ 1:検査対象のうち別添 2に示す範囲について確認

7



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番号 12-14

検査年月日 :令和 3年 3月 23日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効理限
備考

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020。 10.5

2023.9. 14

耐圧検査、

漏えい検査
圧力計

2020.10.5

2023,9. 14

以下余白

♂



房呼湘磯2

最高使用

圧力

(MPa)
(

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

耐圧検査時

圧力

(MPa)

保持

時間

(分 )

漏えい検査時

圧力

(MPa),

水圧

気圧

区分

035 ァの、0う 6~7 1 1 つ、03よ 6 気圧

備考

※ 1:童大事故等時における使用時の値

ａ
７
ｒ



工
． )

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成28年 6月 10日 認可)う

原子炉格納施設              ‐      イ

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項    ,‐
3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項
(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項

ヽ
Ｓ

選
募

Ｈ

（
μ
＼

じ

◆
掛

ω
令

ω
ｈ

Ｎ
ω
コ



＼ヽ

ヌ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
i常設

変 更 後

材   料

変更なし

SUS304

厚   さ

(Hull)

(注 2)

3.0

外   径

(mm)

(注″〕

508

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(浄 3)

125

最高使用

E  カ
(MPa)

変更なし

(農 8)

0.00245

名 称

変更なし

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備

変 更 前

材   料

SS41

SS41

SS41

厚   さ

(lllm)

(注 2)

1.6

(注 2)

2.3

(注 2)

2.｀ 3

外   径

(lttl)

(注 2)

406

(注 2)

450

X

450

(注 2)

508

最高使用

温  度

(℃ )

115

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)

アニュラス

出口取合点

0.015

排気筒

取合点

名 称

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備

削
二
沸
岸
　
　
（
Ю
＼
卜
）

↓
営

ω
常

ω
油
〕
∞
コ

検査対象範囲



変 更 後

材  料

変更なし

SUS304

変更なし

外  径 厚   さ

(mln) (mm)

(注 2

|

(注 2)

508 3.0

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

←雄3)

125

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 3)

0.035

名 称

変更なし

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循・
環
設
備

変 更 前

材  料

SS41

SS41

SS41

厚   さ

(lnHl)

(注 2)

2.3

(注 2)

2.3

(注 2,1,

2.3

/
2.3

外   径

(mla)

(注 2)

508

(注 2)

500

X

500

(注 2,4)

500

×

500

/
508

最高使用

温  度

(℃ )

115

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)|

|

アニュラス

出口取合点

0,015

排気筒

取合点

名 称

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備

ヽ
）

れ
Ｅ
郭
騨
　
　
（
ω
＼

卜
）

◆
誉

∞
れ

∞
湧

尚
ω
コ検査対象範囲



(,1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、

(注2)公称値

(注 3)重大事故等時における使用時の値

(注 4)1入 国と出日の口径が異なる管である。

(注5)本設備は既存の設備である。

設計図書による。

勇ヽ

運
郭

μ
　

（
卜
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卜
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◆
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∞
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ω
油
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ヽ
Ｓ

第7142図

高 浜 発 電 所 第 2号 機

渤
こ
雨
知
〕

∞
】“　
Ｎ
∞
　
Щ

工事計歯認可申請

原子炉格納施設に係る機器の

配置を明示した図面

(圧力低減設備その他の安全設備

(放射性物質濃度制御設備及び

可然′性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備))(1/6)

関 西 電 力 株 式 会 社



ノ

検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-14

埒

特記事項

み レ

検査立会責任者

ギイ帝″Tタインキ在技術者

原子力検査官

ル
，切

オ考
)

， 陽
／ゝ

監ゝ

検査結果検査年月日

令和 e年

J 月】虫日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-14

検査年月日 :令和 θ 年 ど 月 メニ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

′ι

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む:芽 が準備されてい

ること。

記録確認 ○―

検査 をする工事の工

程ヽ剣日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。(

記録確認 9

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 @―



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-14

検査年月日 :令和θ 年  /月  ユニ日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 暉)・ 下

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ○た

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることな

記録確認 ○・一

系統構成が完了していること。 υ
記録確認
0-

/7



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2-14

検査■月日 :令和 ジ 年 か 月 井 ユ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

主配管  別添 1に示す範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

＼

ア＼
記録確認

備考             |
0

-

。目視で確認した範囲 :添付資料 3下 3参照

′″



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
卜         (一 号検査)

(立会検査)
成績書管理番号 :2-14

・         検査年月日 :令和 ё 年  ノ 月 )2日

 ヽ   検 査 場―所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

i

測定値等 検査結果 検査方法検査対象設備名 項目

目視

アニュラス

出口取合点

排気筒

取合点

外観検査

組立て及び据付け状態を確

認する検査

′,



)

工事計画本文 (原規規発第1606105号 (平成28年6月 10日 認可))

原子炉洛納施設                     ・´

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

⇒ 戸上力低減設備その他の安全設備に雰る次の事項
_  (4)放 射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項
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Ｖ
一

ヌ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚 さ及び材料
t常設

材  料

SUS304

(lШ ll)

厚   さ

黙習
(注 2)

3.0

(℃ )

径

(lllill)(MPa)

最高使用高使用

力 度

変 更 後

(注 2)

2.3

(注 2)

450

×

450

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

変更なし
SS41

SS41

(注 2)

406 '

(注 2)

1.6

高使用

度

(℃ )

さ

(瓶)

径

(mm)

称名

最高使用

| (MPa)

力

変 更 前

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び
　
　
・

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

(注 1)

2

0。

(注 2)

3

出口取合点

(注 2)

508

115015

アニュラス

排気筒

取合点

瀬
重
郭
Ｐ
　
　
（
〕
＼
卜
）

↓
轡

∞
常

ｏ
油

】
憎
ｍ

:検査対象範囲
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SUS304劇3
(注 2)

508

高使用

_度

(℃ ) (llllll)

変更なし

更な し

(注 3)

125

最高使用

圧  カ

(}fPa)

変更なし

変更なし (注 3)

|

0.035

称名

変更なし

変 更 後

さ

(mm)

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

SS41

SS41

SS41

(mm)

厚   さ

(海 2)

12.3

2。 3

/
2.3

(注 2,4)

(注 2)

508

(注 2)

×

500

500

(注 2)

2.3

500

×

500

/
508

(注 2,4)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

称名

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

1150.015

|

(注 1)

|

出日取合点

アニュラス

排気筒

取合点

Ｖ

Ｙ

:検査対象範囲
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(注 1)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注2)公称値「

(注3)重大事故等時における使用時の値      |
(注4)入日と出日の日径が異なる管である。

(注5)本設備は既存の設備である。
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1関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2■ 15      '

浴みえ年″月
原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 '  関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期 日 自 今んえ年T月 2日

至 殖沙修之年7月 /す日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果下覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2■ 15

/



成績書管理番号 :2-15

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申請により確認 し表中に追記する。

Z

関原発第 321号 (平成 28年 19月 7日 )

関原発第485号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

四原発第 260号 (平成 30年 ,月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8_月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月  7日 )

検査申請書番号

(申請年月日)



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2■ 15

皓

特記事項

4 し

検査立会責任者 印

すｒη
イゞ

ヽ掛
Ц タァじ

サ̀ノ
キ任技術著

原子力
器
査官 印

■F多災狙

検査結果

′く

検査年月日

灌ワ静2年
7月 ZI



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2二 15

検査年月日 珍んえ年 ′月え日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(二号検査)

成績書管理番号 :2-15t            
検査■月占!強無え午 ″角 え日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

＼

系統構成が完了していること。
立会/

鍮

よ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(二号検査)

1       成績書管理番号 :2-15

検査年角日

"勒

鮨 2年 ″月 2日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

伸縮式配管貫通部  01添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。         ・
夕(

目視

備考

:記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1910、

T2-1-1910(再 検査)

歩



検査結果下覧表

成績書管理番号 :2二 15

＼
ミ

特記事項

徐 し

検査立会責任者 印

ボイう=‐夕二でソ主任技術者

原子力器
査官 印

よ′彩

検査結果

夕く

検査年月日

塗ツ鮨2年 ｀

″月/す日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :2-15

襟査年戸日 :″渤鱗2牟 ″ 月 /す日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

β



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(二号検査)

成績書管理番号 :2-15

検査年月日 :槌疑 え年 ′ 月 /す 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

輪

T



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2二 15

検査年月日 :かん 2年  7月 /す 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

伸縮式配管貫通部  0町添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

r

外観ナ決査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

夕く
目視

備考  ″   
「                    ´

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験
。検査の品質記録 (※ )による。

来 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2二 1と 1910、

T2二 1-1910(そ の2)

/θ



I薪瀧酸躇額廟 傾翔麟第 1606105幼

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項       :       ,
1 原子炉格納容器に係る次の事項
(4)原      管貫通部及      部の名称叉は貫通都番号、種類、個数、最高使用圧力、最高使用温度、織 勲 び材料

o伸縮式配管買通部
(次ペエジより写藩鋤     

ヤ

ヽ
ヽ

瀬
】竜
勢
μ
　
（畔＼
ミ
）

学

ぷ

武

選

単

巣

ミ
孟



賓更な し 1医
｀
更な

8.0 35ユ樹舶確

変 更な し

変更な し

変更な し

1材
 科

」____
厚

331

0,30S'覆 更な

長   さウト  径
特   成

い

ｐ

主要寸法 (Ш)

138

最高使用 歳萬使用
圧  力 温  質
lHPa)  (℃ )

スリープ 同左同左

(配管
取付)

朗

|

|

0
板
―プ

短  管

変更独
|

増   板
351

(ス リ変更な し

1伸構継手

し

し

取付 )

鈴

変 更 後

変更な t

変更な し

個教種類

12tl

貫通部

番 号外   盈 民  さ   聾  と
|

主長 寸法 (nm)

料材

7.48 質通理督l¶

ス リ

(配管

取付〉

伸繕″善手

122

230

端

煙  管

取付 )

0 261 ,お

(ス リ

圧  力 と  ,廷
lttPa)  (℃ 〕

0、 261

748

伸

貫通配管

230

230

I

樋教

1.!イ

構   成

短  管

技面使用最高使用

館  板
(ス リープ

取付〉

端  板
(m管
取付 )

2‐６Ｂ螂

変 更 前

盟 6鳥

監覇
貫瀬都|

番 号|

＼
ド

瀬
二
欝
卵
岸
　
（］
＼
ミ
）

照γ
ぐ
ド
ヾ
式
れ
卜
瑾

検H



＼
鶴

変 更 後

成

1玩

主要 士法 (難 lB〉

棒

径 長  さ   辱  さ

スリータ
| I研左

仲精議手

端   板
(ス リープ

取付 )

端  叔
(配管
取付)

短   管

質進霊答

最高使邪

カ

| 最高使用

圧 温 度

(HPa) (℃ )

フ狂`更オに`し

138

変更な し

0.308 変更なし

351

変更なし 変更なし

′狂ミ更なし

138

変更なし

351

変更なし

351

変更 な と́

0 305

変更なし

3.0

種類 個数

223
251
変更なし

じ52 変更な し

女通部

番 号

変 更 前

材  料

主撃ξ寸法 (:,ほ)

韓
1景
さ1厚

最高使用 1最高使用

庄  力 |ェ農  度

(MPa)|(■ )
|

棒   戚

122 スサープ

|

伸縮継手

0.26X

291(・

t`‖

端   板
(ス )――

取付〉

端  板
(亀管
取付〉

短  管

質通配管

122 ス リ

|

|

|

(lす ,)|

1

仲縮織手

0 とこ 端  杖

|

(ス )
ツ91 取付 )

端  慎
(配督
取付)

短   管

1工う)|

291｀ 'ⅢI質通ね管7 4患

7_48(れ
,|
291

質通曹轟

番 号
種類 個数

225
231

30B

質通部
2

303
貫逮部

1352

I

|

H 謎
郭

騨

６
番
）

紗
さ
く
下
へ
ぬ
卜
逓

熊

米
ミ
晉

検査範囲



(注 1)既工事計館:書に記載がないため卍載の適正イとを行う。
‐

(注2)阻工事古「画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工■言1‐画密に記我の原子炉格納容器の最高使用屋力の値

(注3)駈 I事計画書に記章資がないため記餓の適止化を行う。記載内容は、既工事計画等に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値

(注4)記韓あ
申
I化 を行う。班工李計画書には         と記裁

(注 5〉 公称値                      ́                                            Ⅲ

(注a)瞬:T事 計画書に記栽がないため記戦の道こ化を行う金記歳内容た、工t計図書によう。

(注 7,記我の適正化を行う。既工事計画書には「ASTll A516 Cr.70郎 00及びSUS'7HP」 と記畿

(注8)重大事故等時における使用時の値

(注り)記域の道正化を行う。班工事計画をには fベローズJと 記戯      イ                                   ‐

(注 10)既 工事計画書に祀載がないため記載の道正化を行うゃ記載内容は、昭れ碇8年 10月 26日 47公第139号にて湖、可されたI率計画書の添付資料IZil「 安全注入再循秦醸管,内部スプレ再循環配書格納容器貫通部強度

計算湾 (分割第7次申請分 資相お-1)に よる。

(注■,祀裁の適正イヒを行う。研I事計画警tこは「S岱30411P」 と記哉

(a12〉 質通配後`そこついては、原子炉冷却系統施設のうちと黙気・主給水設備と兼用

(溝 13)斑上事計回
~春
に記載がないため記載の適正化を行う。税載内容は、昭和48年 10月 26日 4子公第139号にて認可された工事計画書,添付資料12-2f主蒸気管格納容器質通部強度計算書 (分害好第7決中請分 資料む-2)

による。

(注 14)SGr480相 当

(注 15)瞬 I事計画書に記載がないため記栽の適正化を行う。記載内容は、昭和48年 10月 26口 47公第139号にて認可された工事計画書の添付資料12-3「 主給水管格納容器質通部強度計算書 (分割第7次中請分 資料8-3)｀

による。

(注 16)貫通戯管イこついては、原子炉冷却系絞施設のうち非常用炉心冷却設備そ(F)他原子炉注水微崎と兼邪                                   ｀

＼（

学

娯

く
送

悠

米

ミ
＼盈

瀬
二
鴛
み
μ
　
（ド
＼
ミ
）



工事計画変更認可後 廟 発第 1808064号)

原鉤

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあたつては、次の事項

1 原子炉格納容器に係る次の事項
(4)原       管貫通部及び電気配線貫通部の名称叉は貫通部番号、1翻魚 個数、最高使用圧力、構成(主要寸法及び材料
c伸縮式配管貫通部

＼埼

変更なし笛'

変更なし
変更なし

i変更なし

「――
―‐一

i変栞ぶV
変更なしく

'1'(ユ主う質過配智
I

I

(注

')士

291

3心甚

7 48

80

主要寸法 (D口 )

(℃ )

―
 ,Sl

(MPa) (℃ )(HPa)

擦家種類
外  後 長  さ 1  癖  さ

変 更 後

温  度 構  成

最高使用 1最高使用

層  メザ
番 号

貫通郎
材  料

l,  さ外  径 ‐長  さ

変 更 前

主要甘法 (rょ砕)最高1吏用 最高使用
策適部

碁  |チ |

種類 仰数 妊  力 温  度 構  成

(鞭 )― スサープ

1真通郡

伸濡継手

I

|

ユ
303(Hl)

29と

短  管

31'こ

館  板
(ス ジー‐プ

(., 取
付 )

焔  様
(配督
取付 )

122

積33

0.261

0 306

削
二能
が
μ
　
（頓＼
ミ
）

へ
溢
濱
巴

ミ

ミ

Ａ
ヽ
凰



変更なと(酌

変更なしll'どこ
'

変更なし
fF Ⅲ

'変更なし
lⅢ

'

変更なと

変更なと

変更なしは'
変更なし

変更なしてド。〉変更なし(工
1)ユ

/及ヽ更なし「夕盗更デょ`し

変更な

.=を lス リープ

仲補継手
|

|

16B

短   管

1 2

122

138

鶴通部

'熱

 板
(ス テープ
取付)

(と4端  板
(蔵管
患付)

0 2SI  I

0 403  -   230

1   351

? 48

8G
(,っ 貫通配管
230

351

トー
1外

最高使用 景高使用

好  力 【撤  度

(第,A)     (R3)

主要十法 (前ぃ)

料 1貫
通部
 種類

善  汁往  員

変ヽ 更 前

最高使崩 r革舌柱用

欄数材観数韓類 威

善

材  ⅢⅢ
外  径 i長  さ  厚  さ

変 更 後

協  度 構  成晨   メJ
撫

ヶ
構 ィ

主要寸溢 (mm)

さ 序   さ

＼

ぷ

(Iヽと,質通砲替についてtよ、募子炉冷虫I系 統施設のうちi落気・
～
綸水殺備と衆メ尋

(注之)塩大手散等特tこお:す る使用時♂D値

(注3)公称値

(れお)平成28年心Fl lo,ュ イヽケけ原観観盛第Ⅲ66610も 秋子て誌いFされた班 し事詩駐
‐
書にl憲 「F'た」と隠載

(注る

'StPT42口

等材(試督410)への取替真を行う。

(注6)記戦の藤正化を行う。平成赤年6月 iOnFヽ Tけ原統縦発第1806105を にて辞1■され′た疑工事計画書には変更後,こ記載

く注7)平成28年ら漏10隣 付イす原規親発毎160S10岳 サ任て認可された雛工事,rpl書 には Hと 絶執

(注 8)碑載の速正了とを行う,平成2S年 6月 19H付け療堀規焚第1606135零 こヽて認 n∫ された斑五事計画をの変更前の寵載

(注 9)耳生成 2S牛 6鳥 108付け l声増〔規夫見矢第 1696105月 にて驀 珂|さ れ た暁 二事計にれl書には 日||||と 記載

く注 IC)3′ 威 28年 6月 10言 付 け F宗親規

"算

1604,Io5号 にて懲 ■され た茂 工事
=Ⅲ

雨吉 に学よ日■■■■ と記歳

(注 1う 平成 Z事年δ)j10日 付 け嫁縦規養″
160$105号に て黙

Ⅳ
され た現 工 事計盛l蓄には ||||||と 稚織

削
二
欝
卵
μ
　
（０
＼
ミ
）

帯
ざ
毯
ヾ
ぺ
述
ド
Π

母
洋
禅
朴
代
迅
ヽ
島
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

"構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名  :原子炉格納施設

系 統 名  :原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部

電気配線貫通部

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2● 16

力4本午/υ舟

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査申請

4検 査期 日

5検査場所

6検査範囲

使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

(メ下、力↓歓 I参霊 )
自 平成え▼年 ,月 2,日
韮ノ枠静二年/∂月ュァ日 

―

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

株式会社ベンカン機工大阪工場

兵庫県尼崎市西長洲町

三菱重工業株式会社神戸造船所

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

原子炉格納容器

原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部

電気配線買通部  5個

7検査結果 検査結果一覧表のとお り



別紙 1

3検査申請    使用前検査申請番号

関原発第435号 (平成 30年  3月 20日 )
関原発第 47号 (平成 30年  4月 20日 )
関原発第203号 (平成 30年  7月  4日 )
関原発第260号 (平成 30年  8月 20日 )
関原発第416号 (平成 30年 12月  5日 )
闘原発第 505号 (平成 31年  2月  1日 )
関原発第 513号 (平成 31年  2月  6日 )
関原発第  4号 (平成 31年 二4月  4日 )
関原発第 69号(2019年  5月 16日 )
関原発第 116号(2019年  6月 24日 )
関原発第 20も 号(2019年  8月 23日 )
関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )
関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )
関原発第618号 (2020年 3月 24日 )
関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

i



8添付資料 使用前検査記録

と 検
―
査前確認事項   ｀

2材料検査記α設
3寸法検査記録      `
4外観検査記録
5組立て及び据付け状態を確認する検査記録
6耐圧検査、漏えい検査記録
7検査用計器一覧表

ど



9検査実施者

｀ヽ
子ミ:

特記事項

左 し

お に

多|レ

検査立会責任者 印
ネ

ボイラ|`夕 _ビ
｀
ン  主任技術者

甘町うr‐ ク‐モ
ЧY  主任技術者

不身う′ァク,tいレ 主任技術者

*
原子力施設検査官 印

!朱力 蝙

鏃 探Z)

な

ン灸八 久

、旅争力検■宅

彪 八

ゑ弟 穐錦

沐れ
Ⅲ福堀空

検査年月日

牙″)27年

ァ月2/日

今和 Z年

/月 ノ″日

力ゎ_九年
/∂ 月)′日

ネt々約2負 tDBI B藻ソ調卸名蛤



嚇

検査結果一覧表

系統名 :原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通都 電気配線貫通部

備考検査立会責任者 印

η∵gデ日
榊みり儀 任技術者

たれ 二 年

/月 ノク日

脅夕_,■ν主任錬術者

角 争 >年
′D月 ュダ日

″井‐ブ,ぜ4任技術者

芳工野凋

原子力 4月 1且がッ

耐圧検査、

漏えい検査

年

今和 2年
ノ月/7日

滝

イ名チ千;;fi[9日
段

海
ヽ

協そ

組立て及び据付

け状態を確認す

る検査

年

月 日

月   日

ノ″
1窓首i[ア日
及

海豚孝―

外観検査

靭
年

2/日

た

年

月 日_

ノケ
l子与,覇 日
&

稼協移考一

寸法検査

角
午/
/

年

月 日

ノ考諄
|,i鳩日
R

海鼈考

材料検査

て密デf
年

2/日

た

年

月 日

統 1畳 任′日

rk

馬柩♪徘ォ

検査項目

検査日

結果

臣「

検査日

結果

印

検査日

結果

*
印

煮i塗鴻H2≒ 10局 1日 ∫サ背倅名貯



添付資料 -1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認

/ャ＼知 2年

ノ月′7日 鹿

使用前検査成績書の 「3検

査申請」に申請番号 (変更申

請番号を含む。)を記載す る。弟緒九年
/′ 戸>, 日 k

年 /

検査をす る工事の工

程、期 日及び場所が

申請書 どお りである

ことを確認する。

記録確認

令和 2年
ノ月ノタ日 柔

力や 二年

′θ月>η 日 駐
年 /

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

今和2午

1月 17日 灸

ヵ分≫年
/ジ
月″ザ日 k
年 /

，渉



添付資料 -1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

1検査前確認事項

材料検査

1~｀

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。      i

記録確認

判鷲2守年

η月21日 え

芳孝w,年

/,月 >η 日 歿
年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

孝ハ 2?■

9月 21日 魔

狩々 ユ年

Fθ 角/,日 代

年

一

日
「 一

7



添付資料 Tl-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

令紳 2年

+0月  Z7日 た
年

日月

年

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今紳2年

/ラ月 2′ 日 た
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲t測定精

度を有 しているこ

とも

記録確認

御 乞 年

/∂月室′日 度
年

月   日

年

タ



添付資料 -1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されてセァヽるこ

と。

記録確認

平病29年

9月 21日 皮

差4'9井 年

/∂ 角 とギ ロ R
年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

子バ 29年 :

9月 21日 え

力各工年
/∂ 月イ 日 R
年 /

ワ



添付資料二 1■ 5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

力わ二年
r9月 》ブ日 k
年

月  夢ィ

キ

月   日

必要な図面等が準備

されていること。
図面等眸認

法堵,>年
′?月 )71日 R
年

月   〉レ

月   日

/つ



添付資料-1二 6

耐圧検査、漏えい検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記録確認

今`ホ盟2年

/月 ′7日 灸

ヵゎ■年
′9月夕▼日

ヽ

R
年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今紳 Z挙

/月 /7日 災

み ユ 午

/υ 月う奪日

ヽ

次
/

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

今れ 2年

ノ月 ′夕日 費
力 >々年

r9月 平 日 災
準 /

系統構成が完了 して

いること。

②
⑩

令倖z年

ノ月′グ日 費

々々 工午
′ジ月ガ日 筵 争縣 柊

年 /

′ ′

含



添付資料-2-1

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部  5個

判定基誹 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通部番号)
構成 材料 検査年月 日

検査

結果
検査方法 ―

550

553

555

559

561

ス リーブ (新設部 )

判 箔筵
記録確認

備 考   ,
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。´

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :Tと ´/´ '′ じ/

海  Fμ



添付資料=2-2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部 5値 l

判定基準 上工事計画のとおりであり、技術基準に通合すること。

検査対象

(貫通部番号 )
構成 材料 検査年月日

検査

結果
検査方法

550

553

555

559

561

本体

″々 )年
′υ月ン
,日

R 記録確認

端板

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

亨  「S



卜ヽ
彰

　
ヽ
余

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2rl_o801

検査

結果

k

検査年月日

み 工 年

/ど′
つ月
平
日

厚さ lmm)

測定値許容値
主要

寸法

長さ lmml

測定値許容値
主要

寸法

外径 m

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリエブ

(新設部)

検査対象

(貫通部

番号)

650

鶉
森
溢
章
―
∞
―
岸



沖
｝

一
『

検査方法

記録確認

検査

結果

礁ヽ

検査年月日

沸わユ年
′少月ギ日

測定値許容値

厚さ lmml

主要

寸法
測定値許容値

長さ (mml

要

法

主

寸
測定値許容値

外径 (皿皿)

主要

寸法

本体

端板

構成

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

検査対象

(貫通郡

番号)

550

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通都 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

郭
尊
溢
輩
ｌ
ω
ｌ
〕



ｋ

ト

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通部 電気配線貫通郡 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考
※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

検査

結果

夜

検査年月日

琺濤9'年
/'月ェノ日

厚さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

長さ (皿皿l

測定値許容値
主要

寸法

外径 (Щnl

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリユブ

(新設部)

検査対象

(貫通部

番号)

653

郭
韓
酎
章
ｌ
ω
ｌ
∞



検査方法

記録確認

検査

結果

検ヽ

検査年月日

寿持>年
ブし, F>,日

測定値許容値

厚さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

長さ lmml

主要

寸法
測定値許容値

外径 (mml

主要

寸法

構成

553

本体

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通郡 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

耶
鶴
「
一
司

検査対象

(貫通部

番号)

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801
郭
尊
服
輩
―
∞
―
ト



検査方法

記録確認

検査

結果

Ｒヽ

検査年月日

狩争工年
/p月 平 日

測定値許容値

厚さ (mml

主要

寸法
測定値許容値

長さ lmml

主要

寸法
測定値許容値

外径 lmml

主要

寸法

構成

スリープ

(新設部)

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T歩卜0801

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通郡

番号)

555ヽ
淋

」
投

郭
尊
添
華
ｌ
ω
■
９



弟

ヽ

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

555

琳
韓
述
華
―
∞
ｌ
ｏ

検査方法
査

果

検

結

記録確認R

検査年月日

み
～
)年

′E)月 )デ 日

測定値許容値

厚さ (mm)

主要

寸法
測定値許容値

長さ lmml

主要

寸法
測定値許容値

外径 lm耐

主要

寸法

端板

構成

本体

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

(貫通部
ツ
番号 )

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所



卜症峰
　
Ｎ
ｏ

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※31適合性確認検六ュ成績書の識別番号 :T2-1-0801

検査

結果

薇

検査年月日

冷イ'ユ 年
′ι
'月ザ

|::l

厚さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

長さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

外径 lmml

測定値許容値
主要

寸法

構成

スリーブ

(新設郡)

検査対象

(貫通部

番号)

559

郭
尊
凝
華
―
∞
―
ミ



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足する‐こと。

検査方法

記録確認

備 考 _

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※ 3:許容値はメーカ基準による。

,記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※
・
4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T21-0801

検査

結果

R

検査年月日

燐わ>年
/′ 月)夕 日

厚さ (mm)

測定値許容値
主要

寸法

長さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

外径 (mml

測定値許容値
主要

寸法

構成

559

端板

検査対象

(貫通部

番号)

郎
ド

、

郭
韓
添
華
―
∞
―
∞



高浜発電所第 2号機

検査対象

(貫通部

番号)

寸法検査記録

常
ｔ

　

Ｖ

Ｗ

検査方法

記録確認

検査

結果

Ｒヽ

検査年月日

弗祭二年
/ι
'月平
日

測定値許容値

厚さ lmml

主要

寸法
測定値許容値

長さ l皿耐

主要

寸法
測定値許容値

外径〈皿ml

主要

寸法

構成

スリーブ

(新設音D

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

備 考

※ 1:公称値 イ※2:許容値は工事計画による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

郭
韓
燐
輩
―
∞
ｌ
ｏ



高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貢通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査方法

記録確認

備 考

※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計画による。 ※3:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

検査

結果

夜

検査年月日

粋 芽年
′θ角
〒
日

厚さ (mml

測定値許容値
主要

寸法

長さ (耐

測定値許容値
主要

寸法

外径 (mml

測定値許容値
主要

寸法

構成

端板

検査対象

(貫通部

番号)

本体

561

ｈｍ
ヽ
　
鸞
”

郭
尊
溢
華
ｌ
ω
ｌ
伴
ｏ



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社神戸造船所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部 5個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐
~  
食、浸食)がないこと。

検査対象

(貫通部番号 )
構成 検査年月 日

検

結

査

果
検査方法

550

スリーブ (新設部 )
平
,炉日

徒
⑩

/

記録確認

553 徒
③
記録確認

555 従 動
記録確認

559 律 ⑩
記録確認

561 従 ③
記録確認

備 考
ど

´

)基・ ヱ子



添付資料-4二 2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部

電気配線貫通部  5個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、ヽ変形、腐

食、浸食)がないこと。

検査対象

(貫通部番号 )
構成 検査年月日

検査

結果
検査方法

550

めわュ準
/ジ 月,7日

R
目視/

ω

553 後
目視/

帥

555 茨
目視/

ω

559 決
目視/

働

561 R
550

十

`な

'脅

>サ
〒日

R
目帳!/

ω

553 夜
目視/

働

555 R 臨
559

ヽ
R

561 R
備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

正32デ



添付資料二5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部

電気配線貫通部 5個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象

(貫通部番号 )
検査年月日

検査

結果
検査方法

550

力得二年
/θ 月)夕日

ヽ

R
目

553 薇

555 R
目視/

559 R
目視/

5 6 1 R 記録確認

備 考          !
・据付後の外観確認も含めて実施。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

学  2ム



常
偽
，
Ｎ
弩

検査方法

襦
目視/

記録確認

炒 ブ/

記録確認

襦
目視/

記録確認

検査結果

イ

イ

良ヽ

イ
オ

検査年月日

月

年

日

鶴 塊
月

年

日

水圧、気圧

区分

気圧

漏えい検査時圧カ

(MPa)

つ,d■さ

保持時間

(min)

才

イ

ノノ 
｀

才

イ

耐圧検査時圧カ

(MPa)

沙・θな

耐圧検査規定圧カ

(MPa)

0.305

最高使用圧カ

(MPa)

0.261

0と 305※
1

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通都及び電気配線貫通部 電気配線貫通都 5個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通都番号)

550

553

555

559

561

※ 1:重大事故等時における使用時の値

をつ′?,D〃′ノタ
ノ/ex

備 考

募
奪
浴
華
ｌ
ｏ



観
』

潤
浜 目視/

ω

臨

検査方法

目視/

動
目視/

∞
,
記録確認

検査結果

R
氏ヽ

R
Ｒゝ

"ゆ
み 年

/′ 月>ワ 日
々蒟V>年
′ο月)∵ 日

検査年月日

娑艤
守含ミ諷Ц

年

_周― 岳ユ
~

水圧、気圧

区分

気圧

漏えい検査時圧力

(MPお

保持時間

(min)

耐庄検査時圧カ

(MPか

耐圧検査規定圧カ

lMPa)

0,305

最高使用圧カ

(MPa)

0,261

0.305×
1

ｎ
υ

員
Ｊ

165

※ 1:重大事故箸時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0801

Nol名称 :

備 考

検査場所 :関西竃力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 原子炉格納容器 原子炉格納容器配管貫通郡及び電気配線貫通部 電気配線貫通部 5個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査対象

(貫通郡番号)

550

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

郭
尊
添
叢
ｌ
ω



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器∵覧表

添付資料-7

ホ食杏年月日:吟覇ψ2年 ノ 月ノク日

検査項日 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

耐圧・漏え

い検査
圧力計

どクノ′〕′ρ′タ

2屍ψ′ノk,ノ

耐圧・漏え

い検査
圧力計

′フ 2/p.タ

をァクp,ノ tど /

)なか臼

夢〒″ ユア



工事計画本文(原規規発第1606104号 (平成28年6月 ェ `J認可))

原子炉格納施設

加圧水滑上境電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

1 原子炉格納容器に係る次の事項
(4)原的 と管貫通部及蜘 貫通部の名称又は質通部番号、憮 個数、最高使
用圧力、最高使用温度、構成、主要寸法及び材料

d 鞠 嬢 通鮮お

】
増

　

的
υ

同左

及 び

Crスリープ  同左

最高使用 最高使用

圧  力 温  度
(MPa)  (℃ )

変更なし

Cr.6
(STPを39

SUS28TP

ASTM
Cr

変更なし 1変更なし
(と

'イ

    (亡 イl
0 305 1   138

(E15)

ASThI A240

TP304

(SUS27

変更なし変更なし

6

70A300

ASTM
Gr

変更なし

(澄 7)

138

変更なし
(と 7)

0.305
A516

スリープ

122

スリープ

閉止板

122

変更なし

変更なし 変更なし
|

変更なし

STPと39 ‐

‐  |

電線 |
1貫通部

さ外

個数種類
賞 通

SUS28TP

557

番
材

材   料構  成

変 更 後

0 305  ( 138

部

号外  径 1長  さ1  厚  さ

変 更 前

―
構  成

|ス リープ

(=12●     (道 か|    (崖 t,
1  -  0 261 十   二22

種類  個数 1圧  力 温  度
主要寸法 (mm)最高使用 1最高使用

ASl｀M
Gr

主要寸法 (籠m)

径 長  さ  厚

SCS28

黄通部

番 号
(MPa)     (R3)

貫通部

‐
電線 5     0.261

一齢
3

貫通都
0.261

澄
募
只
μ
＼
じ



主要寸法 (mm)

変更なし

変 更 後

変更なし

S(:Y49  1

主要寸法 (mm)

閉止板

(℃ )

成
さ外

122

種類

貰

個数種類

変

材  料
さ1   厚   さ外  径 際

材   料
厚   さ

構  成 |

2    0.261

長径

リス

構圧  力 1温  度

(MPa) | (℃ )(MPa〉

最高使用 1最高使用

変更な し 変更なし

貫通部

番 号
個数

責通部

番 号

更

一
最高使用 !最高使用

圧  カー温  度

0.305     138

コ
ミ
ミ
抑
μ
（Ｎ
く
＼
Ｎ
）

υ
＼＼
出

(注 1)既工事計画書に記載がないため記栽の道正化を行う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うゃ記載内容は、既上事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用圧力のl自

(注3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記戯内容は、,モエ事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値

推と1哭珠程

邁正イとをイ

Fう

°既1字計画書には      と記頼

(注6)F光工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注7)重大事故等時における使用時の1直

(注8)記裁の適正化を行う。斑工事計画書には「25組」と記載

(注 9)Rtt r事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記J日(内容は、昭和48年 2月 19日付け47公第n429号にて認可された工事計画の添付資料9f格納容器電線ケープル真通部強度計算書 (通産省告示第501号によ
る計算書)」 による。

(注 10)記哉の適正化を行う。!既上事計画書には と記載

(注■)記載の適正化を行う。班工事計画書には「14糸 &」 と″己載

(注 12)記載の適工化をイfう 。班工事計画書には「1縦」と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「5組」と記載

(注 H)班 工事計世凸J書に記載がないため記裁の適正化を行う。記載内容は、昭和46年 2月 27日 付け45公第13660号 にて認可さすとた工事計画の資料2-1「原子炉格納容器板厚ならびに補強板等の計算書」による。
(注 15)記栽の道Iイとを行う。既工事計画書には と記戦

(注 16)班工事計画書に記載がないため記哉の適正化を行 う。記載内容は、風密和46年 2月 27日 付け45公第13560■ にて認可された工事計画の添付図面第8-3図 「貫通部スリーブおよび補強板寸法図」によるゃ


